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速水さん、一人エッチを手伝ってください









プロローグ




「やっやぁ……」

　一色いっしきのどかは恥ずかしさと懸命に戦いながら、ベッドの上で足を広げて、夫の速水はやみ仁じんに向けてあられもない姿を見せつけていた。

　のどかの黒髪は艶やかで腰ほどまであり、くりっとした目や雰囲気は少し幼さが残る。小柄な身長ではあるものの、女性らしい柔らかい雰囲気が漂っている。

「もっとこっちに見せつけるようにしないとダメだよ、のどか」

「でも、そんなはしたないことっ」

「一人で気持ちよくなれないなら、ちゃんと俺の言うことを聞かないと……」

「速水さんの言うことなら……」

　のどかは潤んだ目で速水を見つめた。

　結婚して一ヶ月経つ彼とはまだセックスをしたことがない。

　のどかが怖くて出来ない状況を察してくれ、こんな風に一人エッチを速水が『手伝って』いる状態だ。

　速水は甘い低音で、のどか一人では考えられないような恥ずかしい格好をしろと命令してくる。

　少しきつそうな眼差しだが、この時間だけは優しそうに見つめてきて、のどかは嬉しかった。

（こんな格好、結婚した友達はみんなしてるの？）

　のどかは蜜をじわじわ溢れさせながら、体をひくつかせた。

　中学から大学まで女子校で、婚約者は卒業と同時に速水をあてがわれ、他の男を誰も知らない。

　仲のいい友達も同じような感じで、セックスについては無知なまま社会に出たり、婚約者と結婚したりしていた。

「ほら、余計なことを考えない。自分で弱いと思うところを触って」

「こ、こ……ですか？」

　速水は指一本触れず、ベッドサイドに座り、のどかの自慰を見つめるだけだ。

「んっ」

「じゃあ、少し自分で焦らすようにいじって」

「は……い」

　蜜が溢れ出して下着を濡らし始め、指先が汚れていく。

　しかし構わずにのどかは恥ずかしい部分を見せつけながら、いじり続ける。

「んっあっ」

「声も我慢しなくていい。俺と二人きりなんだから」

「でもっ……」

　のどかは頬を真っ赤に染めた。

　快感に悶える声など他人に聞かせたくない。

「俺が聞きたいんだよ、のどか」

「本当……ですか？」

「そう。のどかが満足してるか知りたい」

　速水がにっこり微笑むので、のどかは緊張していた気持ちが解けていく。
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　恐る恐る弱い部分の刺激を強めて、下着越しに蜜芽を摘んだ。

「あああっ！」

「可愛い声だね、のどか」

「本当……に？」

「もっと聞きたい。他のところも弄れる？」

　のどかは恥ずかしさが収まらずに、思わず足を閉じた。

「もう、限界です」

「まだイケてないけどいい？」

「だ、だって。今日は声をちゃんと出せたから」

「のどか……」

　のどかは恥ずかしさがいっぱいで顔を逸らした。

　すると、速水がそっと頬を撫でてくる。

「じゃあ、少し俺が触ってもいい？」

「え……？」

「そろそろ、その先も教えたい」

　のどかは困惑しつつ、胸を高鳴らせた。

　一人エッチをただ見てるだけの状況を、速水がどう思っているか考えたこともなかったのだ。

（おあずけ状態だったってことでしょうか。だったら、少しは……）

　のどかが静かに頷くと速水はにっこり微笑んだ。

「少し触れるだけだよ。のどかが怖いと思ってることはしないから」

「速水さんが強引なことをするとは思わないので」

　のどかは胸を高鳴らせながらも、少し恥ずかしくなって速水から顔を逸らした。

　すると、速水がベッドに乗ってきてのどかを押し倒してくる。

「速水……さ……」

「キスくらいはいいかな」

「……はい」

　のどかは目を固く瞑ってキスを待った。

　すると、速水が触れる程度のキスをしてくる。

　温かい感触と他人と触れ合う感覚に慣れず、のどかは息が詰まる思いだ。

　息を止めていると、速水がするすると指を伸ばして上半身の寝巻きを脱がし始める。

「まっ……」

「待たないよ、のどか」

　脱がされると、ブラがあらわになる。

　そこへ速水がふわりと胸に手を置いて揉み始める。

「ンンッ」

「声は我慢しないって約束だったろう？」

「だめっ……恥ずかしいですっ」

　胸を丁寧に揉まれて、感じたことのない甘い感覚が頭の先まで支配していく。

　先端を扱かれると、敏感に反応して体が跳ねてしまう。

「やあっ」

「のどか、怖がらなくても平気だ」

「私……まだちゃんと応える自信がありませんっ」

　のどかは速水を突き飛ばしてしまうと、毛布を引いて包まった。

「のどか？」

「こ、こんな恥ずかしいことばかりするなんて……」

「今日も上手に出来てた。のどかは何も知らないから怖いって思うだけだ」

「他の女性はみんな楽しめているんですか？」

　その言葉に速水は一瞬戸惑うような顔をした。

「そうだね。それなりに」

「速水さんと付き合った過去の女性は、みんなお上手でしたか？」

「そういう問題じゃないんだ。気持ちの問題でね？」

「じゃあ、もっと頑張ります。明日の夜も一人エッチの続きを教えてください」

　のどかは速水に背を向けながら、なんとかそう言うと自分が下着姿だったことを思い出してまた恥ずかしくなってくる。

（こんな格好じゃ眠れない）

「のどか、寝巻き。もう触らないからこっち向いて」

「はい……すみません」

　のどかは必死に笑みを見せながらも、速水に申し訳ないことをしているんじゃないかと思えてきた。

「ちゃんと、できるように頑張ります」

「そうだね。ゆっくりでいいよ」

　のどかは寝巻きを着ながら、速水が寛大な心の持ち主で良かったと胸を撫で下ろした。








第一章　　婚約者






　今年のクリスマス、のどかは寂しい思いで家族と過ごしていた。

　親友は夏に婚約者が決まり、その彼とデート。仲のいい女子のグループはこぞって彼氏とデートだと言っており、のどかだけが孤独を感じていた。

（速水さん、春には父と婚約の話をしたのに、返事を待ってくれって）

　ぼんやりしながら、母が作ったローストチキンを食べたり、シャンパンを飲んだりしてのんびり過ごしていた。

　穏やかな両親は、速水の返事が遅いことを心配に思いつつ、二十二歳の娘が、三十歳の年の離れた男と早々に結婚してしまうことを心配もしていた。

　友人たちも、父親が決めた婚約者と大学卒業後にすぐに結婚して家庭に入るパターンがほとんどだった。

　そのために、春から夏にかけては、婚約者が決まったか、結婚相手が見つかったかなど、就活並みに情報が行き交っていたのだ。

　というのも、のどかの通う女子大は名家のお嬢様が多く通い、そのまま就職というパターンは生徒の半分くらいという、今時珍しい大学でもあったのだ。

　お嬢様たちがその大学に集結して、就活の代わりに婚約者を決めたり、結婚相手を見定めたりと、それはそれで就活の代わりに大変だったりする。

　春のうちに父親の伝手を頼り、早々に速水を婚約者として決めてしまったのどかだったが、彼は保留にして欲しいと言ってきた。

　もちろん、他の人とその間に婚約しても構わないと言われたが、父親は速水の仕事の手腕を買っていて、いずれは自分の会社と提携をしてもいいだろうとすら考えている。

　のどかは父に半ば利用されているのだなと思う。けれど、他の友達もそんな感じで婚約者を決められているので、反対をすることは婚期を遅らせるだけだと、父親の決めたことに従順だった。

　よほど欠点がない限り、皆逆らうことがないようだった。

　速水の写真を見た時も、切れ長の瞳に理知的な感じがしたし、どこか冷たい雰囲気はしたものの、意地悪をする人には思えなかった。

　身長も高く、細身で黒髪を少し短めに切りそろえて整えているのも大人の男性の色気が漂っている。

　とはいえ、待ってくれと言われてから夏を越えて、冬だ。

　お互いの近況についての報告は定期的にあるものの多くはなく、流石にのどかもため息を漏らすことが増えていた。

「お父さん、速水さんから返事はないんですか？」

「ないね。でも、忘れてるわけじゃないみたいだよ。この前もメールが来てね。まだ少し待ってくれと」

「そうですか。まだ少しってどれくらいですか？」

「来年の春先ごろになりそうだと。でも、のどかと結婚はしたいそうだから」

「そう……ですか」

　のどかは肩を落とした。

　冬の間に、速水と何度かデートをしてみたかった。

　結婚する前に、デートをするというお遊びめいたことがあるというのは友人から聞いていて、やってみたかったのだ。

　両親が決めた仲だから、結婚すれば全て完了だ。デートなんてことはやらなくてもいい。

　けれど、周りの友人はそのお遊びを楽しみ、婚約者との仲を深めているように感じる。

　少なくとも、父親が決めただけの人という関係から、きちんとした結婚相手としてお互いに納得して式を挙げたい。

（別に、デートなんてしなくても速水さんとは結婚して、きちんと家庭を築くつもりだけど）

　のどかは心のどこかで恋というものに憧れがあった。

　何も知らないまま二十二歳になって、恋も知らないまま結婚なのだ。

　せめてその気持ちを少しでも知るためにデートをしてみたかった。

　速水の妻として卒なくこなす自信はあるが、自分の気持ちを棚上げしていいのかと不安がよぎってしまう時がある。

（だからみんな、クリスマスにデートをしたり、お正月に会ったり、お誕生日に一緒にお祝いしたりしてるんだと思う）

　口に出して言わないが、友人たちの気持ちくらいは察することが出来た。

　自分も漏れずにクリスマスの恋人気分を味わってみたかったのだから。

　ぼんやり過ごしていると、ドアフォンが鳴った。

　誰かと思って父親が出ると、宅配便らしい。

　父親はドアまで出て荷物を受け取ると、ダイニングに戻ってきた時に満面の笑みを見せてくる。

「速水さんからプレゼントが届いたみたいだ」

「私にですか？」

「のどか宛になってる。開けてみるといい」

　のどかは嬉しくなって小さな段ボール箱を受け取ると、思わずその場で開けてしまう。

　中から出てきたのは、ネックレスだった。

「これ……」

　のどかが包みを広げ、自分の前でかざしてみると小ぶりの一粒ダイヤのネックレスが煌めいた。

「綺麗」

「よかったな」

「はい」

「でも、何をやってるんだろうね。速水さんは。返事は遅くなるばかりだし、こんなプレゼントを寄越すくらいだから、婚約を破棄するつもりじゃないんだろう」

　父親がワインを飲みながら首を捻る。

　確かに、事情があって婚約を破棄する場合も考えられるが、きちんとプレゼントを寄越すということは、婚約者として見てくれているということだ。

「待つことも慣れないといけないと思います。お母さんはお父さんの帰りをよく待っていますから」

　のどかが真面目に言うと母親が苦笑した。

「お父さんは困ったお人ですけれどね。取引先の方々と遅くまでお酒を酌み交わされて」

「商談はそういう時の方が上手くいくもんなのさ。仕事が忙しいのはいいことじゃないか」

　父は笑顔でまたワイングラスを傾ける。

「妻として、まずは最初の勉強だと思えば大丈夫です。こんな素敵な物も頂けたんですし」

　のどかはあっけらかんと言って、両親を安心させようとした。

　両親から苦笑されつつ、のどかは思っていた通り、速水がわざと返事を遅らせているわけじゃないと実感した。

「今日はもう寝ます。寂しかったけど、もう大丈夫です。おやすみなさい」

　のどかは両親に挨拶すると、自室にネックレスを持って向かった。

　二階の部屋に入ると、のどかはキラキラ光るダイヤを見てため息を吐いた。

（これはこれで、恋人気分みたいです）







　＊＊＊







　それから数ヶ月。二月になると、速水からようやく連絡が来てのどか達は会食をすることになった。

　のどかは待たされていた分、速水がどんな人物か気になって仕方なくなっていたが、その気持ちを抑えて会食に臨んだ。

　この結婚はあくまで両家の決めたことであって、自分の私利私欲のためじゃないのだ。

　都内のホテル内にあるフレンチレストランで速水と初めて顔を合わせると、のどかは勝手に胸が高鳴り出した。

「本当に返事が遅くなり、申し訳ありません」

　席に着く前から頭を下げる速水を、のどかの父親が制した。

「いいからいいから。席に着いて。今日は今後のこともちゃんと話していこうじゃないか」

「はい、一色さんとご縁が出来て本当に光栄です」

　速水の温かく低い声音を聞いて、のどかは思わず俯く。

（写真で素敵な人だって分かってたけど。声までかっこいい……）

　のどかは慣れない男性に胸の高鳴りを抑えることが出来ずに、出来るだけ速水を見ないように食事をすることに集中した。

　速水と目が合ったらどうなるのか想像も出来ない。

「速水くんとの結婚が決まったら、うちの会社といずれ提携して欲しいと思っててね」

「ありがとうございます！　事業拡大と捉えてよろしいでしょうか」

「もちろん。お互いの利益のためだ。娘もそのことを分かって結婚しているから、速水くんの力になると思う」

　話をふられて、のどかは顔を上げた。

「は、はい。速水さんと一緒に頑張れればと」

　のどかが言うと、隣に座る母親に小突かれる。

「もう少し気の利いた言葉はないの？」

　母親は小声で言ったが、速水に聞こえていたらしく笑われた。

「俺は、のどかさんが傍にいるだけで心の支えになります」

「ありがとうございます。精一杯、妻として支えます」

　のどかは頭を下げた。

「のどかさん、趣味はなんですか？」

「私、ですか？　父とお話は……？」

「いえ、待たせてしまった上に、お互いのことを何も知らずに結婚するのは……。まだ二十二歳ですよね。若くして結婚も不安じゃないかと」

「そのことは特に関係ありません。両家の繁栄のため。そして子孫繁栄のためと母や学校の先生から聞いております。それに、私の友人も同じように家のために婚約をしていますので、若いから不安というのは理由になりません。父も母も若くして結婚してますし」

　のどかが胸を張って言うと、辺りがシーンと静まった。

　何かおかしなことを言ったかと思って父を見ると、軽く咳払いをしてから父親が言った。

「この子は純粋でして。中学から大学まで女子校育ち。周りに男性もいなくて、特に遊んだこともなく育ったので、親や先生の言うことをそのまま信じて育ってきました。速水さんにとっては、驚くこともあるかもしれませんが、可愛いと思って迎えてください」

　のどかはきょとんとしつつ、なぜ父親が自分のフォローをしているのかが分からなかった。

　母親も恥ずかしそうに俯いている。

（私、おかしなこと言ったの？　習った通りに伝えただけなのに）

　のどかがきょとんとしていると、速水が状況を理解したのかにっこり微笑んだ。

「結婚生活が楽しみです。のどかさんを幸せにしないといけないですね」

「は、はいっ。幸せにしてくださいっ」

　またもや部屋がシーンと静まり返る。

　父親は頭を抱え、母親は項垂れている。

　速水がクスッと笑うので、のどかはじっと見つめた。

「俺の責任は重大ですね。ところで、そのネックレス、似合ってます」

「お礼を言うのを忘れていました。ありがとうございます。あの時は本当に感激して！」

「クリスマスを一人で過ごさせてしまうのは申し訳なかったのですが、仕事が忙しくて」

「家族と過ごしていたので平気ですから。こんなプレゼントまで頂けて幸せです」

「そうですか……。そう言ってもらえると、ほっとします」

「仕事が忙しいのはいいことだと聞いておりますから、ご安心ください」

　のどかがまたきっぱり言うと、母親が隣で頭を抱えている。

「速水さんはしっかり働いて、会社を大きくしていくこと。そのための結婚でもあります。私のことなど気にしないでもいいんです」

「そ、そうですか？」

「はいっ。両家の繁栄のためです」

「あの、のどかさんのお気持ちは……？」

　速水に言われて、のどかは何のことかわからなかった。

「お気持ちというのは？」

「俺が忙しくなると、家庭を蔑ろにすることもあるかもしれないですよ？」

「それは困ります」

　のどかは真剣な表情で答えた。

　速水はのどかのことを段々理解してきたらしく、これ以上この話題を続けても無意味だといったん口を噤んだ。

「……のどかさん。それでは、結婚式はどこで挙げたいなど希望は？」

「特にありません。速水さんの招待客の規模に合わせた式場がいいかと」

「わ、わかりました。せめて和装かウェディングかは聞かせてください」

「ドレスが着たいです」

「そうですか。じゃあ、いくつかホテルをピックアップしますので、のどかさんが決めてください。その後のことはこちらに任せて頂ければ」

「ありがとうございます」

　のどかの満足げな様子に、父親はため息を吐いた。

「のどか、結婚式は人生に一度きりだぞ？」

「いえ、大事なのは二人が結婚したことを、速水さんの関係者に知らせることですから」

「まあいい。やり直しも出来るが、あの時こうすればと思っても、時間は戻らないからな」

「はい」

　のどかがしっかり頷くと、速水は父親と真剣に仕事の話をし始める。

　のどかは自分の役目はこの程度なのだと、運ばれてきていた料理を食べ始めた。

（お互いに納得のいく結婚が出来ればいいだけです）

　のどかは速水との対面は完璧だと自分に言い聞かせて、その日の会食を終えた。

　そして、半年が過ぎた頃、のどかは都内の有名高級ホテルで結婚式を挙げることとなった。

　速水がほとんどの準備をして、のどかはドレスの試着をしただけだった。

　それでは駄目だと母親に怒られ、結婚式の準備をしようと連絡を入れたが、速水からは断られてしまった。

　挙式も終え、のどかはＡラインの薄ピンク色のドレスを着て立食パーティを歩いて回った。

　ホールに集まった速水の仕事関係者は多いが、それ以上にのどかの父親の関係者の方が多い。

（あの人もあの人もお父さんの知り合い。この人は速水さんの知り合い？）

　挨拶しながら、のどかは冷静に参列者の顔ぶれを見て回っていた。

　自分の父親の方が社会的地位があるのだと実感しつつ、自分が結婚することで、速水も同等の地位を得られるかもしれないと思うと、速水にはもっと仕事を頑張って欲しいと思ってしまう。

　速水は色々な人から声をかけられて頭を下げ、のどかも頭を下げつつ笑みを絶やさないでいた。

　ヒールで足先が痛くなってきても、疲れが出てきても、この瞬間も速水の仕事仲間からどんな目で見られているか分からないと思うと気が抜けず、背をピンと伸ばして笑顔を崩さない。

「のどか。少し休もうか？」

「いえ、平気です」

「足は痛くない？」

「平気です」

「何か飲み物はいる？」

「大丈夫です」

　のどかが全て断るので、速水が心配そうな顔をする。

「やせ我慢……してる、とか？」

「いえ、違います。この瞬間も、速水さんのことを色々な人が見ているんです。気は抜けません。私のことは構いませんので」

「じゃあ、のどか。席に戻ってて。そこに座ってるだけでも、のどかは様になるから」

　速水に言われてのどかは一瞬ムッとした。

「邪魔ですか？」

「違うよ。席に座ってたって、挨拶に来る人はいるから。そっちを頼みたいんだ」

「わかりました」

　のどかは頷くと速水と別れて自分たちの座っていた席に戻り、椅子に腰掛けた。

　その途端、ほっと息をつけたような気がする。

（椅子に座ったら、気が抜けて……）

　ぐったりしそうだと思いつつ、背を伸ばして飲みかけのシャンパンに手を伸ばした。

　気がつけば、喉はカラカラだ。

（お酒じゃ喉が潤うわけじゃないし）

　すぐ横に置いてある水を慌てて手に取ると、そっと飲み始める。

　のどかは緊張が解けそうになって、また背を伸ばした。

（しっかり良い妻を演じないと）

　のどかが笑みを絶やさないでいると、速水が言っていた通り、のどかに挨拶に来る列席者も現れて慌てて対応をしなくてはいけなくなった。

　のどかは速水の妻として、ボロを出さないようにと必死に対応し、その日、人生に一度きりの結婚式を終えたのだった。
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「なっ……なっ……」

　速水の用意したマンションで新婚生活がスタートし、のどかは掃除と料理教室、そして家事に追われていた。家事代行を頼んではいるものの、のどかも出来る範囲のことはやろうと奮闘している。だが、慣れない住まいなこともあって、毎日がてんやわんやだ。

　速水の仕事も忙しく、ハネムーンは落ち着いたら行こうと言われて、のどかはそれに従ったため、挙式後にすぐにこのマンションに引っ越してきたのだ。

　とはいえ、そもそものどかの出来ることには限りがあるため、かえって時間はたっぷり余り、ぼんやりしてスマホを弄ることも多かった。

　そんな時に、友人からの衝撃的なメールにのどかは声が出ない程だった。

（初エッチ……）

　その言葉にのどかはくらりとしそうだった。

　友人も色々とショックがあって、ありのままを書いたようで、かなりこと細かに書かれている。のどかは途中で読むのをやめようかと思ったほどだ。

（すごく痛かった。けれど痛いと言うと、今度はジェルを塗られて、そのまま続けられて。苦痛でしかなくて……）

　のどかの友人は、子孫繁栄のためにと体を許したのだろう。

　しかし、その行為には猛烈な痛みを伴うということが分かった。

　相手も用意周到に、ジェルを使い痛みを軽減する術を知っていたようだが、友人は深く傷ついて、もう二度としたくないとまで書いてある。

（なんて返事をしたらいいの。私はまだ速水さんとしたことないし。キスもしてないし）

　速水は仕事で忙しいため、朝は朝食も食べずに出て行き、夜は外で済ませて帰ってくる。

　もっと手際よく用意できれば家で食事をする時間を作れるのでは。せめてご飯だけでも一緒に食べられないかと料理教室に通い始めた。

　そのおかげか、時々ではあるけれど二人でご飯を食べる日もでき始めた。

　しかし、そうやって互いの仲を縮めたとしても、セックスが最悪に終われば、意味がない。

　確かこの友人は、夏も冬も婚約者とデートを重ねていて、キスは済ませたと言っていた。

　結婚しても仲が良くなりそうだと噂されていたが、友人の文面から察するに、しばらくはセックスのショックから立ち直れず、口も利けない状況になっているかもしれない。

　最悪、そのまま関係が悪化する可能性だってある。

（子孫繁栄のハードルは思っていた以上に高かったのね……。子供は沢山欲しいと思っていたけど、こんな辛いことを経験しないといけないなんて）　

　のどかは頭を悩ませた。

　友人にどうやって返事をしようか悩んだが、自分が経験していないのにアドバイスも出来ない。

　何かいい案はないかとスマホで検索してみることにする。

　すると、友人がどうして痛みを伴ったかという原因が分かってきた。

（初めてでよく濡れないと痛みを伴う。よく濡れるってどういう意味？）

　さらに検索していくと、こんな言葉が目に飛び込んできた。

『エッチの時に感じやすい体』

　どういうことだと文章を読んでみると、どうやら個人差があるらしい。経験によって、それは補えるとのこと。

　友人の場合は経験不足によって、濡れず、セックスの時に痛みを伴う結果に至ったということが分かってきた。

　しかし、どうしたら濡れやすい体になるのかと検索してみる。

　そして出てきたのが、一人エッチによる感度を上げることだった。

（一人エッチ……？　何をするの？）

　のどかが一人エッチについて検索すると、いきなり裸の女性が両足を大きく広げて、喘ぐ動画が映った。

「あっああっ！　イっちゃう！　イクぅ！」

　女性は一人ではしたなく自らの蜜芽を摘んだりして楽しげだ。

　しかも悶えて快感で震えている。

「なっ！」

　慌てて閉じてのどかは自分が何を検索しているのか、落ち着いて考えてみることにした。

（一人エッチって……自慰のこと……）

　言葉は違えど、そのくらいは知っていた。

　小説などにも出てきていて、女性が一人寂しくなって自分の股や胸を弄り回すのだ。

　そんな恥ずかしいことを調べていたのかと思うと、情けなくなってくる。

　しかし、友人はセックスの経験が不足していたために、痛みが伴い悲惨な結果になったのだ。

　もしかしたら、自分も同じ結果になるかもしれない。

　のどかはそもそも濡れるのか不安になって、寝室に籠った。

　カーテンをしっかり閉め、ベッドに腰掛ける。

　そして、履いているスカートを捲り、あの女性のように下着越しに秘丘を撫でてみた。

「んっ」

　感じたことのない甘い痺れを感じるが、チラリと見えた動画の女性のように身悶えるほどの快感ではない。

　それどころか、背徳感でいっぱいであんなに恥ずかしい格好だって出来そうにない。

（いくら仕事でも、あんなになるもの？）

　のどかは興味が勝り、少し足を広げてみてそろそろと下着越しに秘丘を撫でる。

　しかし、あの女性のような快感はない。

（も、もしかして、私も、セックスをすることになったら痛い思いをするってことじゃ）

　のどかは戸惑いつつ、するすると下着を脱いでみた。

　ここまでやった以上は、自分の体が濡れにくいのか濡れやすいのかも確かめておかないといけない。

　足をほんの少し広げて、秘丘を撫でてみる。

「んっ！」

　恥ずかしさはたっぷりあるが、動画の女性と違って肌が擦れる感じの方が強い。

　のどかは焦り始めて、そのまま秘丘を強引に撫でてみた。

「っ！」

　体には僅かに甘い痺れがあるものの、蜜は出てこない。

　それどころか、恥ずかしくてどうにかなりそうで速水の前で裸になれるかも怪しくなってきた。

（どうしよう。私も痛い思いをしないといけないの？）

　のどかは初めての一人エッチを中断して、そろそろと下着とスカートを履き始める。

　速水の前で裸になることも勇気がいるし、あんなに激しく喘ぐ自信もない。

　それに、気持ちいいという感じも全くなく、肌と肌が擦れる感じは逆に痛みすらある。

（とりあえず、友達には私はまだ経験してないから分からないと伝えて、さっき読んだサイトを教えてみよう）

　のどかは友人に申し訳ないと思いつつ、自分も速水との初体験を前に怖くなってきてしまった。

　秘丘を初めて触ったのでそそくさと手を洗い、何事もなかったようにリビングのソファでスマホを弄る。

　そして、先ほどの続きを調べ始めた。

（一人エッチはどうしたらいいの？）

　スマホを操作していくと、先ほどののどかのように自ら触れてみるということが圧倒的に多く、中にはおもちゃを使用することも書かれていた。

　とはいえ、先ほどの方法でのどかは全く快感を得ることなく終わったのだ。

（これは家庭の一大事かもしれない。速水さんに相談した方がいいのかも）

　のどかはそう思い、速水のスマホに連絡を入れた。

『今日は帰ってきたらご相談があります。少し早く帰れそうですか？』

　速水からすぐ連絡が来る。

『どうかした？　今から電話しようか？』

『家できちんと話したいです』

『分かった。じゃあ、今日は仕事を切り上げるから』

『ありがとうございます。とても深刻な悩みですので』

　のどかは伝えると、不安で胸が苦しくなる。

（私の体が子作りに不適格だとなったらどうしよう。でも、一緒に頑張れば）

　のどかは自分の思惑を胸に、スマホを置いて料理教室に行く準備を始めた。

　料理教室で色々な家庭料理を習い帰宅すると、のどかの気分は少し晴れたものの、心の奥底にもやもやとしたものが残ったままだった。

　部屋は薄暗く、電気をつけてソファに横たわる。

　エプロンを付けて夕飯の支度を始めるが、自分がセックス出来ない体なのかもというどんよりとした気持ちが頭から離れない。

（深刻な問題だわ。速水さんはどう考えるかしら）

　ドアが開いたのに気づいて、のどかはパッと顔を明るくさせる。

　速水がリビングに顔を覗かせると、すぐに縋りついた。

「速水さん！　私、子作り出来ない体かもしれないんですっ」

「は、はい？」

「今日、色々と調べていたところ、私はセックスをするときに気持ちいいという感覚がないんです」

「な、なんでそれが分かったのかな？」

「自分で触れてみたんです」

　のどかが大真面目な顔で言うので、速水の方が顔を染めた。

「自分で触れてみて、気持ちよくならなくて。動画の女性のように喘ぐこともありませんでした。これは一大事だと思うんです」

「……どうしてそう思ったのか教えてくれるかな？」

「お恥ずかしい話ですが。やはりセックスとは子作りであり、快楽の共有でもあると思っているからです。それなのに、私が全く無反応では速水さんが……。だから、手伝って欲しいんです」

　のどかは懇願するように速水に言った。

「な、何をだろう？」

「一人エッチをですっ」

　のどかがきっぱり言うと速水はたじろいだ表情を見せる。

「えっと……その意味はどういうことか分かるかな？」

「分かっています。自慰をすることを教えて欲しいんです」

「うん、そうなんだけど。のどかは平気なの？　恥ずかしくない？」

「速水さんとの子孫繁栄を約束しております。私はそのために積極的に行動したいだけです」

「う、うん。だったら、今日から頑張ろうか」

　速水の言葉にのどかが今度はたじろいだ。

　あの女性の卑猥な姿が脳裏をよぎったのだ。

「明日からでも」

「こういうのは、早い方がいいだろうから」

「そう、ですが。まだご飯が」

「後で食べよう」

　速水は鍋が火にかかっていることを見つけるとすぐに消してしまい、のどかを寝室に連れて行く。

　一応ダブルベッドに二人で眠っているものの、まだ速水から触れられたことはない。

「じゃあ、のどか。ベッドに腰掛けて」

「はい……」

　のどかは胸を高鳴らせながら初めて速水と距離を縮めていることに気がついた。

（いつも仕事のことばかりだから、こんなことするのは初めて……）

「足を自分で思い切り広げてみて」

「こう、ですか？」

　のどかが僅かに足を広げると、速水がクスクス笑った。

「違う。こんな感じで」

　そう言って、のどかの足を思い切り開脚してくる。

「きゃっ！」

「辛いかもしれないけど、この方が気持ちが昂るから」

「は、はい……。確かに、昂っています……」

　胸をドキドキさせながら、のどかは自分のあられもない格好に欲情してしまう。

　スカートを履いているので、下着は速水に丸見えだ。

「これじゃ……下着が見えてしまいます……」

「それでいいんだ。俺のことはいないと思って」

「……はい」

（でも……目の前で私のことを見つめているような……）

　のどかは息を乱しながら、初めて自分が興奮していることに気がついた。

　それはあのエッチな動画の女性と同じような興奮かもしれない。

「のどか、俺に見せつけるように下着越しに撫でてみて」

「……はい」

　のどかは恥ずかしいと思いつつ、速水の命令に従った。

　自分一人でした時と違って、体も火照るし腹の奥がジンジンしている。

　まるで違う感覚に襲われながらも、速水に気が付かれたくなくて平静を装った。

「ゆっくりと撫でてごらん」

「んっ！」

「声もちゃんと出して」

「は、はい……」　

　のどかは言われるまま、蜜が溢れ出し染みを作る下着を撫で始める。

（濡れ……てる……？）

「自分が恥ずかしいと思うところを触れてみて」

「い、今も恥ずかしいですっ」

「触れたらもっと恥ずかしいと思うようなところ」

　どこだと思いつつ、ジンジンと秘丘の中が疼いている。

（私……なんてことっ）

「もしかして、もっと直接触ってみたいんじゃないかな？」

「そ、そのっ……。それは当たり前の反応でしょうか？」

「当たり前だよ。下着脱いで」

　速水に言われて、のどかはモジモジしながら下着を脱ぎ始める。

　秘丘があらわになりヒヤリとした空気に晒される。しかし同時に熱い蜜が溢れるのも感じていた。

「自分が本当に触れてみたかったところに触れて。もっと体のナカの方だろう？」

　速水に言われて、のどかは頬を染めた。

（そんなところに指を入れる……なんて……）

　のどかは初めてのことに緊張しつつ、速水の命令に従わないといけないと思った。

　この先に待つ、子作りということを思えば、この経験は単なる一つの通過点に過ぎない。

　それに、みんなやっていることかもしれないのだ。

　のどかはするすると指で秘丘を撫で、そしてつぷっと人差し指を挿入する。

「ふあっ！」

「掻き混ぜて」

　言われるまま、のどかは人差し指をメチャクチャに動かした。

「ひうっ！　ひあっ！」

　あられもない声をあげてしまい、のどかは慌てて足を閉じる。

　しかし、すっと速水の手が伸びてきて足を広げさせられた。

「ダメだよ。ちゃんと俺に見せないと」

「は、はい……」

（恥ずかしい……速水さんは、こんなはしたない私を受け入れてくれてるの？）

　不安になりつつも、のどかは言われた通り、蜜壺をぐちゃぐちゃに混ぜていく。

「あっあああっ！」

　グチュグチュと卑猥な水音がし始めて、速水は薄く微笑んだ。

「上手だ、のどか。じゃあ、反対の手で自分の胸を揉んで」

「出来な……」

「やってごらん？」

　にっこり速水から微笑まれて、のどかは懸命に自分の胸を服の上から揉んだ。

「あっ！」

　ブラが先端と擦れただけでも反応してしまう。

「そのまま揉んで」

　速水に言われるまま、のどかは胸を揉みながら、蜜壺を掻き混ぜる。

「ふあっああっ！」

「上手に出来てるよ。でも、まだまだ気持ちよくなれそうだね？」

「これ……以上？」

　のどかは恥ずかしさと懸命に戦いながら、速水を上目で見つめた。

　こんな恥ずかしい状況の中で、自分は初めての快感の沼の中にいるのだ。

（頭の中が変になっていくみたい。速水さんの指示が的確だから？）

　のどかがぼんやり考えていると、速水に言われる。

「気が逸れるとイケないよ？　のどか」

「はい……っ」

「一人エッチはたっぷり練習すれば上手くなるからね？」

「私、上手くなって速水さんと一緒になりたいです……」

「……のどか……」

　一瞬、速水の目が欲情した男の目になったような気がした。

　しかし、彼はのどかに笑みを見せると、言った。

「体をたっぷり慣らした方がいいんだ。のどかは経験がないから、大事にしよう」

　速水に言われて、のどかは自慰をしていた手が止まってしまう。

　そんな風に思われているとは知らなかった。

　痛い思いをして処女を喪失した友人を思うと大事にされているんだと思えてくる。

「のどか、手が止まってる」

「はいっ」

　のどかが胸を揉み始めると、蜜が自然と溢れ出す。

「んっんっ」

　そろそろと秘丘を撫でながら、蜜壺に指を突き入れて掻き混ぜてみる。

「ふああっ！」

「気持ちよさそうだね、のどか」

　速水の声にのどかはうっとりした顔で頷いた。

「もっと、気持ちよくなれるなら……頑張ります」

　のどかが速水に言うと彼はクスクスと微笑む。

「でも、今日はこのくらいでいいかな」

「えっ」

　拍子抜けだと思った。イクというのもまだよく分からないのでどうしたらいいのかと思ってしまう。

「服を着ようか。のどか」

「……はい」

　のどかがそろそろと服を着替え始めると、速水がポンと頭を撫でてくる。

「じゃあ、これからは毎日練習が必要だな」

「練習？」

　のどかはポカンとしながら速水を見つめる。

「一人エッチを毎日して、本番に向けて体を慣らしておくこと。時間もあるから出来るね？」

「さっきみたいなことをすればいいですか？」

「そう。自分で調べてもいい」

「速水さんも手伝ってくれますか？」

「手伝うよ。だって二人の時間のためだからね」

　のどかは言われて、初めて速水との絆が深まったような気がした。

「俺ものどかのために早く帰って練習を手伝うから。色々と情報を集めてみるのもいいんじゃないか」

「情報……ですか？」

「自分で検索した方が楽しくなっていいと思う」

　速水が言うので、のどかは信じて頷いた。

「わかりました！　色々と試してみたいと思いますっ」

「じゃあ、ご飯にしようか。今日は何を作ってくれたのかな？」

　速水に言われて、のどかはにっこり微笑んだ。

「茶碗蒸しと、魚の煮付け。それから肉じゃがになります」

「沢山作ったね。じゃあ、二人で食べようか」

「嬉しいです。速水さんとご飯が食べれるの久しぶりですから」

　のどかが言うと、速水は照れたように顔を逸らす。

「そうだな。のどかとの食事、もっと大切にしないといけないな」

「両家のための結婚ですが、家庭も大事ですよ？」

　のどかが言うと、速水はぼそりと言った。

「その……家庭というものが気恥ずかしくてね。のどかみたいに素直な妻だと」

「そうですか？　私の至らない点は直します。言ってください」

　のどかがズイズイ顔を寄せると、速水は頬を真っ赤に染める。

「のどかに悪いところなんてないよ。そういう素直なところも可愛いと思う」

「可愛い……」

　唐突に言われて、のどかは頬を染めた。

　今まで異性から可愛いと言われたことはない。

　父親と祖父くらいなものだ。

（私、可愛いんでしょうか。どんなところが……。なんで急に……。夫婦に個人的感情は必要でしょうか）

　混乱していると、速水が言ってくる。

「のどかは素直だし、子供みたいに無垢なところが素敵だなと思ってる。俺の周りの女性にはいなくて……」

　速水も顔を真っ赤に染めてかなり照れている。

「速水さんは女性とお付き合いしたことがありますよね？」

「まあ、人並みには。ただ。ここまで純粋だとね」

「男として嬉しいのでしょうか？」

「まあ、そうだね」

　なぜだ？　とのどかは首を傾げる。自分は男性経験がないのでよく分からない。

　そうした戸惑いと嬉しさがごっちゃになって、うまく整理出来ない。出来ないので、のどかはそれ以上考えないことにした。

「速水さん、じゃあ、私お夕飯の準備してくるのでお風呂に入っててください」

　のどかはそう言うと、先ほどまで作り途中だった煮付けを作りにキッチンに戻った。

　速水もいそいそと浴室に向かうので、のどかは手を洗ってから改めて食事を作り始める。

　魚の煮付けを作りながら、のどかはまたぼんやり考えた。

（明日から一人エッチの練習頑張らないと）

　のどかはようやく速水との接点が出来たと思い嬉しくなって、思わず鼻歌を歌っていた。

　速水が風呂から上がると、二人は久しぶりに食卓を囲み、今日あったことなどを話し始めた。

　速水は仕事が順調なこと、しかし悩みの種は中々減らないことなどを教えてくれる。

　一方、のどかは料理教室が今の生きがいになっているのが不安であることを伝えた。

「私、このまま社会との接点がなくなるのが嫌です」

「でも、のどかはアルバイトとかしたことあるのか？」

「ありません……。親は働く必要はないと」

「そうだろうな。一人娘だし、お金に不自由してる訳でもないから」

「今までは、学校があったので友達とお話ししたり勉強したりして、外と繋がっていました。でも、結婚したら、一部の友人としか接点がなくて」

　のどかは肩を落とす。

　それまで、働いてみたいなんてことは一度も思ったことがなかった。

　父親に言われた相手ときちんと結婚すること、そのことの方が重要だったからだ。

　しかし、結婚が済むと自分の生活になんの張り合いもないことに気がついてしまう。

「そのことはもう少し考えてから結論を出そう。のどかに何かあったら大変だから」

「そう……ですが」

　速水も父親と似たようなことを言って、働かせてくれないようだった。

　のどかはなんでもいいから働いてみたいと思っている。

　一人エッチの練習だけしているというのも、周囲には言えないようなことだ。

（いつか機会を見て探してみよう）

　のどかはそんなことを考えつつ、自分で作った茶碗蒸しを口に運んだ。








第二章　　一人エッチと速水の秘書






　それから一ヶ月が過ぎた頃。

「んっ……んっ……はぁ……ぁ」

　寝室のカーテンを引いて、のどかはベッドのヘッドボードにもたれるように座り足を広げていた。

　速水に言われた通り、一人エッチの特訓中なのだ。

　しかし練習をしているものの、いまだにイケたことはなく、股を弄るだけという感じだ。

（速水さんと二人でした時と違って、ただ弄っているだけみたい……）

　そう思いつつも、以前何も分からず秘丘を弄った時とは違って自分の弱い部分を知り始めている。

　下着にはうっすら蜜が染み出して、のどかは下着をそろそろと脱いだ。

　恥ずかしいが、速水と本番を迎えるためだと言い聞かせて、指で蜜芽をこね始める。

「ふあっ……あっ！」

　突如訪れる激しい快感に、体を震わせた。

（こ、この感じ……。ここが私の感じる部分。ここにもっと触れてみれば）

　蜜芽がぷっくりと膨らみ、もっと弄って欲しいとばかりに主張してくる。

　のどかはぷにぷにと捏ね回して、蜜が溢れ出すのを感じ始める。

「あっあっ！」

（こ、これなら、最後までイケるかもしれない）

　のどかはそう思いながら、蜜芽をグニグニと捏ねた。

　しかし、次第に蜜が枯れ始めて肌が擦れる痛みに変わってくる。

「あ、あれ……っ」

　おかしいと思って、秘丘を指先で適当に撫でてみるが反応がなくなってくる。

（さっきまで濡れてたのに……。何がいけないの？）

　のどかは自分で自分の体が分からなくなって、すっかり枯れた体に愕然とした。

　のそのそと下着を履いて、何がいけないのか反省してみる。

「同じところを触っていたから？　それとも、触れているところが悪い？」

　寝室にのどかの独り言が響くと、恥ずかしくなってきてしまう。

　しかし、体にはジンジンともどかしい思いが残っていて、自分が最後までイケなかったことが悲しくなってくる。

　のどかは、そろそろと指先をブラウス越しに胸の先端に触れて、突いたりしてみた。

「んっ」

　ほんの少しだが、また甘い痺れが湧き起こる。

　また興奮が戻ってきて、のどかは一人で胸を揉みしだいた。

「はぁ……はぁ……」

（直接、触れてみたら……）

　のどかは今度こそイケるかもと思いながらモゾモゾとブラウスを脱いでいく。

　着ていたブラを脱ぐと、自分の胸を丁寧に揉み始める。

「んっんっ」

　自分のたわわな胸をうっとりと見つめながら、のどかは次第に先端が尖っていく様子を眺めた。

（私、これなら感じることが出来てる……）

　先端を突いたり摘んだりして、自分で自分を慰めていく。

　ふわふわの胸を少し力任せに揉んで、速水に弄ってもらっているような感覚を自ら作り出していく。

「あっあっ！」

　頭の中に速水の笑顔を思い浮かべることができると途端に、蜜がまた溢れ出した。

（速水さんのこと考えると、体が反応する……？）

　自分の体のことが少し分かってきたような気がしたが、明確な答えは分からない。

　フニフニと胸を揉みながら、もう一度あの時のような激しい快感が欲しいと、のどかは再びスカートを捲り上げて、下着の中に指を入れる。

　そして、今度は恥ずかしいと思いながらも蜜壺の中に指を突き入れた。

「ふあっ！」

　思ったよりも敏感に感じてしまい、声が大きく上がる。

　そのまま思い切り掻き混ぜていると、グチュっと蜜が泡立つ音がした。

「はぁ……はぁ……あっああっ……」

　頭の中で速水を思い浮かべつつ、蜜壺をめちゃくちゃに掻き混ぜると頭の中がさっきと違って蕩けてくる。

「速水……さ……」

　思わず声を上げてしまうと、のどかはハッと我に返って慌てて指を引き抜いた。

「わ、私っ。速水さんで妄想してっ」

　自分がどんな時に恍惚とした気分を味わえるのか、うっすらと分かってきて混乱してしまう。

（速水さんが相手でなくても、私は妻として……）

　そう思いつつ、途中で止めたものだから腹の奥がジンジンとさらに熱くなっている。

（どうしよう、あの続きをしたらいいの？　でも、速水さんのことを考えてするなんて、恥ずかしくてたまらない）

　一人エッチに妄想が必要だということが分かってきて、のどかはモジモジしてしまう。

　毎日一人エッチを欠かさず練習して、速水との本番に向けて特訓していた。

　しかし、結局分かったことは、速水のことを想ってセックスしないと快感は得られないこと、そして蜜も溢れ出さないということ。

　そして、速水を想うときちんとのどかは快感を得ることが出来ることも分かってしまったのだ。

（つまり、私は速水さんを心のどこかで欲していて、セックスしたいと思っている……？）

　そんな馬鹿なと思いつつ、心のどこかでは速水のことを他の男性とは違うと思い始めている。

　付き合ったことはないが、初めてを捧げてもいい人なんだと思い始めていた。

（体がアツい……。ここまで出来るようになれば、速水さんもセックスしてくれるんじゃ……）

　のどかはぼんやり考えながら、速水のことを思い浮かべた。

　すると勝手に蜜がじわじわと溢れだす。

「……っ！」

　体の抑制が利かないとばかりに、下着がぐっしょりと濡れてしまい、のどかは恥ずかしくなって浴室に向かいシャワーを浴びる。

　湯を浴びながら、自分の体が何も知らなかった頃とは違ってきていることを実感する。

（最近、速水さんからもいろいろ教わったから、敏感に反応してるんだろうけど。こんなになるなんて）

　のどかは、帰宅が早くなった速水から、毎晩、一人エッチの指導を受けていた。

　彼はのどかの肌には触れず、体の弱い部分がどこかを口頭で教えてくれる。

　昨日はソファでして、その前はキッチン、その前はダイニングテーブルと、一人エッチの場所も選ばずなので、速水が帰宅すると自然とドキドキさせられる。

（だから、こんな体に……）

　のどかはシャワーを浴び終えると、タオルで拭いて体に巻き付け、着ていた服を全部着替えた。

　この後は料理教室なのだ。

　こんな卑猥なことをした後の残り香に気づかれたら大変だ。

　時計を見ると時間も差し迫っていて、のどかは慌てて準備をして教室に向かった。

　料理教室から帰ると、のどかは夕食として教えてもらったシチューのパイ包みと、サラダとスープを作ることにした。

　シチューはしっかり煮込んで出汁を取り、そして牛肉と野菜を入れて煮込む。

　その間にサラダとスープを作って、出来上がりだ。

　すると、速水が帰ってきた。

「ただいま」

「お、おかえりなさいっ」

　のどかが出迎えると、速水が嬉しそうに笑みを見せてくる。

「いい匂いがする。今日はシチュー？」

「はい、速水さんは好きですか？」

「うん。のどかが作ったものならなんでも好きだよ」

「ありがとうございます」

　のどかは言われてドキっと胸を鳴らしつつ、ダイニングに戻ろうとした。

　すると速水に手を引かれる。

「今日もちゃんと出来た？」

「……はい」

「見せて？」

「今日は、どこでですか？」

「風呂場にしようか。そろそろ擬似セックスに慣れておかないといけないかもね」

「……裸になるんですか？」

「ならないよ。のどかは俺の前で裸になるの、まだ恥ずかしいだろ？」

　言われて、のどかは不思議な気持ちが湧いていた。

　下着を丸見えにした状態だったり、時には邪魔だから脱がされてしまったり。

　恥ずかしい部分をすでに見られているのだ。

　もう裸でも恥ずかしくはないような気がしている。

（でも、速水さんの裸は見たことないし、お互いに裸になったら恥ずかしくて何も出来なくなるかも）

　のどかはそう思って、静かに言った。

「まだ、恥ずかしいです」

「じゃあ、今日は下着を付けたまま入ろうか。俺も下着姿になるから」

「は、はい」

　初めて速水が服を脱ぐと言うので、のどかは少し戸惑う。

　しかし、彼が一線を越えることはないだろうことは分かっている。

「じゃあ、夕飯前に見せて」

「わかりました」

　のどかは浴室に向かうと、洗面台を前に脱ぎ始める。

　すると、速水もすぐ横で脱ぎ始めた。

　恥ずかし過ぎてどうにかなりそうだと思うのどかに対し、速水は下着一枚になって麗しい筋肉質な胸板を見せてくる。

　のどかは初めて男性の裸を見て、一瞬目を奪われたものの自分も下着姿になって浴室に入った。

「じゃあ、のどか。今日はかなり本番に近いことまでしてみよう」

「は、はいっ」

「緊張しなくていいから。まず、のどかは椅子に座って、一人でしてるところ見せて？」

　のどかはそろそろと椅子に腰掛けて下着越しに秘丘を撫で始める。

「んっ」

　速水の視線を感じると、これだけでも昼の何倍も敏感になっていると思えるのだ。

　速水はバスタブの縁に座って、のどかの自慰をのんびり見ている。

　のどかは昼の成果を見せたいと、速水のことを妄想しながら、下着の中に指を入れ、蜜壺に指を突き入れた。

「あっ！」

　頭の中には速水がいて、そして隣ではリアルに速水が自分をじっと見ている。

　すると途端に蜜が溢れ出して、グチュグチュと音が立ち始める。

「あっあっ！」

「上手になったね、のどか。じゃあ、今日はその先もしてみよう」

「な、何をするんでしょうか？」

　のどかが戸惑っていると、速水がのどかのことを強引に立たせ、そして壁に手を突かせる。

　いきなりのことで戸惑っていると、いきなり速水が胸を揉んできた。

「きゃっ」

「妄想の時間は終わりだよ。とはいえ、まだ本番は出来そうにないけど」

　のどかは昼間に自慰をした時に、存分に速水に胸を揉まれる妄想をしていた。

　それだけに、本物の速水が後ろから揉んできて、思った以上の力強さと快感にくらくらしてくる。

「あっ……あっ……速水……さ……」

「嫌かな？」

「違うんです。このまま、お願いします」

　のどかは、この瞬間をどこかで待ち侘びていた。

　一人エッチだけを視姦され、しかもずっとイクという状態を味わえないでいたのだ。

　今日こそはイクということを教えて欲しい。

（速水さん……）

　脳内の速水より、リアルな速水の感覚によってのどかは甘い声を上げてしまう。

「ブラ、取ってもいいかな」

「……はい」

　恥ずかしいと思いつつ、ホックを取られてたわわな胸が露わになる。

　すると、速水の指先はすぐに先端を捏ね回し始める。

「あっあああっ！」

　のどかは自分でするよりも何倍もすごい快感に腰をくねらせて悦び、声を上げた。

「かなり敏感に反応できるようになったね。のどか」

「はぁ……はぁ……。うまく、出来て……いますか？」

「上手だ。先端がピンク色に染まって可愛く欲しがってるところもいい」

　言うなり、首筋にキスを落としてくる。

「ふあっ」

「痕をつけるから、ちょっと痛むよ？」

　言われて、のどかはグッと奥歯を噛んだ。

　しかし、思っていた痛みとは違い、甘い痺れのようなものだった。

「は、速水……さ……。こ、れは？」

「俺のものだっていうマーク。キスマーク」

「わ、私は、速水さんのものですっ」

「そうだね。でも、今日はちょっと付けたい気分だ」

　甘い吐息混じりの声で囁かれて、のどかは頭がクラクラだ。

（どうしよう。今までの一人エッチの時とは全然違う。もう、このまま最後まで……）

　のどかが蜜をたっぷり溢れさせると、下着が染みで汚れてくる。

（あっ……どう、しよう）

　のどかは困惑するが、胸を揉まれるだけでも翻弄されてしまい、何も言葉が出てこない。

　先端をコリコリと捏ねられたり、胸を揉みしだかれたりして、今にも頭の中が蕩けて何も考えられなくなりそうだ。

「はあっ……あっああっ！」

「イキそうかな？」

「わ、私っ……速水さんが望むならっ」

　のどかがそう言うと、速水がすっと胸にある手を引いて、下着の中に手を滑り込ませる。

「ふあっ」

「こっちもぐっしょり。脱いでみる？」

「……そ、それは」

「嫌ならこのままするだけだから」

　のどかがモジモジしていると、秘丘をさわさわと指先が撫でてくる。

「んんんっ！」

「こんなに汚してるから、脱ごうか？」

「は、はい」

　促されるままに下着も脱ぎ、のどかは全裸に、速水は下着一枚の姿になった。

　このまま速水も下着を脱いだらセックスの始まりだ。

　しかし、のどかは先ほどから速水の股間が気になっている。

（す、すごく膨張しているような気が……）

　朦朧とした意識の中で鏡越しに思わず見てしまう、速水の股間。

　信じられないものを見ているような気がして、のどかは戸惑っていた。

　少なくとも、速水は下着を着けていて欲しい。

（私、男性の性器を見たことがない。ちょっと、こ、怖いかもしれない）

　しかし、速水はそんなのどかの気持ちを察しているのか、下着を脱ぐことなくのどかを翻弄してくる。

　蜜がたっぷりと溢れて、そろそろと秘丘を撫でられる。

「あっあっ！」

「蜜が止まらない。かなり頑張った証拠だ。のどかは努力家だからね？」

「……速水さんを想うと……勝手にそうなるんです」

　のどかが言うと速水がクスッと笑う。

「それは嬉しいな。じゃあ、もっと俺を想って声を出して？」

「速水さん……」

　のどかは甘えた声を出すと、蜜芽を摘まれたり捏ねられたりして今にも果てそうになる。

「あっあああっ！」

　グチュグチュと水音が浴室に響き始める。

　自分で弄るよりも、速水の方が弱い部分を刺激してくる感じだ。

「あっあっああっ！」

「イキそうでたまらないかな？」

「わ、私……私っ」

（イキたい……っ）

　のどかがそう思っていると、すっと手が離れてジンジンした感じだけが腹の奥で残る。

　また寸止めされたと思ったところで、速水が耳元で言った。

「今はまだ練習中だから。本番まで取っておこうか」

「……はい」

「良い子だね。のどか」

　のどかはモジモジ足を動かしながら、自分の甘えた顔が鏡に映っていることに気が付く。

（こんな顔をして……。それでも、速水さんはセックスしない）

　一瞬不安すらよぎるが、のどかはまだ男根に対して恐怖心もあり、このまま寸止めされている状況でもいいと思える。

　ただ、速水の気遣いと自分の不安のために繋がれないのかと思うと、もどかしい思いは膨らむばかりだ。

「じゃあ、ナカはどうかな」

「あ、あのっ」

「恥ずかしい？」

「い、いえ」

（そ、そんなことされたら。私、本当にセックスしたくなっちゃう）

　腹の奥がジンジンと切なく疼き、速水の熱を感じるとたまらなく欲しくなる。

　こんなことは今までに感じたことがない。

　のどかが困惑していると、速水が中指を突き入れてきた。

「あっ！」

「ナカはまだまだ狭いね。俺の指でもきつい」

「速水……さっ」

「痛い？」

「痛くありません……それより、体がジンジンします」

　のどかが訴えると、速水が嬉しそうに口角を上げる。

「じゃあ、たっぷりほぐそう」

　言うなり、ゆっくりと抜き差しが始まる。

「あっああああっ！」

　のどかは初めての快感に、体を仰け反らせた。

「あっあああっ！」

「すぐに締まる。のどか。力抜けそうかな？」

「頑張り……ます」

　のどかは懸命に力を抜こうとするが、全く体はいうことを聞かない。

　ガッチリと速水の指を咥え込んでいて、隘路に食い込ませている。

「じゃあ、このまま動かす」

「だ、だめっ」

　グチュグチュと音を立てて抜き差しされると、のどかは腹の奥がさらにジンジン切なく疼き始めた。

（欲しくてたまらない。私、速水さんとセックスしたい……）

　しかしそんなことは言えるわけもなく、それでも速水の指先は壁を擦り上げてくる。

「あああああっ！」

　のどかは今にも果てそうだと腰を自ら振りそうになった時だ。

　ぬるっと指が引き抜かれて、速水が蜜をペロリと舐めとる。

「今日はこの辺で終わろう」

「はぁはぁ……は、はい」

「今日はセックスに大切なことを教えたから、もういつでも出来るように、また一人エッチの練習、頑張って欲しいな」

「は……はい」

（待って。私、今、イケそうだったのに）

　のどかがしょぼんと肩を落とすが、速水はあっけらかんとしている。

　まるでのどかの反応は計算通りとでも言わんばかりで、のどかは余計にもどかしくなってきてしまう。

　速水はさっと扉に向かうと、振り向いてのどかに言った。

「じゃあ、のどかはシャワーを浴びて。俺は後から入るから。風呂沸かそうか？」

「……いいえ、自分で出来ます。ご飯、少し待っていてください」

　のどかは言うと、虚しい思いを抱いたまま一人浴槽に湯を張り、そしてシャワーを浴びて体を丁寧に洗った。

　先ほどまで速水が好きに弄っていたと思うと、一人で自慰をしたくなる。

（私、今ならイケるんじゃ）

　体を洗い終えて、湯船に浸かり蜜壺を弄ったが、結局一人ではイクことは出来なかった。

　余計に虚しくなって、さっと湯船から出てタオルで体を拭くと、速水が寝巻きを用意してくれている。

（優しくて、私のことも気遣ってくれる素敵な人なのに。どうして最後までしてくれないの？）

　のどかはそんなことがよぎり着替えを済ますと、一人でソファに腰掛けテレビを見ていた速水の隣に座った。

「あの。どうしてその先を教えてくれないんですか？」

「ん？」

　速水は戸惑う様子もなく、にこやかにのどかの頭を撫でてくる。

「今日だったら、自然な流れで出来たと思うのですが」

「でも、のどかはまだ男性に慣れてないだろ？」

「そうですが。もう速水さんには慣れましたし、恥ずかしいことだって」

「セックスって、もっと恥ずかしいことの連続なんだ」

　そう言われて、のどかはゴクリと生唾を飲んだ。

　今だって恥ずかしさと戦いながら快感を覚えているのだ。

　しかし、一人エッチをすることで数をこなして少しは慣れていっている。

　さっきの浴室でも、以前なら考えられないようなことをされても、自分は速水のことを心から欲していた。

　セックスの勉強によって自分の気持ちが、速水にどんどん傾いていっているような気がしている。

「じゃあ、また体を慣らそう。今日だって、のどかのナカ、狭かっただろ？　痛い思いをさせたくないし」

「で、でもっ」

　のどかは友人のことを思い出す。

　彼女はこんな事前練習なくいきなり本番を迎えたのだ。　

　結果は悲惨なものだったが、練習がなくても出来ることは知っている。

　ましてや、互いに欲情している状況なのにまだ体を慣らすなんて言われたら、互いにおあずけ状態なだけじゃないだろうか。

「速水さんはそれでもいいんですか？」

「俺はのどかが痛がる姿を見たくないんだ。お互いにいい気分で初夜を迎えたい」

「そう……ですか……」

（速水さんは、あくまで私のために……。でも、私はもう体が速水さんを求めてる）

　散々一人エッチをして、今日の愛撫だ。

　もはや速水と一つになりたいという感情が分からないわけじゃない。

　以前ならそんなもどかしい想いに疑問を抱いたものだが、もう心より体の方が速水のことを欲しがってしまっているのだ。

（でも、今ここで先をして欲しいと言ったら、それはそれで恥ずかしいことでは……）

　のどかが上目で速水をチラ見すると、速水はのどかの気持ちなど知らずにテレビを見てクスクス笑っていた。

（こんな風に楽しく家庭の団欒の最中に今日の夜はセックスがしたい、なんて言ったら変な人だって思われるかも）

　のどかが考え込んでいると、速水が言った。

「のどか、お腹空いたからご飯食べようか」

「は、はいっ」

　のどかはそう返事をすると、すぐにキッチンに向かってシチューを温め直した。

　しかし心の中は全く晴れず、このまま速水とは体が結ばれないのではないかという不安がのしかかってくる。

　速水と二人でベッドに入っても、のどかは頭を悶々とさせながら寝付けない夜を過ごした。

　翌日、速水を見送り自分は一人エッチの練習だと寝室に引き籠もろうとした時だ。

（このままで本当にいいの？）

　もう一人の自分が自分に問いかけてきたような気がした。

　のどかは寝室に向かったものの、すぐに着替えてショルダーバッグを下げると速水のいる職場に向かうことに決めた。

　彼にもう一度、自分たちの関係を聞いてみたいと思ったのだ。

　このままでは子作りまで行きつかないまま、関係が冷めてしまうような気すらするのだ。

　のどかはすぐに家を出ると、速水のいるオフィスビルまで向かった。

　オフィス街に向けて電車に乗るので緊張してしまう。実は一度も電車には乗ったことがない。いつもは子供の頃から仲の良いお抱え運転手の車で移動していた。

　話には聞いたことのある通勤時間帯の満員電車を前に、気後れしてしまう。しかし、もう止められそうにない。

　のどかは速水にきちんと話をして、二人の関係をもう一度考えて欲しいと言わなければならない。

　電車で気持ちを固めると、駅で降りて、改札口を抜け、そして駅のすぐ近くにあるビルに向かった。

　電話も何もしていないが、速水の妻だと言えば分かってもらえるだろうと、受付の女性に声を掛けようとした時だ。

　近くのエレベーターから速水の声が聞こえてきた。

「速水……さ……」

　浮かれて近寄ろうとしたが、その傍には女性がピタリとついていて、仕事の話をしている。

　女性の姿はキャリアウーマンっぽく、胸元が強調された薄手のニットに、タイトスカート、そしてヒールの高いパンプスを履いて少し気が強そうに見える。

　思わず観葉植物の陰に隠れて二人の様子を窺うと、二人はまるで恋人同士のように親しげに仕事の話やプライベートの話をしている。

（もしかして、私なんか相手にされてない？）

　速水は公私ともに頼りになるような大人な女性が好きなのでは。

　のどかはそんな想いが膨らんで、二人が向かった方向とは別の方向の出入口に向かって外に出た。

　速水とあんな風に親しく話したこともなく、帰宅すれば一人エッチの報告ばかりだ。

　子育てでもしているみたいに、速水はのどかの世話を焼くことに熱心で、セックスをしないこともなんとも思っていなさそうだ。

（あんな素敵な人が近くにいたら、私なんて子供。そもそもセックスするつもりなんてないんじゃ……）

　のどかが歩きながらため息を吐くと、いつの間にか駅に戻っていた。

　さっさと帰ろうと思った時だ。

　駅の壁に清掃員の募集という張り紙が貼り付けられている。

（清掃員？）

　なんだろうと思い読んでみると、速水の経営する会社が清掃員を募集しているのだ。

（ここで働こう！　速水さんの会社なら安心して働けるっ）

　喜びながらスマホですぐにその場で仕事をしたいことを伝えた。

　清掃員の経験はなく、働くこと自体初めてだと伝えるも、翌日にでも来て欲しいと言われて、のどかは働くことが決まってしまう。

　信じられないと思いつつ、速水の傍で働けるのだと思うと嬉しくてたまらない。

　のどかはその日、帰宅して一人エッチの練習もせず、初めて働くことにソワソワしてネイルを塗ったり明日の身なりを整えたりすることに時間を費やした。

　速水が帰宅すると、のどかがネイルを塗っていることにすぐに気がつく。

「ネイル似合ってる」

「ありがとうございますっ」

「どこか出かけるの？」

「い、い、いえ、気分転換……です」

　速水に嘘をついて胸が痛んだ。人生で嘘をついたことなどほとんどないが、ここまで胸がバクバクするものだっただろうか。

「そう。じゃあ、今日も勉強頑張ろうか」

　勉強と言われて、どきりと胸が鳴る。嘘をついたときとは、また違う感覚。

　速水のそれは、一人エッチを見せることではなく、たっぷりと体を弄られることだ。

　モジモジしていると、速水の甘い声が誘う。

「じゃ、今日は玄関で」

「こ、ここで……」

「俺がいきなりしたくなるかもしれないだろ？」

「……そうですね」

（でも、そんな日が本当に来るのか……）

　のどかは悶々としながら、玄関で昨日と同じようにたっぷりと速水から愛撫を受けて果てる寸前で止められて終わる。

　体はたっぷりと熟し、速水が近くにいるだけで欲情してしまいそうなほど、じっくりと翻弄され、のどかは不満ばかりが募っていく。

（明日は仕事だから……）

　のどかはそう心に決めると、その晩ももどかしい想いを抱えたまま速水と食事を済ませて眠りについた。

　翌日。

　言われていたビルの裏口から入ると、入り口にガードマンが立っていた。

　説明して入れてもらうと、そのすぐ近くに清掃員の集まる部屋があると教えられていたので、探すと一人のおばさまが出てくる。

　掃除用具を沢山持って頭には三角巾を巻いて、ブルーの作業着を着ていた。

「あっ！　今日からくる速水さん？」

　その女性は明るい声で気さくに話してくる。

　しかし、ネイルをした手を見るなり言ってきた。

「あんた。爪にマニキュア塗ってると全部取れちゃってもったいないよ？　今日はいいけど、明日は取ってきた方がいいから」

「は、はい。そうします」

「じゃあ、奥でチーフが待ってるから」

「はいっ」

　そう言われてすぐに部屋に入ると、数名のおばさま達が一斉にのどかを見てきた。

「あら可愛い」

「予想通りの子ね」

　各々好き勝手言っていて、のどかは目が回りそうだ。

　すると一人のおばさまが近寄ってきたのでのどかは頭を下げた。

「よろしくお願いします」

「よろしく。佐伯さえきと申します。今日から働けるみたいなんだけど、明日からマニキュアは取ってきてね」

「は、はいっ。すみません」

　のどかは緊張して、声が小さくなるばかりだが、佐伯は腹の底から声が出ていて力強い。

「知らなかったんだしいいんだけど。綺麗にしてても、剥げて取れちゃうから。じゃあ、着替えて早速床掃除いきましょうか」

「分かりました！」

　のどかは人生初のアルバイトに胸が自然と高鳴っていた。

　速水の傍で働けることもあるが、自分でお金を稼ぐことも嬉しさの一つになる。

　それに、自慰に耽るばかりの毎日では頭がセックスのことばかりで、速水の言葉のほんのわずかなことにも一喜一憂してしまう毎日になりそうだ。

（今日から頑張ろう！　速水さんには黙ってないと）

　のどかは着替えながら、速水に内緒が出来たことにどこかワクワクしていた。

　佐伯達に交じり、一階フロアからモップ掛けをしたり、機械で掃除をしたり、棚や調度品を雑巾で磨いたりする。

　のどかは雑巾で調度品を拭くことになったのだが、雑巾を絞ることすら出来ずにぎゅっとお団子を握るように雑巾を絞った。

「雑巾絞ったことないの？」

「は、はい」

「最近の若い子は雑巾も使わなくなったのかね〜。貸して」

「すみません」

　のどかは、恥ずかしい思いをしながらきゅっと布を捻って絞る様子を見つめた。

（あんな風に絞るんだ）

　のどかは学生時代も、学校に清掃員の女性達がいて、家でもお手伝いさんが掃除をしてくれていた。

　身の回りの片付けは出来たが、自分の手で掃除をすることがほとんどなかったのだ。

　じっと見ていると佐伯が、ため息を吐いた。

「そんなじっと見るようなものじゃないよ。さあ、さっさと仕事終わらせて、お茶飲もう」

「は、はいっ」

　のどかは慌てて目の前の花瓶に駆け寄り、キュッキュッと拭いていく。

　ピカピカになったような気がしたが、掃除は素人なのでよく分からない。

　すると先ほどの佐伯が駆け寄ってきた。

「水拭きしたら乾拭き。それが終わったらあっちの棚とあっちの置物を拭いていって」

「わかりました」

「本当に何も分からないんだね〜」

　そう佐伯が言った時だ。

　別のおばさまがすっと近づいてくる。

「今まで掃除どうしてたの？　全部親任せ？」

「いえ、お手伝いさんが」

「お手伝いさん？　ああ、今流行りの家事代行の人？　普通の家庭でも頼むもんね〜」

「は、はい……」

　のどかは肩身がどんどん狭くなっていく。

「でもさ、やっぱり親がやらないと、子供は何も学ばないじゃない？」

「……はい……」

「だって、見知らぬ人が綺麗な状態にしてくれるんだもんね〜」

（今まで気が付かなかったけど、本当にその通り。いつも家も学校も綺麗な状態が当たり前だった）

　のどかは肩を落とす。

　すると佐伯が言った。

「そういうの最近は当たり前なんでしょ？　今から掃除の勉強すればいいじゃない」

「私たちを先生だと思えばいいんじゃない？」

　佐伯達が言うので、のどかは真剣な表情になって頷いた。

「わかりました。何も知りませんが、どうぞよろしくお願いします」

　頭を下げると、佐伯達がコソコソ言う。

「私たち、先生ってほどでもないんだけどね」

「ただのおばさんなんだけどね……。冗談も通じない子だね〜」

　そんな言葉が聞こえてきたが、のどかは関係ないと思った。

　自分が出来ないことはこれからの生活で速水に迷惑をかけるかもしれないのだ。

　今だって、料理こそ自分でしているが、家事代行を頼み部屋を綺麗に保つように心がけて良しとしていた。

　しかし、本当は掃除の仕方を知らなかったせいでもある。

（頑張ろう！）

「じゃあ、速水さん。さっさと一階終わらせて、社長室前行くわよ」

「は、はいっ」

　社長室と聞いて、バクバクとのどかの胸が鳴る。

　普段は会うことのない速水の会社でもし遭遇したらどんな顔をされるだろう。

　のどかと知らずに煙たがるだろうか。

　それとも、こんな格好でも自分を見つけてくれるだろうか。

（速水さんはどっちだろう）

　予想もつかないと思いながら、のどかはさっさと終わらせて社長室前に向かいたいと思い、一階フロアの調度品を雑巾で磨いていった。

　一通り磨くと、佐伯はとっくに掃除を済ませて、非常階段前で待っている。

　慌てて近寄ると、佐伯はため息を吐いた。

「遅いよ。さっさと終わらせる」

「はいっ」

「じゃあ、次は社長室前。社長に会ったら頭を下げること」

「わかりました」

「粗相のないようにね」

「頑張ります」

「返事だけはいいんだけどね。心配だよ」

　佐伯はため息を吐きつつ、みんなで裏手の従業員用エレベーターを使って昇っていく。

　到着すると、裏口から社長室前のフロアに入った。

　思ったよりずっと広く、一階フロアのように色々な調度品が飾られている。

「じゃあ、始めようね」

　掛け声と共に、のどかは雑巾を濡らして絞り、近くの花瓶から拭いていく。

　真剣に作業をしていると、社長室の扉が開いた。

（速水さん……！）

　ドキドキして顔を俯かせていると、速水の隣には前にも見た女性がピッタリとついて歩いている。

（秘書……にしては仲が良さそうに見えるけど）

　のどかがじっと見つめてしまうと、足元にあったバケツの存在を忘れて、水を溢してしまう。

「きゃっ！」

　床が水浸しになると、速水の足元まで伝い、速水が立ち止まった。

「申し訳ありません！　まだ新人で。靴は汚れていませんか？」

　佐伯が頭を下げると、のどかは呆然と速水を見てしまう。

　すると速水が言った。

「のどか？」

　気が付くか分からないと思っていただけに、のどかの胸は早鐘を打った。

「速水さん」

　のどかが頬を緩ませてしまうと、隣にいた女性がじろっと睨んでくる。

　なぜ睨むのかと思いつつ、佐伯も慌てていてのどかは出来たばかりの同僚に説明した。

「速水社長は私の夫です」

　その言葉に、佐伯は呆然とする。

「速水さん、ごめんなさい。私、仕事をしたくて」

「どうして？　生活費が足りないのか？」

「私、速水さんに相応しい妻になりたいと思ったんです。ここの清掃員の方たちは真面目だし、私は掃除をまともに自分でしていなかったので、勉強にもなります」

「でも、のどか。簡単じゃないぞ？」

「わかっています。今も失敗してしまって」

　のどかが言うと、隣にいた女性が言った。

「奥様。速水社長はご多忙でして……」

　秘書らしき女性に言われて、のどかは慌てて頭を下げた。

「すみません！」

「いや、いい。今から少し休憩だ。のどか、社長室に来なさい」

「でも、仕事は……」

「秘書と打ち合わせがあって、外に出る予定だった。その時間を削ればいい」

　速水が言うと、秘書がまたじろっと睨んでくる。

（私、この人の迷惑になってるんじゃ）

　そう思ったものの、速水にぎゅっと手を引かれる。

「すみません。溢した水は後で俺とのどかで片付けます。そのままにしてください」

「いえ！　私たちの仕事ですから！」

　そう言って、すぐに佐伯はモップを取り出して拭き取ってしまう。

「終わりましたので！　お気になさらず！」

「ありがとう。のどかをよろしくお願いします」

「はいぃ！」

　佐伯の威勢のいい声を聞きながら、のどかは社長室に連れて行かれた。

　初めて入るそこは広く、ドアを開けるとデスクが置かれていて、壁には一面資料がある。

　窓辺には応接用のソファとテーブルがあり、逆側には秘書用のデスクがある。

「綺麗なところですね」

「秘書の管理がいいんだ。後は清掃員の方達が掃除してくれてるおかげもある。それよりのどか、あんなことをしなくてもいいんだ」

「でも、私は働きたいんです。社会との繋がりも欲しいと言っていたじゃないですか」

　のどかが懸命に言うと、速水がデスクチェアに腰掛けた。

「のどか、膝においで」

「は、はい……」

　言われるままに膝に腰掛けると、耳元で囁かれた。

「そんなに頑張りたいなら、一人エッチも見せてくれるね？　手抜きをしていたら許せないな」

「……は、はい。それはちゃんと」

「ここで出来るね？」

　蠱惑的な囁きによって、のどかはそろそろと自分の胸を揉み始めた。

「んっ」

「服が邪魔だろう？」

　言われて、速水がすぐに作業服を脱がして上半身半裸にされてしまう。

　ブラも剥ぎ取られてしまい、たわわな胸があらわになる。

「は、恥ずかしいです。お仕事は、いいのですか？」

「普段と違うのどかを前にして、我慢出来なくなってるんだよ」

「そ、そうなんですか？」

（速水さんが、私で興奮してる？）

　ドキドキしながら自分で自分の胸を揉んでいくと、じわじわと淡い感覚に苛まれていく。

「んっんっ」

「もう少し弱い部分をいじってごらん。先端を尖らせて」

「はい……」

　のどかは自ら先端を指先で丁寧に扱くと、一気に甘い痺れに支配されてしまう。

「あっあっ！」

「そのまま、自分を慰めていってごらん？」

「は、はい……」

　のどかは作業着を脱ぎ、下着姿になると足を広げて蜜芽を布越しに弄り回す。

「んあっ！」

　のどかは自分でも信じられないほど、今日は素直に反応していると思えた。

　蜜はたっぷりと溢れ出し、下着をぐっしょりと濡らしていく。

　丁寧に蜜玉を転がして嬲っていると、のどかは甘い痺れに頭の中が朦朧としてくる。

「あっああっ！」

「裸になっても大丈夫。さっき鍵をかけたから」

「速水さ……」

　自分たちは非常識じゃないのか、そんな考えが頭をもたげるが速水の甘い低い声音にそれ以上何も考えられなくなる。

　のどかはするすると下着を脱いで、直接秘玉を捏ね始めた。

「あっああっ！」

　のどかはグチュグチュと水音を立てながら、快楽に身を任せるように指先を使って丁寧に扱いた。

　そして、滑りに任せて蜜壺に指を挿入してしまう。

「ひあうっ」

「上手だね。のどか。蜜がたっぷり溢れてる時に指を入れるのが一番だったね？」

「は、はい。ちゃんと出来てますか？」

「ああ。その続きも見せてみて」

　のどかは言われるままに、指を抜き差しし始める。

「あっあああっ！」

　内壁を丁寧に擦りながら、自分の弱い部分を思い切り刺激した。

　グチュグチュと卑猥な音が社長室に響いて、のどかは恍惚とした表情を浮かべてしまう。

「のどか、上手だ。イキたくてたまらないんじゃないかな？」

「私。速水さんとちゃんと繋がりたくてっ」

　そう言うと、のどかはデスクにいきなり乗せられて、足を広げさせられる。

「きゃっ」

「じゃあ、たっぷりその続きをしよう」

　そう言うなり、速水はベルトを緩めて男根を引き抜いた。

　のどかが想像していた以上にグロテスクなそれに、思わず顔を逸らしてしまう。

　その間に、速水は避妊具を装着して、蜜口にそっとあてがってきた。

「あっ！」

「力抜いてごらん」

　のどかは力を抜こうと試みるが、上手く出来ているか分からない。

　そのまま熱が突き入れられると、隘路が思い切りこじ開けられる。

「あああああっ！」

　のどかはあられもない声をあげてしまい、慌てて口を閉じた。

「我慢出来ないみたいだね？　でも、外に人がいるかもしれないから、堪えられるかな？」

「頑張ります……」

　のどかは懸命にジンジンとするもどかしい快感と、熱が侵入したことによる悦楽と戦っていた。

（速水さんと、一つになれた）

　しかも、たっぷりと一人エッチの練習をしたのであまり痛いと思わない。

　グチュグチュと水音がたち、たっぷり濡れているのも分かる。

　速水が強引に捩じ込んでくるので、のどかははあはあと息を切らせた。

「まだ狭いけど、のどかのナカは気持ちがいい」

「速水さんっ」

「少し動く」

　そう言って、速水は腰を使い始めた。

　パンパンと肌がぶつかる音が響き、のどかは揺さぶられる。

「あっあっあっ！」

「奥もきついけど、繋がれたよ、のどか」

「幸せですっ」

　のどかは興奮して声が出なくなりそうなほど、幸せに満ちてしまえた。

　たわわな胸がたっぷりと揺れて、それを速水が愛おしそうに揉んでくる。

　腹の奥で熱が蠢くのを感じながら、のどかは悦に浸った。

（ずっと繋がっていたい）

　ズンズンと突き上げられながら、のどかは幸せで笑みを溢した。

　しかし、二人の甘い時間を破るようにいきなり社長室のドアがノックされる。

「失礼します。社長、そろそろお時間です」

　先ほどの女秘書だ。

　声が聞こえていたらどうしようかと、のどかは慌てて口を押さえる。

　速水も一瞬動揺したのか、男根を慌てて引き抜いた。

「まだ時間は平気だろう。一階で待っててくれ」

「ですが、先ほどから外に出てくる雰囲気がありません。プライベートのお時間は後にして頂けませんか？」

　のどかはハッとして、起き上がる。

　速水はすぐにのどかに着ていた作業服を羽織らせると、デスク下に隠れるように言った。

「のどか、少し隠れてくれ」

「わかりました」

　のどかは半裸も同然の格好で、速水の足元に隠れる。

　初めてのセックスだったのに、秘書に邪魔されてしまった。

　しかし、ここは会社だ。

　唐突に社内でセックスを始める速水もどうかと思えてくる。

（今日はどうして……？）

　のどかは不思議に思いつつ、デスクの下で小さくなる。

　するとドアが思い切り開いた。

「速水社長、お時間がかなり押しています。下で待っていましたが、全く降りてくる気配がなかったので」

「野中のなか。お前は少しせっかちじゃないか？」

「そうでしょうか？　これから会社を大きくしていこうと思うのであれば、五分早く行動することなど容易いのでは？」

　野中と呼ばれた女性が恐らく速水の秘書だろう。

　速水に対しても臆することなく堂々と話している。

「まったく……。この前のレストランで打ち合わせをした時も、五分前だと言ってたな」

「はい。時間を守る人は有能だとありましたので」

「確かにそれは分かるが、スケジュール通りに動いていればいいだろう？」

「ご自分で管理していただけると助かります」

　クスッと野中は笑っている。

（なんだか秘書というより、奥さんみたいな……）

　そう思ってのどかはハッとした。

　自分が傍にいながら、速水は野中と平然と話しているのだから。

（本当は私には興味がなくて。秘書の野中さんとはなんでも話せる……？）

　そんなことを考えてしまうと、もやもやした気持ちが心の中に渦巻き始める。

（私より、野中さん？）

　ぼんやり考えていると、速水が言った。

「いいから、先に下に降りててくれ。まだ準備が終わってない」

「分かりました。……すぐに終わらせてくださいね」

　一瞬、のどかの存在を察したかのような言い方に、のどかは体をビクッと震わせる。

　野中が出ていくと、速水がどかっと椅子に腰掛けた。

「なんとか切り抜けたな。悪かった、のどか」

「いえ、その……」

　のどかは言葉が見つからなかった。

　こんなことになって、速水はどう思っているのだろう。

「お仕事にご迷惑ではなかったですか？」

「いや、俺のほうこそ、無謀なことをさせて悪かった。今晩は、ちゃんと部屋でする」

「は、はい……」

　のどかは作業服を着ながら、胸が高鳴るのを感じる。

　速水と共にコソコソと社長室を抜け出すと、のどかは掃除をしている佐伯達と合流した。

「あっ！　お話終わったんだ」

「まったく、社長夫人がどうしてこんな仕事を」

　そう言われながら、のどかは自分のしていたことを思うと胸が痛くなる。

（働くって難しいことばかり。それに、野中さんのことが気になる）

　のどかは佐伯達に囲まれながら、速水がエレベーターに乗り込むのを見送った。

　茶化されつつも、のどかは残った仕事をこなし、初めての清掃員の仕事を終えたのだった。

　帰宅すると、ぐったりと疲れてしまい食事を作る気にもならずにソファにもたれた。

　何か食事を頼もうかと思ったが、速水はそれで納得してくれるだろうか。

（でも、今から料理教室で習ったものを作る元気もないし）

　のどかは、仕方ないと思い、その日は料理を頼むことにした。

　速水が帰宅すると、のどかはすぐに迎えに出る。

「おかえりなさい」

「ただいま。あれ？　今日は何も作ってないのか？」

「ごめんなさい。疲れてしまって」

「じゃあ、今からご飯食べに出るか」

「いいえ。もう頼んだのでご飯ならあります」

「そうか。初めての仕事だもんな」

　速水に言われて、のどかは申し訳ない思いになる。

　自分がやりたいと言い出したのに、家事が出来なくなるなんて思ってもみなかった。

　ぐったりして、まだ体が重い感じだ。

「のどか？　大丈夫か？　いつもの元気がないな」

「いえ」

「風呂でも入るか」

「あっ……。お風呂、沸かしてません」

「それくらい俺がやるよ。のどか、一緒に入ろう」

　言われて、のどかは頬を染める。

　速水は荷物を置いて浴室に向かうとのどかの手を引いた。

「社長室の続きするって言ったろ？　ちゃんとしないとのどかだって辛くないか？」

「い、いえ……」

　のどかはいきなり触れられて、熱が呼び覚まされてくる。

（初仕事と、野中さんのことで心も体もいっぱいいっぱいだった）

　のどかはため息を吐くと速水にクスクス笑われる。

「仕事お疲れさま。さっさと入ろう」

「……はい」

　速水がのどかの服を脱がせてくるので、じっと佇むしかない。

「恥ずかしいです」

「でも、自分でするのも億劫なんじゃないかなと思って」

「自分でも、出来ますから」

「じゃあ、俺の脱がせてくれる？」

「そ、それはっ……恥ずかしいです」

　のどかが顔を真っ赤にすると、速水が嬉しそうに服を脱がせてしまう。

　裸にされると、速水がそっと顎を掬いあげてキスをしてきた。

「んっんっ……」

「早く続きがしたかった」

「速水さん……」

　速水は手早く服を脱ぎ捨てると、のどかを連れて浴室に入ってしまう。

　そして、さっさと浴槽に湯を張り始める。

　速水はスポンジを取ると、ボディーソープを付けてのどかの背中を擦ってくる。

「きゃっ」

「洗ってあげるから。じっとして」

「はい……」

　丁寧に背中や腕を洗われていると、お腹をくるくると撫でられる。

　そして胸を撫でられると、丁寧に先端を弄るように洗われて、のどかは甘い声をあげた。

「あっ……」

「ここはちゃんと洗わないとダメだね？」

　速水はスポンジを置いて、指先に泡を付けて先端を捏ねてきた。

「は、速水……さ……」

「尖って反応した」

「だ、だって……。こんなこと……」

「じゃあ、手を使って洗おうか。その方が細かいところも洗えるから」

　速水はそう言うと、丁寧に内股を擦ったり、胸を撫でたりする。

「あっあっ！」









[image: ]









　のどかが震えながら悶えていると、速水の指先はすぐに秘丘を撫で始める。

「あっ！」

「とろとろの蜜で汚れてるな。もっと洗おうか」

「だ、だめっ」

　のどかは足をぎゅっと閉じると、速水に足を開かされる。

　そして丁寧に蜜玉を弄られると、あられもない声が上がってしまう。

「あっあああっ！」

　速水は楽しむように指先で丁寧に転がしていく。

　体がヒクヒクし始めてしまうと、速水は指先の泡を湯で流し、指先を蜜壺にツッぷりと突き入れてきた。

「ふあっ！」

「丁寧にここも……」

　欲情した速水が、熱っぽい声で耳元で囁いた。

「速水さんっ……速水さんっ！」

　ぬちゅぬちゅと激しい水音を立てながら、めちゃくちゃに掻き混ぜられていく。

「ふあああっ！」

　のどかが体を仰け反らせて悦んでしまうと、速水は反対の指先を使って先端を捏ね回してくる。

「あっああああっ！」

　今にも果てそうになっていると、速水は丁寧に先端を扱きあげてくる。

　蜜壺の指も止まることなく抜き差しが始まり、のどかはすっかり頭の中が蕩けてしまう。

「あっあああっ！」

「可愛い声だ。のどか。浴室だと頭の中に思い切り響いてるみたいだ」

「速水さんっ！　変になっちゃいますっ」

「それが自然だ。そのまま身を委ねてごらん」

「あっああっ！　お腹の奥から何かが溢れてきそうっ」

　のどかは、息をするのも辛いほどの快感に苛まれながら、懸命に速水にしがみついた。

　そして、足は快感に任せて勝手に開いてしまう。

　グチュグチュと卑猥な音が浴室に響き渡る中、速水は抜き差しを思い切り速めていく。

「あっああああ！」

　その刹那、のどかは頭を真っ白にさせてしまう。

　がっくりと力が抜けて、何も考えられなくなってしまった。

「速水……さ……」

「イケたみたいだね。ナカはまだヒクついて欲しがってるけど」

「私……私……」

（今、すごく速水さんと一つになりたい）

　のどかがうっとりした目で見つめると、速水がにっこり微笑んだ。

　そして、蜜壺に挿入していた指を引き抜くと、ペロリと蜜を舐めとる。

「じゃあ、風呂の中でしようか」

「は、はい」

　のどかは言われるままに浴槽に向かうが、どうしたらいいのか分からない。

　近くから速水の顔を見つめるのは恥ずかしく、彼に背を向けて入る。

（どうしたら、続きが出来るんだろう）

　そう思っていると、速水がすっとのどかを抱き起こす。

「のどか。ぼんやりしてる暇はないだろう？」

「はい……っ」

「壁に手を突いて？」

　そうすると自然と尻を突き出す格好になった。

　すると速水が腰を押さえて、避妊具を装着する。

　そして熱を蜜口にあてがうと、そのまま捩じ込んでくる。

「あっあああ！」

　いきなり挿入されて、のどかは目を見開いた。

　こんな風にするなんて想像も出来なかったのだ。

「力抜いて」

「は、は……い」

　懸命に力を抜こうとしてみるものの、上手く出来そうにない。

　すると、速水が後ろから胸を丁寧に揉んできた。

「あっあっ！」

「緊張してるね？」

　速水に耳朶で囁かれて、のどかは体を震わせる。

　初めての体位に慣れずに怖くなってしまったのだ。

　速水の顔も見えないのに、熱は奥へと突き進んでくる。

「速水さん……。この格好……苦手です」

　のどかが振り向いて懸命に言うと速水が慌てた。

「ごめん。まだ慣れてないのに」

「違うんです。なんだか、速水さんが見えないのが嫌で」

　のどかが言うと速水が嬉しそうに頬を緩ませる。

「そっか。じゃあ、近くで見つめ合って出来る方法がある。のどかは頑張れる？」

「頑張ります」

　のどかがそう言うと、速水は熱を引き抜く。

　そして、浴槽に座ると、のどかに男根を見せつけてきた。

「この上に跨ってごらん？」

「えっ？」

「自分で入れてみるんだ」

　いきなりのことに動揺しつつ、このくらい出来なくてはとのどかは必死に蜜口を自らの手で広げて男根を呑み込んでいく。

「んんんっ！」

「可愛いよ、のどか……。そうして頑張ってるところも色っぽい」

「そう、なんですか？」

　のどかが上目で聞くと、速水はクスッと微笑んだ。

「だって、のどかは全て初めてなんだろう？」

「はい……」

「こんなことお願いしても、いいんだなって俺なりに興奮してるんだ」

「そうなんですね」

　のどかは信じられないと思いつつ、自分でも速水を興奮させることが出来ているのだと思うと嬉しくもあった。

　彼を満足させるにはまだまだ時間が必要かと思っていただけに、こういう視覚的なことでも満たされてくれるなら、のどかはなんでも頑張ってしまいそうだ。

　男根がぬっぷりと奥まで突き入れられると、のどかはそれだけでも果てそうになる。

（お腹の奥まで熱が当たってる）

　頬を染めて顔を逸らすと、速水が言った。

「こっち見て」

「……はい」

　のどかは恥ずかしいと思いつつ、速水を見つめた。

　すると、熱っぽい視線を向けてきてそのまま口づけられる。

「ンンッ……ふぅ……」

　舌を絡めるようなキスをされて、のどかは頭の中が一気に蕩けた。

「ふあっあっあっ」

　舌先で丁寧に絡められて、のどかはそれだけでも満たされてしまいそうだった。

　すると、今度は丁寧に胸を揉まれ始める。

「あっああっ！」

　のどかは腰を揺らしてしまうと、今度は熱を自ら打ちつける格好になる。

（こ、これ。反則ですっ！）

　のどかはそんなことを思いながら、懸命に快感と戦った。

　しかし、速水は手を抜くどころかさらにのどかを追い詰めんとするかのように、下から突き上げてくる。

「あっああああっ！」

　たわわな胸が揺れるほど乱れてしまい、のどかは体を自らゆすった。

　するとまた奥に思い切り熱が当たり、刺激の連続となってしまう。

「あっあっああっ！」

「のどか、綺麗だ」

「は、速水さんっ！」

　綺麗だと言われても、こんな痴態を晒しているのにどうしてだと思ってしまう。

　こんな姿すら許してくれるのかと思うと、胸が早鐘を打ち始める。

（私のこんなはしたない姿も綺麗なんて。速水さんはなんでも許してくれる……）

　のどかがそんなことを思った途端、隘路がキュッと締まった。

「あっ！」

　速水はのどかの先端を弄りながら、のどかが果てそうなのを察して、尖ったところに吸い付いてくる。

　ちゅうちゅうと音を立てて涎まみれで吸い付いてくると、のどかは恥ずかしくなってまた喘いだ。

「やあっ……っ！　また、恥ずかしいところをっ」

「見せてごらん。のどかの恥ずかしい姿」

「だめですっ」

　のどかはそう言ったものの、速水に追い詰められていて、頭の中はすっかり蕩けてしまい、果てるのを堪えている状態だ。

　腹の奥はジンジンとしていて、男根が当たる度に悦んでいるのが分かるし、速水に触れられるだけで体が熱くなる。

　のどかは息を乱しながら、速水を見つめた。

「あんな恥ずかしいこと……だめです」

「じゃあ、ずっと繋がってることになるかもしれないね？」

「だ、だめですっ」

「のどかがイカないと、そうなるかもしれないよ？」

　言われて、のどかは自ら腰を振るしかないと思い、懸命に腰を使った。

「あっあああっ！」

「のどか、上手だ」

　のどかが必死になっていると、速水が胸をまた揉んでくる。

「ひあっ！」

「蕩け切った顔ののどかは、普段見れないからよく見ておきたいのにな」

「だめ……っ」

　のどかが恥ずかしさでいっぱいになっていると、下からまた突き上げられる。

「あっあああ！」

　リズミカルに突き上げられ、もう何も考えられなくなってしまう。

　のどかは体を揺さぶられるままに速水に抱きついた。

「あっああああっ！」

　のどかが一気に頂きを昇り詰めてしまうと、速水が強引に口付けてくる。

「ンンッ」

　舌も突き入れられて息も出来なくなると、のどかは一気に頭が蕩けた。

　速水の息が忙しなくなると、熱が放出される。

「んああああっ！」

　互いに果ててしまうと、のどかはぐったり速水にしがみついた。

「もう、何も出来ません」

「頑張ったね。のどか」

「速水さんは満足でしたか？」

「ああ、良かった」

（たくさん練習したから。恥ずかしいけど、練習して良かった）

　のどかはふわふわした心地でいると、すぐに抱き上げられる。

「のぼせそうだから、ベッドまで運ぶよ」

「ご、ごめんさない」

　のどかは横抱きにされるのでしがみつく。浴室から出るとタオルで拭かれて、そのままベッドに寝かされた。

　速水に寝巻きを渡されてすぐに着替える。

「お腹空いてる？」

「いえ、もう今日は寝たいです」

「じゃあ、俺は適当に食べて寝るから」

「ご飯はキッチンにあるので」

　のどかが言うと、速水は出て行った。

　布団に包まると、のどかは夢見心地で速水の熱っぽい眼差しを思い出してニヤけてしまう。

（あんな目をして私のことを……）

　初めて会った時にも、一人エッチの練習の時にも見せたことのない欲情している目だった。

　のどかはドキドキしてしまい、布団で顔を覆う。

（私のこと、好きってことでしょうか）

　のどかは布団をぎゅっと握りしめる。

（私は速水さんのことを好き……でしょうか。だって、お互いの家のための結婚に感情なんて）

　自分の考えに、のどかは胸がズキっと傷んだ。

（あんなに熱心な人に、私、家同士のための結婚だと言い続けていいのでしょうか）

　のどかはよく分からなくなってしまうと、悶々とした気持ちのまま、疲れに身を任せて眠りに落ちた。
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「あっああっ！」

「のどか、後ろからは嫌いじゃなかったか？」

「もう慣れました」

　のどかは速水の熱を日曜の昼から窓辺で受けていた。

　速水が朝から求めてきて、断る理由もなくなだれこむように抱きしめられている。

　彼はベッドの上で楽しんだかと思うと、今度はリビングで、そして窓辺に立たせてきて、のどかは興奮してしまう。

　のどかは今までにないことにドキドキして、今も窓の外から誰かに見られるのではないかと思いながら、頬を真っ赤に染めて熱を受けている。

（こんな状況で、私……感じてしまってる……欲しがってる……っ）

　のどかは速水の熱っぽい吐息を聞きながら、自らの淫靡な声を聞いてぞくりとした。
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「あっああっ！　奥にいっぱい！」

「ほら、まだ欲しがってる」

「あっああっ！」

　ズンっと突き上げられて、のどかはふわりと浮きそうになる。

　腰をしっかり押さえられつつ、のどかは最奥を突かれて目をぎゅっと瞑った。

「おかしくなりそう……です」

「それが快感だよ、のどか。外から見られそうで興奮してるんだ」

「あっあっ……」

（言葉で説明されたら、もっと恥ずかしくなってきてしまって……）

　のどかは悶えながら何も言えなくなってくる。

　そのままズンズンと突き上げられていると、胸を後ろから鷲掴みにされた。

「ふあっ！」

　すっかり尖った先端を弄られながら、恥ずかしいところを刺激されてさらに込み上がる快感を堪えるしかない。

「そ、それ以上……だめ……」

「どうしてかな、のどか？」

「こ、こんな外から丸見えなところで、私、恥ずかしい思いを」

「じゃあ、のどかの可愛い顔を見せつけてあげないとね？」

　そう言って、ツンツン胸を突いてくる。

「んっんっ！」

（頭がくらくらする。立っているのも辛くなってきた……）

　足をガクガク震わせながら懸命に堪えていると、速水は嬉しいとばかりに、熱を奥へ奥へと突き上げてくる。

「ふああっ！　あっああっ！」

「我慢したらイケないよ？　のどか」

「ですが……あっああっ！」

　のどかは腹の奥底からじわじわと込み上げてくるものを感じて、必死に堪えた。

（だめっ……。こんなところでっ）

　のどかがぎゅうっと目を瞑って懸命にイクのを堪えると、速水はさらに首筋にキスを落としてくる。

「ひあっ！」

「我慢してるところも可愛いな。のどか」

「私……私……」

「窓辺は恥ずかしいのかな？」

　のどかは静かに頷いた。

　外から見られているかもしれないと思うと、イクなんて出来そうにない。

　すると、速水が窓を背にしてのどかの前に立った。

　そして、のどかを抱きかかえて、挿入してくる。

「あっあああっ！」

「これなら恥ずかしくないだろ？」

「は、はい……」

　たわわな胸がふわふわ揺れ、のどかは速水の体温を感じながらたっぷりと熱を腹の奥に当てられる。

　先ほどまで眼前にあった広々とした風景は、今は速水の肩越しに僅かに見えるだけだ。

　ぎゅっと抱きつくと、速水は苦しそうに一瞬呻いた。

「うっ……くあ」

「速水さんっ」

「そろそろ、限界……」

　言うなり、たっぷりと腰を使われる。

「あっあああああ！」

　のどかは一気に抽挿が速くなって何も考えられなくなってしまう。

　速水は息を乱してのどかの腰を持って力任せに揺さぶってくる。

「あっああっ！」

　のどかが耐えきれずに頂きを一気に昇り詰めていくと、速水がさらに息を乱し始めた。

「くあっ……あっ……」

　その刹那、速水はたっぷりと白濁を放出した。

「あああああっ！」

　のどかは果てると、そのまま速水に抱きついた。

　体がじんじんと熱く、まだ熱を帯びている。

（幸せ。速水さんとこんな時間を過ごせるなんて。私、速水さんのこと好きみたいです）

　ぎゅうっと抱きついていると、速水が苦しそうに呻いた。

「のどか、そんなに強く抱きつかないでくれ。苦しい」

「ごめんなさい！」

　のどかが力を緩めると、速水によってすぐにバスルームに連れて行かれた。

「朝からずっとだから汗掻いただろ？　一緒に入ろう」

「はい……」

　のどかが満たされた気持ちで頷いていると、ローテーブルに置いてあった速水のスマホが鳴った。

　休みに誰だと速水が苛立ちの表情で画面を見る。

　すると、難しい表情のまま、電話に出てしまった。

「ああ、ああ、わかった」　

　それだけ言うと、速水は肩を落としてのどかに言った。

「秘書から電話だ。急ぎの案件があるから、今から仕事に来てくれと」

「お休みでは？」

「相手が今から話がしたいそうだ。断れそうにないみたいでね」

「そうですか」

　のどかは裸のまま立ち尽くすと、がっくり項垂れた。

　すると、速水がすぐにバスタオルをかけてくる。

「裸じゃ風邪引く。一緒に風呂に入って、それから出るから」

「はいっ！　お風呂は一緒でもいいんですね！」

「それくらいの余裕はあるよ」

「今日は帰ってきますか？」

「帰ってくる。遅くなるかもしれないが」

　速水が表情を曇らせたが、のどかは努めて気にしないようにした。

　仕事のことになると、彼の傍には秘書がいる。

　今回も急に呼び出したのはその秘書だ。

（まるで秘書の言うことは絶対だと言わんばかり……。休みの日まで管理されてるなんて）

　のどかは速水と秘書の関係が自分が思うより濃密な関係なのではないかと思えてくる。

　のどか達のように体の関係があるとは思いたくない。

　ただ、以前の社長室での一件のように、二人がセックスを楽しんでいると仕事だと言って邪魔してくるような気がしていた。

　のどかは速水とシャワーを浴び終えて、送り出すと悶々とした気持ちで一人部屋に取り残された。

　悪い考えばかりが浮かび、ソファに横になる。

（もし、速水さんのことを好きでわざと私たちのことを邪魔しているとしたら？）

　のどかはそんなことを考えついてしまう。

（速水さんはもうその気持ちに応えていて、私のことは本当は好きじゃないとか？）

　自分でも嫌になる程、気持ちがネガティブな方へと向いてしまう。

　速水は仕事をしている時間も多く、秘書といる時間の方が多いのだ。

　彼女とどんな風に過ごしているのかは想像するくらいしか出来ない。

　のどかは見合いをして速水と結婚したものの、当初から会社のための形だけの結婚でも構わないと思っていたほどだ。

　今になって、それがどれほど虚しい考えだったかと気が付かされる。

（もし、速水さんがその人と関係していたら？）

　もう嫌だというところまで考えて、のどかはガバッと体を起こした。

　これ以上考えても仕方ないと思い、速水が帰ってきた時に美味しいご飯で出迎えようと料理の支度をすることにする。

　シチューをじっくり煮込んだり、野菜のスープを作ったり、料理教室で習ってきた料理をひたすら作っていくことにした。

　そんなことをしていると、嫌なことは自然と忘れていく。

　速水はその日、言っていた通りに帰りは遅かった。のどかは待ちくたびれたものの、用意していた料理を食べて幸せそうに笑ってくれる速水を見ていると幸せだった。

（やっぱり速水さんを信頼しないと）

　のどかはそんなことを思いながら、速水と遅めの夕飯を取った。
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　速水と秘書の一件があった翌日。

　清掃員の仕事があり、朝から速水の会社に出向いた。

　作業服に着替え、佐伯たちと共にエントランスから丁寧に磨き上げていく。

　のどかはまだ慣れていないと指摘されつつ、モップを使ったり雑巾を使ったりして、掃除をしていった。

「今日は真剣ね〜。社長の奥様なら仕事しなくてもいいんじゃないの？」

「そうよ〜」

　そう茶化され、のどかは思わず言った。

「家にいても速水さんの役に立っていると思えなくて。それに、自分とは不釣り合いなんじゃないかと思えてくるんです。私、何も出来ないまま結婚したので」

　すると、佐伯たちは笑った。

「でも、それが若さじゃな〜い？　何も出来なくてもいいんじゃないの？」

「そうそう！　ゆっくり覚えていけばいいの。掃除もそのうちもっと上手くなるし。雑巾も上手に絞れるようになったじゃない！」

　のどかは静かに頷いた。

　初めは雑巾も絞れなかったが、今は出来るようになっている。

　それに、モップだって重いと思いながら掃除していたが、少しずつ自分の思うように動かせるようになってきた。

　ゆっくり覚えていくのでもいいのかもしれない。

　でも、このままゆっくりと速水との関係を縮めていくことに徹していていいのかと、なぜか胸騒ぎがするのだ。

（あの秘書との関係のせい……かな）

　のどかが営業部のフロアを雑巾で掃除し始めると、男性社員たちとすれ違った。

「社長、秘書のこと捨てたって本当らしいな」

「社内公認で付き合ってると思ったんだけど。あっさり見合いして結婚したな〜」

「二人とも仲良すぎて、結婚すると思ってたんだけどな〜。社内セックスし放題じゃないかって噂もあったもんな」

「バカ、そういうこと言うな。社長がいたらどうするんだ」

「でもさ〜。二人がラブホから出てきたところ見たって噂もあるしさ〜」

　男性社員たちの言葉を聞いて、のどかは頭を殴られたような衝撃を受ける。

（あ……。やっぱり、そうなんだ）

　自分の悪い予感は当たっていた。

　けれど、実際に聞かされるとその衝撃の大きさに仕事を放棄して家に帰りたくなる。

　まさかその結婚した相手が、清掃員として社内にいるなんて、誰も思ってないだろう。

　社内公認でもおかしくないほどの仲だったとすると、もちろん、体の関係だってあったろう。

　それなのに、あっさりとのどかと結婚した。

　会社のためにだろう。

（そんなことは最初から分かってる。でも、速水さんは打算的に結婚する人じゃないと思いたかった）

　速水が私利私欲のために秘書との関係を無かったことにして、自分と結婚したとは考えたくない。

　ましてや、のどかに一人エッチを教えることまで熱心にしていたのだ。

　それら全てが彼の打算の上に成り立っていたとは思えない。

（私と結婚しなければ、もしかして秘書と結婚していた？）

　のどかはそんなことまで考えてしまう。

　掃除をする手が止まり、じっと佇んでしまう。

　のどかは呆然とした表情で、自分たちの出会いがどんなものだったかを考え直した。

　すると、見合いはすぐに決まったが、その後一年近く待たされたことを思い出す。

（もしかして、一年近くかけて秘書を強引に振った？　私との結婚を優先させるために？）

　そう考えると、待たされていた時間のことも辻褄があってしまう。

　ましてや、セックス真っ最中に秘書から連絡があったことだって納得がいく。

　それまでは、秘書がのどかの代わりに抱かれていたのだ。

　自分だったらその時間にお楽しみだったと想像すれば、割って入って邪魔することも可能だろう。

（私、人の幸せを踏み躙って結婚した……？）

　のどかは呆然としながら、自分が築き上げた幸せが崩れていく音がする気がした。
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「野中さん、この後の予定を教えて欲しい」

　速水が言うと秘書の野中はパタンとスケジュール帳を閉じた。

「少し休憩しませんか？　速水社長」

「忙しいんじゃなかったのか？　前日に会社に呼びつけて会食させたんだ。その仕事をしっかり詰めておきたい」

　速水は苛立つように言うが野中はクスッと笑って、壁にもたれた。

「社長の秘書を何年やってると思うんです？　日曜日に予定をずらして、お二人がお楽しみ中のところを邪魔するくらいは簡単です」

　言われて、速水はカッとした。

「相手方に迷惑だろうっ。それに、妻にも私にも失礼じゃないか？」

「でも、実際にたっぷり楽しんでたご様子ですよね？　何回鳴らしたと思います？」

　速水はスマホが鳴っていることにしばらく気が付くことなく、のどかと楽しんでいた。

　後から気がついたことだが、野中はのどかとのセックスの最中にもたっぷりとコールしていたのだ。

　もちろん、頭の中がのどかでいっぱいだったために気が付くわけもない。

　野中はそれも承知で、わざと何度も電話を鳴らしていたのだ。

「その行為がどういう意味か分かるな？」

「いえ？　私はただ、速水社長と元通り、セフレの関係になりたいだけです。恋人になりたいなんて言ってませんから、お互いにウィンウィンの関係ではないですか？」

「今は家庭があるのに、互いに利があるわけないだろう！　こんなことをのどかが知ったら悲しむだけだ。君は納得して別れたはずじゃないのか？」

　速水が言うと、野中が顔を逸らした。

「別れさせられたんじゃないですか？　速水社長の都合で」

「違う！　お互いに都合のいい関係がセフレという関係だっただけで、深い仲じゃない。それなのに、別れると言ったら、君はゴネたんだ」

「ゴネますよ、そりゃ。私の大事な人を横取りされるんですから」

　しれっと言われて、速水は呆れた。

　野中とはセフレの関係にあった。

　互いに体だけの付き合いで、干渉はしないという約束で付き合っていたのだ。

　速水は特定の恋人を作ると仕事に没頭出来なくなるのが嫌だったこともあり、野中からセフレにならないかと言われた時には有難い思いでもあったのだ。

　やはり、男としてどうしても女性の体が欲しいと思う時がある。

　かといって、風俗に行くわけにもいかず、顔も身元も分かっている野中ならセフレとして付き合えるだろうと気軽に考えていた。

　しかし、付き合いが長くなると、野中の方に情が湧いてしまったらしい。

　速水が結婚すると言うと、別れたくないの一点張りで、正式に別れるに至るまでに一年近くかかり、のどかときちんと結婚するまでに時間がかかったのだ。

　しっかりと話し合い、野中の言い分も呑み、そして別れた。

　だが、速水の結婚生活が始まると彼女は邪魔をしてきた。

　あからさまではないが、彼女だから出来るような、のどかと愛し合う時間を妨害するということをしてきたのだ。

　もちろん、それを証明する術はない。

　彼女はただ、仕事をしているだけに過ぎないと言うだろう。

「私と付き合ってたこと、会社に言いふらしてもいいんですか？」

「言いふらすも何も、バレてるじゃないか」

　速水は苦笑した。

　堂々とラブホに行こうと言い出したり、手を繋いできたりしたので、社員の目にも留まったのだ。

　もちろん、それも全て織り込み済みでの行動だったのだろう。

　野中は甘えてみたり戯れてみたりと、外でも大袈裟なスキンシップをしてきていた。

　当時の速水は仕事に疲れていて嬉しくもあったが、不安でもあった。

　いつか困る日が来るんじゃないかと。

　結果、その不安は的中して、今こうして彼女の罠にハマっている。

「でも、私の口から言えば、社員の捉え方も違うんじゃないですか？　社長は付き合ってた人を振って、見合いをした最低な男だってなるかもしれません」

「そうかもしれないね」

　速水は相手にしないつもりで、答えた。

　似たような会話を、別れ際も何度もした。

　ようやく解決したと思ったのに、また蒸し返してくる。

　どうしたらいいのかと思った時だ。

　トントンとノックの音がして、清掃員のおばさんが頭を下げて入ってきた。

「外で掃除機をかけますので、少しうるさくなります」

「わかりました」

　おばさんが去ると、速水はのどかのことを自然と思い出す。

　今日もどこかで掃除をしているのだろう。

　速水はもう、のどかのことしか考えられないし、考えてはいけないのだ。

「野中さん。それなら妻も交えて話し合いをしよう」

「え？」

「妻はわかってくれると思う。どうかな」

「何言ってるの？　セフレなんて聞いて、理解すると思えないけど」

「妻は君とは、恋愛の捉え方が少し違うんだ。俺は信じてる」

　速水が言うと、野中が奥歯を噛み締めた。

「分かりました。では、一緒に食事でもしましょうか」

　勝ち誇った顔の野中を見て、速水はため息を吐きたくなった。

（どうして俺は、こんな女性とセフレに……）

　一時の過ちとはいえ、自分の判断が誤っていたと言わざるを得ず、速水は肩を落とした。

　野中は嬉しそうにニヤリと微笑むと、速水にすぐにスケジュールを教えてきた。
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　帰宅したのどかは、まだ速水と秘書との関係が信じられないでいた。

（付き合っていた？　私は二人の邪魔をして……）

　そんな考えがぐるぐると頭を巡る。

　仕事をしていれば忘れることも出来たが、家に帰ると一人になって同じことを考えてしまうのだ。

　のどかは食事を作る気力も湧かず、どうしたらいいのかと途方に暮れた。

（私と速水さんは形だけの関係でも良かったはず。でも、今ではそれじゃ嫌になってる）

　のどかの結婚観は確実に変わっていて、速水と実家の繁栄のためなどとは、もはや言えなくなっていた。

　自分は飾りだけの妻として振る舞うことを考えていたし、速水に美女の愛人が出来ても平然としている自信もあった。

　けれど、現実はまるで違う。

　自分の心は掻き乱されるし、大事な夫を奪われる気分は耐え難い。

　独占欲が湧いていることにだって驚きだ。

（恋愛は自由なはず。私が速水さんを束縛していいわけがない）

　のどかはそんなことを思いながらも、また同じことをぐるぐると考えてしまう。

　速水と秘書との関係は、恋人だったのか、自分は二人の仲を裂いた悪女なのかと。

　何も考えられなくなりそうになっていると、速水が帰宅した。

　慌てて出迎えると、速水が顔を覗き込んでくる。

「どうした？　元気がないな」

「いえ……」

「何かあったか？」

「今日……は、仕事で失敗して」

　のどかは適当なことを言って誤魔化すが、速水は首をかしげる。

「社長室の前に水をこぼした時だって落ち込む様子はなかったんだ。何か言われたのか？」

「いえ……」

　のどかは必死に速水と秘書の関係を気にかけてることを隠そうとした。

　すると、速水はのどかの手を引いて寝室へと連れ込む。

「のどか、一人でたっぷりしてるところを見せて」

「い、今ですか？」

　なんでだと思いつつ、速水からじっと見つめられてのどかはそろそろと胸を揉み始める。

「んっ」

「のどか、何かあったときはこうして自分を慰めるのもいい」

「……は、はい」

（そう……なの……？　だったらすぐにそうしていれば、良かった？）

　のどかは言われるままに服の上から先端を弄り回すと、自然と甘い声が漏れ始める。

「んっんっ」

「服の上からだと焦れったいだろ。もっと大胆になっていい」

「はい……」

（私、速水さんに触れてほしい……）

　とろんとした顔でおねだりしてしまうと、速水はクスッと微笑んだ。

「一人でちゃんと出来たら、一緒にしよう」

「最後まで、してください」

　のどかが懇願すると、速水は頷く。

（速水さんはまだ、避妊具を着けたまま。一度も子供が欲しいって言ってくれない。それも関係してる？）

　のどかはそんなことを思いながら、服と下着を脱いで、上半身裸になる。

　そしてたわわな胸をそろそろと揉み始めると、先端がすぐに立ち上がり、ぷっくりと膨らんだ。

「あっああっ！」

「上手だ。のどか」

「速水さん……」

（私、こんな時でも速水さんのことが好きって実感してる。どうしたら……）

　のどかは快感に紛れて襲われる、速水への想いが苦しかった。

　彼を想って一人エッチをする時に、こんなに甘い疼きを胸の奥で感じたことはない。

　いつも快楽の勉強だとばかり思って必死になっていた。

　でも今日は、速水への想いが募ってしまっている。

　のどかは速水を想うと下着をぐっしょりと濡らしてしまっていた。

「あっああっ！」

「そろそろ、下も欲しがってる頃だろう？」

「はい……」

　のどかはそう言ってそろそろと下着とスカートを脱ぐと、全裸になった。

　すぐに速水と繋がりたくて、簡単に裸を見せてしまえた。

　足を大きく開脚して、秘丘をゆっくりと撫でると蜜がジュワジュワと溢れ出す。

「んああっ！」

「溢れ出てる。のどか、今日は何かあったね？」

「何も、ありません」

「こんなに敏感に反応してるんだ。体は素直なんだよ。言いたくないならいいけど、黙っていると俺も悲しい」

　そう言われて、のどかはまたぎゅっと胸を痛める。

　秘書と付き合っていたのかと問い詰めるのはのどかのルールに反しているのだ。

（私は妻として、彼をサポートしたいだけ。過去の恋愛にまで踏み込むつもりは……）

　のどかは蜜芽を見つけ出して丁寧に捏ねだすと、ぬちゅぬちゅと音を立てて水音が立ち始めた。

「あっああっ！」

「上手だ。もうかなり慣れてきたようだね。そのまま自分の指を入れて」

「はい……」

　こんな風に秘書と楽しんだのだろうか。

　フッと頭をよぎり、慌ててその気持ちに蓋をする。

「ちゃんと、見ててくださいね？」

「ああ。上手になったんだから、ちゃんと見てる」

　のどかは、ツップリと中指を挿入すると自ら抜き差しを速くしていく。

「あっあああっ！」

　グチュグチュと卑猥な音を立てながら、自らの気持ちいいところを刺激してみたりして、速水を上目で見て誘った。

　そして胸を揉んで、さらに自分を欲望の坩堝るつぼへと落としていく。

「あっああっ！　速水さんっ！」

「蜜が溢れて滴ってる……。上手だ、のどか」

　そう言うなり、速水は屈んでのどかの蜜を舐め始めた。

「速水さんっ！」

「耐えきれない。こんな姿を見せれるようになったのどかを抱きしめないなんて無理だ」

　その言葉に、のどかは胸の奥がきゅっと掴まれるような切ない想いに満ちた。

　体だけの繋がりじゃなく、速水を欲して体が疼いている。

　ぺろぺろと上手に蜜を舐めとると、のどかの指先を払いのけて蜜壺に舌先を突き入れてくる。

「ふああっ！　あっああっ！　速水さんっ！」

「こんなにして……。何かあったか教えてくれないなんて」

　速水はお仕置きだと言わんばかりに、蜜芽を舌先で捏ねたり、蜜壺を突いたりして弄んでくる。

「ひあああっ！　イクッ！　イッちゃっ！」

「思い切り果てるといい」

　のどかはガクガクと体を震わせ始めると、腹の奥から込み上げてくるものを感じた。

「だ、だめっ。変な感じがっ！」

「潮を吹くだけだよ。大丈夫だ」

　そう言われたが、恥ずかしくてたまらない。

「だ、だめですっ」

「力抜いてごらん」

　ギュウっと力を込めて耐えていると、速水がのどかの手を握り締めてくる。

「思い切りイケないと辛いだろ？」

　速水が丁寧に舐めながら言うと、のどかは息を乱しながら恥ずかしさに耐え、込み上げるものを噴射した。

「あっあああああ！」

　初めての行為に驚きつつ、体液を速水はごくごくと飲み干していく。

「あっあっあっ！」

「上手に出来たじゃないか。のどか」

「速水……さ……」

　がっくりそのまま倒れ込んでしまうと、のどかは恥ずかしさに顔を覆った。

（私、なんてことを）

　のどかが恥ずかしさでいっぱいになっていると、速水が服を脱ぎだした。

　そしてそっとのどかを抱き起こしてくる。

「まだ終わったわけじゃないだろ？」

「は、はい……速水さんも満たしてあげたいです」

「のどかもそんなこと言えるようになったんだ。嬉しいな」

　のどかはそんなに変わったかと思いつつ、寝そべる速水の上に跨る。

　しかしそこにはきちんと避妊具が装着されていた。

（やっぱり子作りはしない……私とは、どういうつもりで結婚を……）

　のどかは不安に駆られつつ、腰を落としていく。

　蜜口に熱が当たると、自ら熱を支えて突き入れていく。

「あっあああ！」

　一気に最奥まで当たるので、のどかは体を仰け反らせて悦んだ。

「のどか、今日は少し素直じゃないと思ったけど、勘違いだったみたいだね」

「そうです……。速水さんの前ですから」

　のどかは笑みを見せると、自ら腰を振ってみせる。

「あっあっ！　どうですか？　速水さん」

「なんでも出来るようになってきたな。のどか」

　のどかはたっぷりと覚えたセックスをもはや堪能していた。

　速水はまだ足りないという素振りを見せる時もあるが、それでも何も知らないのどかが性の知識を得ていくには充分だ。

　最奥をズンズンと突き上げられながら、のどか自身も腰を振って弱い部分に当てていく。

「あっあああっ！　いっぱい当たって！」

「のどかが上手になっていくと嬉しいな……」

　切なそうに言う速水は、どこか満たされたような顔をしている。

「くっうっ……」

　速水の切なそうな声を聞いて、のどかはさらに腰を振りたくった。

「あっああっ！　どうですか？」

「のどか、凄い……締まってるから……」

「私、教えてもらってばかりだから」

　のどかが言うと、速水は負けてられないとばかりに下から思い切り突き上げてきた。

「ひああっ！」

「のどかはまだ俺に教えてもらっていていいんだよ。まだまだ教えてないことだってあるんだから」

　楽しそうに言う速水は、まるでのどかを好みの女性に育てているかのようでもある。

「あっあっ！」

　速水の力強さには抗えず、のどかはされるがままになる。

　腰を持たれて翻弄されてしまうと、思い切り下から何度も突き上げられたり、胸を揉まれたりして快感が永遠とも思えるほどになる。

「おかしくなりそう……っ！」

「のどか……」

　幸せそうな声で呟く速水を見て、のどかは胸が痛んだ。

（どうして。こんなに幸せそうにしてるの？）

　のどかの疑問は快感の中でも拭いきれず、次第に悦楽に飲み込まれていく。

「あっあああっ！」

　のどかは体をしならせると、一気に頭の中が真っ白になる。

　速水も抜き差しを速めて、終わりの時が近いことを察した。

「のどか、のどか！」

「速水さんっ！」

　その刹那、白濁がたっぷりと注がれる。

　しかし、避妊しているので妊娠することはない。

　のどかはそのことを考えると、胸が痛んだ。

「のどか、もっとしていいかな」

「は、はい」

（愛されてる……から？）

　のどかはそんなことを想うと、心が満たされる気がした。

　その晩は夜ご飯を食べることも忘れて抱き合い、愛し合った。

　速水がこんなにも求めてくるなんて予想外だが、のどかにとっては何もかも忘れて愛してくれているという感覚は嬉しくもある。

　それは生まれて初めて感じる独占欲が満たされている感覚だ。

　たっぷりと愛し合った翌朝、体が軋むような痛みが少し残る頃。

　速水はベッドでのどかの頭を撫でながらぼそりと呟いた。

「のどか、話したいことがあるんだ」

「え？」

　嫌な予感が急にして、甘い時間から一転して暗闇に引きずり込まれるような気分だった。

「実は、のどかと結婚する前に、秘書と体だけの関係にあった」

「体だけの関係？」

　のどかは最初よく分からなかった。

　恋人なのだろうか。

「それはどういう仲ですか？　恋人じゃないんですか？」

「都合よくセックスだけする仲だよ」

　それを聞いて、のどかは耳朶を染めた。

　まさか速水がそんな相手を作っていたとは思っていなかった。

　しかし、忙しい毎日の中で恋人も作らず仕事に没頭し続けるなどと、都合のいいことも考えにくい。

　そういう相手がいてもおかしくないだろうと、少しだけ理解する。

「その相手が、秘書の野中なんだ。彼女から今またヨリを戻したいと言われててね」

「そう、ですか」

　のどかはどんな風に答えたらいいのか分からなくなってしまった。

　結婚したばかりの時だったら、お好きにどうぞ！　と言えたかもしれない。

　でも今は、そんなことをされたら腹も立つし泣きたくもなる。

　自分との結婚前にセフレとして付き合っていたということだって、心の奥では許せないでいた。

　のどかにとっては、もはや速水が全てとなっている状況なのだから。

「野中は自分の思い通りにならないことに苛立っていて、今後も俺たちの生活を妨害してくると言ってきた。もしエスカレートするようなら法的に裁くことも考えているが、相手は元々セフレの仲だった相手だ。大事になるとやりにくい」

　のどかはしゅんとして、速水から顔を逸らした。

「自分の身から出た錆なのは分かってる。ただ、向こうが法的手段に訴えても、さらに訴え返してくる気がしていてね。それで、のどかと一緒に話し合いが出来ればと思ったんだ」

「私、ですか？」

「ごめん」

　速水は頭を下げてきた。

「俺が悪いのに、のどかを巻き込むなんておかしいことだ。でも、野中は簡単に引き下がる女じゃない。ただのどかの性格を見たら、引き下がる気がしてるんだ」

「私の性格？」

　のどかはきょとんとして、首を傾げた。

「野中とは真逆の性格だよ。初心うぶで純粋で。そんな同性と話したときに、自分のやっていることの虚しさを思い知る気がするんだ」

「そう、ですか？」

　のどかは何がなんだか分からないと思いつつ、速水の言うことに相槌を打った。

「俺達のプライベートは踏み躙らせない」

　速水に言われて、のどかはきょとんとした。

「私は速水さんの妻です。二人で一緒に解決しましょう。それに愛されてる実感が、最近あるんです。私はきちんと妻の立場を守りたいです」

　のどかがきっぱり言うと速水がにっこり微笑んだ。

　そして思い切り抱きしめてくる。

「ありがとう。ごめん。もうこんなことに二度と巻き込ませない」

「私は何があっても速水さんの味方です」

　のどかは言い切ると、速水に力強く抱きついた。








第三章　　対決







　レストランの一室に、のどかと速水、そして野中が対面して座っていた。

　速水が用意したレストランは完全個室のレストランで、他の客の様子が分からないようになっている。

　ウェイターも教育が行き届き、噂話を外に持ち出さない。

　以前、速水が商談でこのレストランを利用した時にあまりに良かったのを覚えていてまた使っているのだが、まさか二度目はこんな使い方をするとは……、速水も辛いだろう。

　のどかは水を飲みながら、事前に頼んでいた料理をウェイターがテキパキと運んでくるのを見ていた。

　野中は不機嫌そうに、速水とのどかのことを見てくる。

（友達にいなかったタイプの人）

　のどかはそんなことを思いながら、野中を見つめた。

　気が強そうで、自信がありそうな、のどかとは正反対だと見た目でも分かる。

　今日も華美なアクセサリーを付けていて、高いヒールをコツコツと鳴らして来たのだ。

　一方ののどかは、ローヒールに紺色のワンピースを着て、ハーフアップにまとめて華美な化粧もなく品よく整えた。

　速水はジャケットを着て、いつもより緊張しているように見える。

「奥様、すごく若いですね。不釣り合いじゃないんですか？」

　早速野中が口にすると、速水が言った。

「好きに言ってもいいが、全部録音している」

「そんなこと関係ありません。あなたは私から全てを奪ったもの」

　その言葉にのどかはどきりとした。

　野中はニヤリとのどかを見てから言い始める。

「私と付き合っていながら、奥様と結婚を決めてしまったんですからね。私の精神的ストレスは相当なものだと分かっていますよね？」

「それはないと思うな」

　速水が言うと、野中はムッとした表情をする。

「君にはセフレが他に最低でも五人はいる」

「五人？」

　のどかは意味が分からずに思わず口にしていた。

　セフレとは、体の関係だけの恋人まがいのことだと思っていた。

　それなのに、そういう相手が五人いるということは、誰が本命だろうか？

「だから何ですか？　本気で好きだったのは速水さんよ」

「それを証明出来る？」

「証明も何も、たっぷりと抱き合ったじゃないですか」

　その言葉にのどかは胸がずきりと痛んだ。

　自分より前に、野中と体の関係にあったのは理解したはずだった。

　しかし、本人に言われると悔しくなってしまう。

「抱き合っただけなら、君には他にも同じようにセフレが五人いるから、俺が本命とは証明出来ないはずだ」

「でも、体の相性もいいし、社内では結婚するかもって噂もあったじゃないですか？」

　野中がこれみよがしに言ってくるので、のどかは堪えていられなくなってしまった。

「あのっ！」

「何です？」

「セフレが五人いるということはどういうことでしょうか？　体だけのお付き合いをするなら一人でも充分ではないかと」

　のどかの言葉に、野中はきょとんとした顔をする。

「セフレが五人必要なことを、ここで話す必要ありますか？」

「あります。セフレとは本来一人であるべきではと思うのです」

　のどかが言い切ると、野中が目を丸くした。

「どういう意味です？」

「体だけのお付き合いであれば、その方ときちんと誠実にお付き合いをすべきではないかと思うのですが。五人もいるということは、五人別々に愛情を注げたということですか？」

「……ここでそういう話をしないといけないの……？」

　野中が呆れ返って困った表情をする。

「しないといけません。五人のセフレと速水さんが同じなら、五人別々に体だけでも愛情を注げたかは大事なことです！　ですが、私はそれが不可能ではないかと思っています！　実際、あなたは速水さんだけを特別だと言い切っていますっ」

　のどかが言い切ると、野中はしばし言葉を失っていた。それでもわずかの間に気を持ち直して、口を開く。

「わ、私は、速水さんのことを恋人だと思って接していたんです！　それを彼はセフレだと言ってきて弄んだんですよ！」

　いきなりそう野中に言われて、のどかは驚いた。

　先ほどはセフレだったはずなのに、今度は恋人になった。

　一体二人の関係はどんな関係だったのだろうか。

　のどかはチラリと速水を見た。

「速水さん。野中さんは恋人だったと言っていますが。この場合、意見が食い違うというのは、どちらかが騙していた、ということですよね？　速水さん」

　のどかが真剣に聞くと速水は苦笑した。

「それなら、ちゃんと証明出来るものを持ってるよ」

　そう言って、速水はスマホを操作した。

　そして、スケジュールアプリを立ち上げると、『野中と〇〇ホテルで待ち合わせ』と書かれている。

「これが？」

「当時、彼女が好きだったのがラブホ巡りでね。デートなんてしないでラブホテル前に待ち合わせして、そのままするっていうのがお決まりだったんだ」

　聞いていて嫌になるが、のどかは速水からスマホを借りて操作すると確かにラブホテルらしき名前がずらずらスケジュールに書き込まれていて、デートらしい場所はない。

「でも、それは速水さんがそうしたいからでは？」

「全部野中の趣味なんだ」

　そう言って、今度は速水から日記アプリを見せられる。

　そこには野中との行為や起こったことなどが書かれていた。

　見るのも恥ずかしいことだがこうなると探偵気分で純粋に知りたくなってくる。

　日記には、

『野中からラブホ以外に行きたいって言われない。セフレとはいえ、いいんだろうか』

　と書かれていた。　

　のどかはハッとして速水を見た。

「当時、俺なりに申し訳ない思いがあったんだ。女性の体だけ弄んでるみたいで。せめてレストランで一緒にご飯を食べたりカフェでお茶でもと思っても、彼女はさっさと帰ってね。思わず書いてたんだ」

「そうなんですね」

　のどかは聞いていて驚きつつ、その性欲の強さにも驚かされる。

　同時に野中は自分のことを明かされて赤面していた。

「だから、同時に五人もの男性とお付き合いを？」

「悪いんですか？」

「悪い……？」

「私、いつかは恋人にと思って、五人同時に付き合ってたの」

「同時に五人も付き合っていた？」

　もう全く意味が分からないと思い、のどかは頭を抱えたくなった。

　もはやのどかの恋愛キャパオーバーだ。

「いつかは振り向いてくれるだろうと思って、色々な男性と同時進行で付き合って、一番振り向いてくれそうな速水さんを第一候補に頑張ってたんです」

「待ってください」

　のどかは聞いていられなくなって思わず話を止めた。

　もはや自分と価値観が違いすぎて、話にならない気がしているのだ。

「好きな人が同時に一人以上出来ることってあるんですか？」

「え？」

「第一候補とか、第二候補とか、よく分かりません。一人の人を一番に考えて愛するものではないのですか？」

「そ、そうですけど？」

　野中は居心地悪そうに答える。

「ではなぜ五人も？」

「私は五人愛せるから」

「五人を同等にですか？　それはおかしいです。誰かが嫉妬します。あなたが良くても、相手には失礼です」

「そんなことないです。私に愛されて幸せなはずですから」

「本当にそうでしょうか。会えない日や他の男性と体を重ねていることを考えると不安になっていることはないんでしょうか？　ましてやみんな本気の恋愛なら。セフレとはそんなに都合のいいものなんでしょうか？」

　のどかは速水にも聞いた。

「速水さん、私にはあなたも分かりません。都合よく女性と体の関係だけを持とうと思っていたなんて。どうしてそんなことを？」

　速水も顔を引き攣らせる。

　まさか自分が問い詰められるなんてという表情だ。

　しかし、のどかにしてみれば、速水に問い詰めたい気持ちが燻っているのは当然だ。

　自分と結婚前に起きたいざこざを、のどかを同席させて解決させる。

　それ相応に説明してもらわないといけないだろう。

　速水ほどの男が、それを予想出来なかったとは思えないのだが。

「のどか。つまり、男は定期的に理性が利かなくなるような欲望が湧く」

「性欲ですか？　それはプロに任せれば良かったのでは？　いずれ結婚する相手を見つけると分かっていながら、セフレで誤魔化すなんて、都合のいい話では？」

「ご、ごめん」

　速水は早々に謝ってきたが、のどかは許せるような気分ではなかった。

　この一件は、野中だけが悪いわけじゃない。

　速水だってセフレが欲しいなどと思い、両者合意で楽しんだわけだ。

　それを速水が一方的に関係を切ったから、野中が復讐している。

　もしも、結婚してもセフレという関係を続けていたら、それはそれでのどかも幸せにはなれなかったが、誰かを犠牲にして結婚が成り立つのは自分の考えには反していた。

　それがたとえセフレでも。

「のどか、ごめん」

　速水が頭を下げてくると、野中が笑った。

「奥様、怒っちゃいましたね。そりゃそうですよね？」

「いえ、私は自分のポリシーに反することを夫にされて怒っているだけです。もし、速水さんがお見合いを反故にして野中さんと付き合うということになっても、私は問題ありませんでした。父に言って、会社の関係だけを結ぶことも可能だったと思います。でも、速水さんはどうしてそれをしなかったのかと」

　のどかは胸が痛んだ。

　野中を捨てる形で速水はより多くの財や地位と、家庭を得たのだ。

　のどかだって黙っていていいわけがない。

「最初は、寂しさを埋め合うだけのセフレの関係だった」

　速水がポツリと呟いた。

　のどかはじっと速水を見つめる。

　野中は何を話すのかと速水を見据えていた。

「互いに体だけ求め合うだけだから、後腐れなく求め合えて幸せといえば幸せな時間を過ごせていたと思う。でも、次第に彼女は俺に恋愛感情があるんじゃないかと思えてきた」

「やはりそれを切り捨てたんですね？」

　のどかは速水をジッと見据えた。

　自分の結婚がそんな風にして成り立つのなら、今後の関係は考え直さないといけないかもしれない。

　しかし速水は首を振った。

「野中には付き合ってる人が他にもいる、恋愛感情なんかに振り回されるわけがないと笑われてしまったよ。特定の彼氏も作る気はないと」

「ですが、現状、野中さんはこうして怒っていますが」

「結婚も考えて、きちんと話したこともある。結婚した方が安定するならそうすると。でも、それも考えないと笑い飛ばされた」

　速水はそう言って、スマホを操作してスケジュールアプリを見せてくる。

　その日はクリスマスイブで『野中と大切な話』と書かれていた。

「大切というのは、プロポーズということですか？」

「まあ、それに近いことを話した。でも、完全に振られて、俺はセフレに過ぎないんだと言われたんだ」

　のどかは頭がおかしくなりそうだった。

　もう一度整理して考えてみようと、スケジュールアプリをチラ見する。

　日付はのどかと出会う前だ。

「つまり、私と出会う前に野中さんにプロポーズをして振られたと？」

「そういうことだよ、のどか」

　速水が肩を落として笑うと、野中が奥歯をギリギリ鳴らすように苛立ちの表情を見せる。

「その後も体の関係を続けたんですか？」

「本意じゃないけど、彼女が求めてくれば応じるしかない」

　のどかは段々分かってくるものの、まだ野中の考えは理解し難いものが多かった。

　五人と同時に付き合うことの意味。

　そして、簡単に速水を振ったこと。

　さらに、振った相手に嫌がらせをする。

（野中さんは何がしたいんでしょうか。私には見当が付きません）

　のどかが黙り込んでしまうと、速水が言った。

「のどか、君が理解出来なくて当然だ。野中はのどかと正反対の女性だからね」

「正反対？」

「俺を振ることに快感を覚えて、結婚したらその家庭をメチャクチャにしたくなる。そして俺をのどかから横取りしたと思ったらあっさり捨てる。そういう筋書きを書いてるんだろう」

「なんのためにですか？」

　のどかは純粋な眼差しで速水を見た。

　しかし彼は目を伏せる。

「のどか、それは野中に聞いてみてくれ。俺にも分からない」

　のどかは分からないと言われたので、野中に同じ質問をした。

「人の幸せを壊すのが好きなんです。私、他人のものを横取りした時に一番満たされるから」

「どうしてでしょう？」

　のどかが思わず聞いてしまうと、野中は面倒だとばかりにため息を吐いた。

「ここであなたに教える意味ありますか？　私の幸せの快感とあなたの価値観は違うってことが分かればいいじゃないですか」

「そう……ですね」

　のどかは静かに頷くと、野中を見ていられなくなった。

　まるで自分が生きてきた世界にはいなかった、恐ろしいタイプの人間に見えるような気がしたのだ。

　これ以上踏み込んでいいのかも分からなくなってくる。

「のどか、大丈夫か？　顔色が悪いな」

「すみません」

「俺はのどかだけを考えて結婚した。信じてくれ」

「……はい」

　のどかはそれを信じていいんだろうと思えた。

　しかし、速水だって寂しさを埋めるためにセフレを作っていたことは事実だ。それを許していいのかは分からない。

「のどか。ごめん。俺はのどかを愛してる」

　のどかは言われて顔を上げた。

「本当ですか？」

「こんな所に連れて来て悪かった。もう二度とこんな思いさせない」

　速水はぎゅっとのどかの手を握り締めてくる。

　目の前に座っていた野中は、ため息を吐いた。

「奥様お疲れのようだから、私は帰ります」

「待て。もう俺に仕事以外でかまうな」

「分かりました。もうこんなの嫌ですから」

　野中が立ち去ろうとした時だ。

「場合によっては、君を法的に訴えることも考える。これ以上関わらないでほしい」

　野中の肩が震える。

「本当に奥様一筋なんですね。もう横取り出来ないみたい……」

「君のことだから、またほとぼりが冷めた頃に同じようなことをしてくるかもしれないと思ったんだ。でも、こっちにはきちんと記録が残っているし、弁護士もいる。今度はきちんと法的手段を取る」

「結婚まで匂わせておいて？」

「それをキミは笑って断ったんだ。もう俺たちの家庭に踏み込まないで欲しい」

　速水がきつく言うと、野中は深いため息を吐いた。

「速水さん、体の相性抜群だったのに……」

　そう言って立ち去っていくのを見送って、速水はすぐにのどかを抱きしめてきた。

「ごめん、のどか。聞きたくないことを沢山聞かせて」

「いえ、これも妻の務めです」

　そう言いつつ、速水に抱きしめられるなり涙が溢れ出してくる。

　野中のきつい言い方や態度が今になって応えてきたのだ。

　今までぬるま湯のような温かい生活と学友に恵まれてきたせいか、怖くすらなってきた。

「私、今になって怖くなってきました。野中さんを相手によくあんなに色々と」

　のどかは、震えながら自分が色々と言ったことを思い出そうとする。

　しかし、あまりに必死で思い出すことも出来ない。

「ありがとう。のどかはいつでも真剣で純粋だから」

「速水さんにも酷いことを言ってしまってませんか？」

「俺は言われて当然なんだ。気安くセフレなんて作ったから」

　そう速水に言われてのどかはハッとする。

「あの、私、まだよくセフレというものが分からないのですが」

　のどかが言うと、速水が言った。

「のどかには必要ないよ。俺がいるから」

「そうですね」

　のどかは抱きしめられながら、速水の体温を感じてホッとした。

　すると速水がそっと口付けてくる。

「は、速水さん、こ、こんなところでっ」

「大丈夫、ここは外に音も漏れない」

　確かに、壁も頑丈そうに見える。

　隣の部屋の話し声も聞こえてこない。

「こ、ここで？」

　のどかは潤んだ瞳で見つめた。

　急に求められて、体が疼き始めている。

「俺は今のどかのことが欲しいよ」

　言われて、のどかは以前より速水のことを好きになっていくのを感じた。

　野中が他人のものを横取りする快感が好きだと言っていたが、今回のそれは、自分の家庭を守り切った快感なのかもしれない。

　体中が速水の熱を感じて敏感に反応し始めている。

　立たされて、テーブルに手を突くと尻を突き出す格好にさせられた。

　するとそのまま服越しに胸を後ろから揉まれる。

「あっああっ！」

「いつもより感じてないか？」

「そ、そんなことはっ。音は本当に平気ですか？」

「気になるなら、これを咥えて」

　言われて、のどかはハンカチを噛まされる。

「んっ」

　涎がすぐに染み込んで、息苦しい状態になるが声が漏れて恥ずかしい思いをするよりマシだ。

　すると、ワンピースをするすると脱がされてすぐに下着姿にされてしまう。

　ブラを外されてたわわな胸が現れると、すぐに先端を扱かれた。

「ンンッ！」

「ハンカチ取っていいよ。のどか」

「らめ……」

　のどかは懸命にハンカチを噛んで堪えた。

　こんなところでセックスなんてと思うと、恥ずかしさでどうにかなりそうなのだ。

（いくら速水さんが選んだ個室とは言われても……）

　丁寧に扱かれていくと、ピンと先端が尖りすぐに胸をムニムニと揉まれ始める。

「んっんっ！」

　蜜がジュワジュワと溢れ出して、のどかは腰を揺らした。

　腹の奥から切ないものが込み上げてきて、立っているのが辛くなってくる。

　しかし、速水は先端をこねたり揉んだりして、楽しむようだった。

「速水……さっ」

「首筋に痕つけとく」

　言われて軽く痛みが走ると、そのまま背中を舌が伝う。

「んっんんっ！」

　ゾクゾクした甘い痺れを感じながら、のどかは体を震わせる。

　蜜はたっぷりと溢れ出して、今にも滴り落ちるのではないかというほどだ。

　速水は指先をそっと秘丘に当てて、触れてきた。

「んあっ！」

「声出して大丈夫だよ、のどか」

「らめ……です」

「じゃあ、我慢出来なくさせてあげよう」

　のどかが何が始まるのかとドキドキしていると、指がいきなり三本突き入れられた。

「ふああっ！」

　グチュグチュといきなりかき混ぜられると、のどかは息をするのも辛いほどになる。

　テーブルを支えにしていないと立っていられなくなり、足は小刻みに何度も震えていた。

「んっんんんっ！」

　グチュグチュと卑猥な音が部屋中に響き渡ると、今度は激しい抜き差しが始まる。

「ンンンンッ！」

「ナカがとろとろだ。のどかは欲しくなってる頃かな？」

　のどかは涙目で頷いた。

　もう腹の奥が切なく疼いて止まらず、熱を欲している。

　しかし、ここで速水が簡単にくれるとは思えない。

　速水はたっぷりとのどかとの時間を楽しむことに決めているようだ。

「のどか、もっと蜜を溢れさせないといけないね？」

　そう言うなり、のどかの前に跪いて股に顔を埋めてくる。

　そしてちゅうちゅうと蜜を舐め取り出したのだ。

「んあっ……んあっ！」

「そろそろ、ハンカチ一枚じゃ限界じゃないかな？」

　速水に言われてスルッとハンカチを取られてしまう。

「あっ！」

　いきなりのことに驚いたが、涎に塗れたハンカチを咥えているのはもう限界で、声を我慢することも辛くなっていた。

「速水……さん」

「声は大丈夫」

　そう言って、速水は丁寧に秘玉を転がすように舐め始める。

「あっあああっ！」

　のどかは我慢していた分、激しく喘いでしまう。

　楽しむように舌先を使って蜜玉を転がされていると、頭がくらくらしてきて何も考えられなくなりそうだ。

　舌先はツンツンと突いたりして、蜜玉を弄ぶようにしている。

「あっあああっ！　速水さっ！」

「イキたい？　のどか」

「こ、こんなところでっ」

「大丈夫……。そういうのも織り込み済みの個室なんだよ」

「そうなんですか？」

　のどかは分からないとばかりに速水を見つめるが、ふわりと微笑まれるだけだ。

　自分の考えが今日は覆されることばかりだ。

　そんなことを考えていると、速水は舌先を蜜壺に挿入してきて丁寧に内壁を舐め始める。

「ふあああっ！」

「ナカも蜜が止まらないみたいだ」

「だ、だめっ……。それ以上……されたらっ」

「ここでイクのが怖い？」

　のどかが頷くと、速水はそれならばと、指先でさらに刺激を増やすように蜜玉を弄ったり内股を摩ったりしてくる。

「あっああああっ！」

　のどかは蕩け切って、何も考えられなくなりそうだった。

　のどかはテーブルにしがみつくように立つことしか出来ず、速水が楽しそうにむしゃぶりついている状態だ。

「あっあっ！　イッちゃっ！」

「ナカが締まってきたね」

　舌先を使って丁寧に内壁を擦り上げられて、のどかは一気に頂きを昇り詰めてしまう。

「あっああああっ！」

　思い切り果てると、のどかはがっくり力が抜けてテーブルに突っ伏した。

　すると、すぐに速水に抱き起こされてソファに寝かされる。そしてそのまま、足を抱えられた。

「速水……さん……」

　とろんとした目で速水を見つめると、速水はいつも必ずしている避妊具を装着せずに男根を蜜口にあてがっている。

（え？）

「子作り、そろそろしないとダメかな？」

「……あの……」

「まだ早いと思ったんだ。のどかとの時間を楽しみたかったし」

「私との時間？」

「のどかはまだ若いし、子作りのためのセックスなんて義務的なことさせたくなかったから」

　言われて、のどかは胸がキュッと詰まるような思いになる。

　自分は早く速水と一つになって幸せの象徴を得たいと思っていたのだ。

「私は、速水さんの子供が早く欲しかった……です」

　のどかが思わず言ってしまうと、速水は苦笑した。

「じゃあ、今日からたっぷり愛するしかないな」

　そう言って、男根を蜜口にあてがうとゆっくりと挿入してくる。

「あっあっあっ！」

　熱を感じて体を震わせていると、一気に最奥まで貫かれる。

　のどかは初めて感じる快感に震えつつ、速水とようやく一つになれたことに幸せで満たされていた。

「速水……さん」

　のどかが速水のことをうわ言のように呼ぶと、彼はそっとキスをしてくる。

「んっんっ」

「ほら、そんな甘い声で啼いて」

「だって、私、幸せです」

　腹の奥で熱がヒクヒク蠢いて、のどかは不思議な気分だった。

　たった一枚の薄いそれがないだけで、速水との繋がりが一層深まった気がするのだ。

「奥にいっぱい速水さんを感じます」

　のどかが言うと、速水は丁寧に胸を揉んでくる。

「あっ！」

「可愛いな。のどか。ナカ、気持ち良すぎる。動くぞ」

　言われて、腰を使われるとのどかのたわわな胸が揉まれながら揺れる。

「あっああああっ！」

「くっあっ！」

　今までになく速水も悶え、のどかは少し突き上げられただけでも朦朧としてしまいそうだった。

　そのまま揺さぶられていると、最奥を思い切り突き上げられて、のどかは甘い声を何度も上げてしまう。

「あっああっ！　速水さんっ！　速水さんっ！」

「のどかっ！」

　熱が膨張して、抜き差しが速くなってきた。

　のどかは速水にしがみついて、腰を自らも揺らしてしまう。

「あっあっ！　速水さんのことで頭がいっぱいっ」

「俺ものどかしか考えられない！」

　その刹那、腹の中にたっぷりと白濁が霧散する。

「あっあああああ！」

「くっううう！」
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　全て飲み干しきれずに滴り落ちると、のどかはぼんやりと速水に抱きついた。

　初めての濃密なセックスに、のどかはまだ現実を受け止めきれないでいる。

（子作りって激しい……）

　普段のセックスよりも快感と繋がりを感じたような気がして、のどかはぼんやりしてしまう。

（私、速水さんともっと繋がりたくなって……）

　のどかは果てたばかりなのに、まだ速水のことが欲しいことに恥ずかしい思いになっていた。

「のどか、まだできる？」

「え？」

「もっとしたい」

「私も、です」

　そう言うなり速水に抱き起こされて、立たされる。

　とろとろと蜜が溢れ出して足を伝い落ちるが気にする暇もなく、壁に手を突かされて尻を突き出す格好にさせられた。

　まだ果てたばかりで身体中が疼いている状態で、のどかはぼんやり速水を見る。

　すると、速水の熱がまた膨張して蜜口にあてがわれる。

　一瞬驚きつつ、のどかは胸を高鳴らせた。

　一気に突き上げられると、のどかは嬌声を上げる。

「あっああああっ！」

「ナカが蕩け切ってる。グチュグチュいって。エロい」

　言いながら、速水はのどかの胸を楽しむように揉み始める。

「あっあっ！　またイッちゃう！」

「何度もイクといい。俺はもう止められない」

　言われて、のどかも箍たがが外れた気分になった。

　先ほどから速水と触れる部分が熱くなって疼きまくり、触れられるだけでもイキそうなのだ。

「あっあっ！　またぁ！」

　少し胸に触れられただけで果ててしまい、のどかはぐったりしてしまう。

　すると速水は果てた状態ののどかを抱きしめながら後ろから突き上げてくる。

「あああああっ！」

「のどかをめちゃくちゃにしたい」

「速水……さん……」

「これでも、今まで理性的に振る舞ってた方だったんだ」

　のどかは信じられないと思うが、今の状況を見れば理解出来た。

　体がヒクヒクして快感が止まらず、頭がどうにかなりそうなのだ。

「おかしくなっちゃ……」

「のどかがそんな風になったら、俺が最後まで面倒みるから。そのまま快感に浸るといい」

「らめっ……やああっ！」

　体中がビリビリして、のどかはまた果ててしまう。

　腹の奥がキュウっと締まり、男根をたっぷりと咥え込んでいるはずだが、激しい蜜の量によって、速水は滑りに任せて抜き差しをするばかりだ。

「あっああっ！」

「のどか、こんなエロい体になって。俺は嬉しいよ」

　速水の呟きに、のどかは不思議な気持ちになっていた。

　確かにこんな体にしたのは彼だ。

　たっぷりと一人エッチを教えてくれたし、エッチも堪能出来るように導いてくれた。

　しかし、それすらまるで彼が敷いたレールの上を走っていると言わんばかりだ。

（体が速水さんのために反応するみたいになってる）

　のどかは不思議な感覚になりながらも、たっぷりと後ろから突き上げられる。

　次第に隘路が狭くなり、速水も抜き差しが難しくなって呻いた。

「うっくぅ」

　のどかは今にも頽くずおれそうだったが、速水に支えられて懸命に立っていた。

　しかし、抜き差しが猛然とスピードを上げる。

「あっああああ！」

　最奥を何度も突かれて、子宮が揺さぶられるような錯覚に陥る。

「またっ……っ！　イッちゃう！」

「のどか。そろそろ……っ」

　そう言って忙しなく息を切らしながら抜き差しを速めていく速水。

　互いに息をするのがやっとの状態になり、頂きを昇り詰めていく。

　その刹那。

「あっああああっ！」

「くぁ！」

　互いに果てたと同時に白濁がたっぷりと注がれる。

　大腿に精が伝い落ち、のどかは壁にもたれるように立った。

　すると後ろから速水が抱きしめてくる。

「のどか。のどかっ」

「速水さん」

　互いに名前を呼びながら息を整えていると、速水がのどかにキスをしてくる。

「んんっ……また……したくなっちゃいます」

「何度でもする」

　のどかは潤んだ目で速水を見つめた。

　すると、今度はダイニングチェアに座らされて強引に熱をねじ込まれる。

「あっああああっ！」

　無理な体勢だろうが、もはや構わない。

　のどかは速水と愛し合うことの方が優位になっていて、そこが個室レストランであることすら忘れそうになるほどだった。

　たっぷりと愛し合った後も余韻は冷めず、二人は帰宅してからもたっぷりと浴室やベッドで愛し合い、互いの愛情を確認し合った。









第四章　　本当の幸せな結婚生活を手に






　のどかはエントランスの掃除のために床にしゃがんで雑巾を絞っていた。

　すると、佐伯が来てクスッと笑う。

「雑巾絞りも上手になったじゃないですか、奥様」

「奥様はやめてください！」

　のどかは言うと、雑巾をさらに固く絞る。

　速水の妻であることがバレて以来、ずっと奥様というあだ名が付けられているのだ。

　しかし、接し方は変わらず熱心に仕事を教えてくれる。

　のどかがエントランスの調度品を真剣に拭いていると、出社した社員がゾロゾロとエレベーターに向かうのが見えた。

（速水さんはもう社長室かな。今日は朝早かったから）

　そう思いながら擦ると、ピカピカに壺が光り始めた。

　自分でも納得して拭き終えると、また雑巾を洗い絞り始める。

　すると佐伯が、モップを渡してきた。

「ちょっとあっちの方の掃除も頼んでいい？　私トイレ掃除終わらせたいから」

「分かりました！」

「元気になったわね〜。最初に会った時は元気もなかったのに。特に最近勇ましさまでついたような気がするわ」

　佐伯に言われてのどかは苦笑した。

　野中との一件があったせいだろう。

　そして、速水と子作りを始めてすっかり身も心も速水の虜になっているせいもあるかもしれない。

　もはや何も知らない処女ではなくなったのだ。

　少しは勇ましさも増したかもしれない。

（特に最近の夜は速水さんが激しくて、仕事に影響出そうで。気合い入れて仕事してるせいもあるかもしれません）

　のどかはそんなことを思いつつ、昨夜もたっぷりと愛されたことを思い出して赤面する。

　すると佐伯が微笑んだ。

「あら、上の空だけど。もしかして社長のことが恋しい？」

「は、はい。あ、えと、会いたいですけど！　仕事はきちんとやりますから！」

　のどかは、無意識に目を向けていた社長室のある方角から目を逸らす。

「ラブラブそうでなによりよ。でも、本当に信じられないのよね。速水社長が結婚して落ち着くなんて」

　佐伯に言われて、のどかはドキリとした。

　何を言い出すのかと聞いていると、佐伯は言い出す。

「秘書と付き合ってるなんて噂があった時、私たちの間じゃ、心配の種だったのよ。身近なところで済ませるタイプだったのかしらって。それでもいいんだけど、秘書の悪い噂も知ってたからね〜」

「え？　秘書の悪い噂？」

「何人もの男と付き合ってて、社長のことも遊びじゃないかって噂。まあ、一部の女子社員の話を聞いただけなんだけどね〜」

　佐伯がぼやいたことに、のどかは驚きを隠せなかった。

　野中は実際に五股していたし、そんなことをいつの間にか聞いているなんて凄い情報収集能力だ。

「でも、家庭に落ち着いてくれてよかった。真面目に仕事してるタイプだものね」

「はいっ。仕事好きな人だと思いますので」

「じゃあ、私も張り切ってトイレ掃除してきましょうか。フロアの掃除お願いね」

　言われて、のどかはすぐに雑巾を洗い、モップを握りフロアを掃除し始める。

　それもいつの間にか手慣れてしまい、さっさと拭くことが出来るようになっていた。

　以前だったら、モップが重くて上手く動かせなかったがもうそんなこともない。

　一通りモップをかけ終えると、佐伯もトイレから出てきてのどかのところにきた。

「お疲れ。すっかり手慣れたものね」

「いえ！　まだまだです」

「でも、最初は雑巾も絞れない、水はぶちまけるって大変だったじゃない。今なら何でもお願いして平気だし、もう一人前だわ」

　佐伯に言われてのどかは嬉しくなった。

　こんな風に褒めてもらえるとは思えず、今まで努力してきた甲斐があると思える。

　大変だった時もあったし、体力仕事なだけに体が思うように動かない時もあった。

　それを責めることなく黙って見守ってくれて、かえって申し訳なさを感じてひたすら仕事をしていたのだ。

　ようやく、仕事でも佐伯たちから認められて嬉しい。

「真面目だし、簡単に仕事辞めるなんて言わないでね」

「言いません。私はこの仕事が好きですから」

「奥様なのに偉いわ。本当に頭が上がらない時があるのよ？」

「揶揄からかってますね？」

「バレバレね！　じゃあ、会議室に行きましょうか。そろそろ部屋を任せて一人でお願いしたいのよ。人手が足りないから、各自別々にやった方が早く終わるから」

「会議室は、じゃあ私が一人で」

「ううん。あそこは大きい会議室だから二人掛かりなの。私も行くわ。他の部屋だったら、そろそろ一人でお願いしたいところね」

「分かりました」

　のどかが返事をすると、佐伯はにっこり微笑んだ。

　ようやく仕事でも認めてもらえてのどかは充実感に満たされる。

　佐伯と二人で荷物を運びながらエレベーターで五階に上がり大会議室に向かった。

「ここで重役たちが集まって、色々決めるのよ。大事な場所だし、調度品も高価なものばかりだから、気をつけてね」

「はい」

　返事をして、のどかは雑巾で調度品を拭き始める。

　丁寧に拭きあげ、棚も丁寧に二度拭きしていると佐伯が声をかけてくる。

「ずいぶん慣れてきたわね」

「いえ」

「ここの掃除を任されるようになったら、もう一人前。後は機材の使い方を覚えたりして楽に掃除していく方法を覚えるだけだから。最初は大変だったけど、頑張り屋だったからねえ」

　褒められて照れてしまい、のどかは頬を染めた。

　こんな風に他人から褒められたことがあったろうか。

　今までは父の立派な娘として振る舞わなければという意識が強くて、自分が褒められる時は結婚して子供を産む時くらいだろうと思っていた。

　しかし、自分から仕事をして褒められると嬉しさが込み上げてくる。

（この仕事、やって良かった）

　そう思って掃除を再開した時だった。

　速水が会議室に現れたのだ。

　驚いていると、速水が佐伯に声を掛ける。

「すみません。まだ掃除中ですか？」

「いえいえ。もう終わるところですし……」

　佐伯は少し頭を下げながら速水に言っている。

　のどかは少し照れながら、速水を見つめた。

　仕事中の彼を見るのは久しぶりなのだ。

「じゃあ、すみません。先にここで仕事を……」

　そう言った時だ、のどかの存在に気がついて速水がはっとした顔をする。

「お疲れ様です。速水さん」

「のどか、いたのか」

「はい。今日はここの担当なんです」

　のどかがにこやかに答えると、佐伯は言った。

「私は先に戻っていますね」

　佐伯は嬉しそうな顔をして去っていく。

　待って欲しいと思いつつ、のどかは速水の方に近づいた。

　速水は会議室の扉を閉めると、のどかをじっと見つめてくる。

「頑張ってる姿を見れて嬉しい」

「私も、速水さんの仕事中の姿が見れて嬉しいです」

　速水はどこか照れた様子を見せて、頭を掻いた。

「初めて会った時は、何も知らない女性だったのにな」

「そうですか？」

　のどかがきょとんとした顔をしてしまうと、速水は苦笑した。

「そうだよ。結婚は家同士だの、お互いの子孫繁栄だの。到底年下の女の子が言う言葉じゃなかった。でも今は働いて、俺に甘えたりして、年相応な態度を見せてくれてる気がする」

「嬉しいですか？」

　のどかは上目で聞いた。

　努力のおかげで速水が自分に興味をさらに持ってくれるなら、この仕事をした甲斐があったというものだ。

「嬉しいも何も、出来過ぎなくらいだ」

　速水はまた恥ずかしそうに照れた表情をする。

「そんなに嬉しいですか？」

　のどかは不思議そうに見つめる。

　自分のしている行動は、妻としては当然でもあり、速水にとって相応しい女性になるための一歩に過ぎない。

　それなのに、そんなに恥ずかしそうな顔をされると少し困ってしまう。

「実は黙っていたんだけど。今、凄い幸せな気持ちと達成感で満たされてる」

「達成感？」

　速水は言いにくそうに口を開いた。

　のどかはなんだろうと見つめる。

「俺は昔から育成ゲームが好きで、特に若い頃はハマってやってたんだ。そのせいか、のどかに一人エッチを教えて欲しいと言われて、スイッチが入って、育ててあげたいと思って」

「育成ゲーム？　なんでしょうか、それは？」

「自分好みに女性を育てたり、動物を育てたり、村を作ったり……」

　速水が恥ずかしそうに言うので、のどかは顔を染めた。

（女性を育てる!?　わ、私、育てられていたんですか！）

　のどかは恥ずかしくなってしまって顔を覆った。

　自分は出会った時から、速水に育てられていたらしいのだ。

「あの、私はそんなつもりでお願いしたわけでは」

　のどかは顔を真っ赤にして、背を向けた。

「ごめん。でも、のどかはゲームより素直な反応で、どんどん応えてくれて、嬉しくて俺もハマってくのが分かった。あまりゲームをするタイプだと思われないから、恥ずかしくて言わなかったけど」

「本当に恥ずかしいです。私、そんな風に見られていたなんて」

「違うっ。その、一人の女性として、きちんと成長させたいと思ったんだ」

「成長って言われても」

　のどかは恥ずかしくてたまらず、自分が今まで従順に応じてきた日々を思い出す。

　思えば、彼のいわれるままに従ってきたし、おあずけされると欲しくなるようなこともされた。

　元々女性の扱いは手慣れているかもしれないが、彼の場合はゲームによって、さらに色々と妄想補完してのどかを成長することに長けていたのかもしれない。

（あの恥ずかしい毎日は、彼のゲームでは当たり前のことだったと思うと）

　のどかは顔を覆った。

「のどか、ごめん。違うんだ。一人の女性としてきちんと成長して欲しくて、俺だって本気だった。遊びの延長だなんて思ってない」

「そうかもしれないですが」

　のどかは自分のしてきた行動があまりに従順だったことを後悔しそうになる。

「俺はのどかのことが本当に好きで。そういうゲームとは関係なく、どんどんのめり込んでいってた。だから、次第に理性的な行動が取れなくなって。今ものどかのことで頭がいっぱいになってる」

　速水に言われて、のどかはドキリとした。

「仕事中でも私のことを考えてるんですか？」

「情けないけど、意外なところでのどかに会えて、嬉しくなってる」

　速水は嬉しそうにのどかを力強く抱き寄せる。

「こ、こんなところで」

「言っただろ。今は自制も利かないくらいのどかが好きなんだ」

　速水に言われて、のどかは嬉しくなる。

「私、速水さん好みになれて嬉しいです」

　ドキドキしながら言うと、顎を掬われて口付けられる。

「んっんっ……」

　速水がすぐに舌を突き入れてくるので、のどかは応じるように舌を絡めた。

　すぐに甘い吐息が漏れると、のどかは速水の首に腕を回す。

　互いに求めるようにキスをしているうちに、速水は会議室のドアの鍵をかけてしまった。

「だ、大丈夫ですか？」

「掃除中だと思うだろ」

「速水さん……」

　速水はのどかにテーブルに手を突いて尻を突き出す格好をさせる。

　すぐに後ろから服越しに胸を揉まれると、のどかは甘い声をあげた。

「あっああっ！」

　普段なら仕事をしている格好でセックスをするなど考えたこともなく、のどかはいつも以上に敏感になっていた。

　しかも、作業服が下着と擦れて敏感なところを刺激してくる。

　丁寧に服の上から先端を扱かれていると、のどかはたまらずまた声をあげてしまう。

「あっあっ！」

「今日は声を我慢しないね？」

　速水に言われてのどかはハッとした。

「ご、ごめんなさいっ」

「いや、声は出して欲しい。いつも重役が来るのは遅いから」

「でも……」

　のどかが恐る恐る聞くと速水は言った。

「なんとでもごまかすよ。俺は指定の時間より一時間早く来てるし。大丈夫だ」　

　のどかはほっとするものの、もしも他の人が早く来たりしたら大変だ。

　こんなところでセックスなんてやめた方がいいと止めようとすると、すぐに口付けられる。

「止められないんだ」

「速水さん……」

（そんなに、私のこと……）

　頭が蕩けてしまいそうなキスに、のどかは体を委ねてしまう。

　作業服を丁寧に脱がされて上半身半裸にされると、ブラを剥ぎ取られる。

　そのまま、後ろから丁寧に揉まれて先端がピンと尖るほど刺激された。

「あっああああ！」

「可愛い声が響いてるな」

「だ、だめですっ」

「そんなこと言っても、止めるつもりはないな」

　速水の甘い低音が、のどかの脳内を揺さぶるようだった。

　甘美な刺激が、のどかの正常な心を侵食していく。

（もし、人が来たら……）

　のどかは清掃員の姿をしている。

　速水がどんな疑いを掛けられるかも分からない。

　そんなことが想像出来ないはずもないのに、速水は手を止めるどころか、するすると作業服を脱がして床に落とした。

　全裸にされてしまうと、のどかは恥ずかしくてどうにかなりそうだ。

「のどか、綺麗だ」

「でも……こんなところで……」

「今がいいんだ。のどかが頑張ってる姿をたっぷり堪能したい」

　そう言われて、のどかは秘丘を丁寧に指先でなぞられてから蜜芽を捏ねられる。

「あっああっ！」

「蜜が溢れ出した。止まらないみたいだ」

「だめっ……こんな……速水さんっ！」

「そんな風に言われると、余計に燃える。普段は素直だから」

　のどかは困惑しつつも、体の奥がジンジンと疼き出してしまう。

　速水は丁寧に蜜玉を転がし始めて、蜜と混ぜ合わせる。

「あっあっ！　イッちゃう！」

「じゃあ、もっと刺激しないといけないな」

　速水はすぐに指を二本突き入れると、抜き差しを速めた。

「あっあああああ！」

　のどかはすぐに果ててしまい、蜜をたらりと垂らす。

　速水はそれを舐めとると、指をもう一度挿入して、何度も抜き差しを始めた。

「あっあああっ！」

「ナカがトロトロだ。またイキそうじゃないかな」

　速水に言われて、のどかは頷いた。

　果てたばかりのところを刺激されてまた小刻みに体が震えているのだ。

「だめっ……ダメェ！」

「そんな風に乱れるのどかが可愛い。あんなにしれっとした態度を見せたと思ったのに、こんなになってしまうんだから」

　のどかはテーブルにしがみつくような格好になって、小刻みに震えて果てた。

「あっああっ！」

「またイケた。のどかが幸せだと俺も嬉しい」

「私も……速水さん」

　のどかは速水を見つめると、そのままテーブルの上に寝かされる。

　そして足を思い切り開かされた。

　速水はすぐに男根を蜜口にあてがい挿入してくると、最奥まで突き入れてきた。

「あっあああっ！」

「奥も締まる……っ」

　ズンズンと突き上げられて、のどかはたわわな胸が揺れる。

　すると、速水が丁寧に揉み始めて先端を摘んだりして刺激を増やしてくる。

「あっあっ！　またぁ！」

　速水の熱を咥え込んだまま、のどかはまた頭の中を蕩けさせて果ててしまう。

「あっああああ！」

「のどか。今日はいつも以上に反応してるみたいだ」

　速水が欲情した声で言うので、のどかは息を切らせて速水に言った。

「速水さんが私の仕事姿を見て反応してしまうように、私だって速水さんの仕事している姿を見て、ドキドキしてしまうんです。好きなんです。速水さんのこと」

　のどかは今までちゃんと口にして言えなかったことを初めて伝えた。

　彼とはまだ体だけ、そして子作りのための夫婦という認識しか共有出来ていない。

　互いに好きだという感情をもうぶつけあってもいいだろう。

　のどかがうっとりと速水を見つめると、彼は嬉しそうにのどかに口付けてくる。

「んっんっ」

「俺も好きだ。のどかがいない人生なんて考えられない」

「速水さん……」

　のどかはそんなことを言われて、胸が高鳴る。

　仕事中にこんな愛の確認をするなんて、今までののどかでは考えられなかったことだ。

　でも、もうそれがどうしてか理解できるようになった。

　のどかは速水を好きで、そこにあれこれと理由はいらない。

　彼を好きなことを体も心も感じていて、今はもうなくてはならない存在だ。

　彼をもっと知りたいし、好きになりたい。

　口付けは長くなり、繋がる時間が永遠にも思える。

「ふあぁ……あっ……あっ」

　互いの唾液を混ぜ合わせるようなキスをすると、のどかはとろんとした顔で速水を見つめた。

　彼もうっとりした表情でのどかを見つめてくる。

「最後までしていいね？」

「ください。速水さん」

　のどかは速水の熱が欲しくなってきて訴えると、腹の奥が先ほどよりもジンジンと切なくなってくる。

　速水は抜き差しを速くして、最奥を突き上げてきた。

「あっああっ！」　

　奥を刺激するような突き上げに、のどかはイヤイヤと顔を振った。

　快感でどうにかなりそうなのだ。

「奥が締まる……っ」

　速水も息を乱しながら、抜き差しを速めていく。

　のどかはゆさぶられながら、頭の中が蕩けきってしまう。

　一気に頂きを昇り詰めてしまうと、奥がきゅっと締まった。

「あっあああ！　イクッ！」

「のどかっ！」

「速水さんっ！」

　その刹那、速水はたっぷりと白濁を放った。

　飲み込めない白濁は足を伝い落ちてゆく。

「あっあああっ！」

　のどかは歓喜の声をあげて体を震わせると、テーブルに体を横たえる。

　速水は全て注ぎ切ると、のどかの上に覆い被さってきた。

「のどか……愛してる」

「私もです。速水さん」

　速水からの告白にすぐに応じると、速水の男根がまた腹の奥で熱を帯び始める。

「えっ」

「ごめん。止められない」

　言われるなり、のどかはクルンとひっくり返されて立たされる。

　そしてテーブルに手を突く格好になり、尻を突き出した。

　すぐに挿入し直されると、のどかは体を仰け反らせる。

「あっああっ！」

　速水が一気に最奥まで突き上げてくると、のどかは果てたばかりなのにすぐにまたイキそうになる。

「速水さんっ！　速水さんっ！」

「のどか。そんなに欲しがってる声出すなんて」

　速水が欲情した声を出すので、のどかは胸を高鳴らせた。

　普段はどこか冷静な部分を残した彼だが、今日は理性が利かない感じだ。

（こんなところでしているせいもあるのかも……）

　のどかはそんなことを思いつつ、後ろからの突き上げで体が揺さぶられる。

　たわわな胸がたゆんと揺れて、後ろから速水がすぐに揉んできた。

「あっあっ！」

「もっとのどかを堪能したい」

「私もです。速水さんっ」

　のどかはそう言うと、速水がずっと避妊していた意味をようやく理解出来た。

　彼はたっぷりとのどかに向けて愛情を注ぎたかったのだ。

　子作りをしたら、のどかは速水よりも子供に向けて愛情を注ぎ始めるだろう。

　そもそも、育児に追われて速水と体を重ねることだってなくなるかもしれない。

　義務で子作りをしているのどかより、彼は愛情のあるセックスをしていたかったのだろう。

（私そんなことも分からずに、子作りを優先しようと。速水さんはそれすら受け入れてくれて）

　のどかが胸をいっぱいにしていると、速水がズンズンと思い切り最奥を突き上げてくる。

「ふあっああっ！」

「のどか、そろそろ、限界だ……」

「私も……です」

　言うなり、思い切り突き上げが速くなる。

　何度も抜き差しされているうちに、のどかは何も考えられなくなってきた。

「あっあっあっ！」

「のどかっ」

「速水さんっ」

　互いに息を切らせていると、もう一度白濁をたっぷりと注がれる。

「あっあああっ！」

　のどかは思い切り体を仰け反らせて悦ぶと、がっくりとテーブルに倒れ込んだ。

　速水も精根尽き果てたように後ろから覆いかぶさる。

　彼の心臓の音が聞こえてきて、のどかは安らかな気持ちになってきた。

「速水さん……。心臓の音、すごいです」

「のどかも、いつも以上に素敵だった」

「私、子作りがしたいって言って軽率でした」

　のどかが謝ると、速水はのどかの頭を撫でてくる。

「のどかの目的は子孫繁栄だろう？　だったら、たっぷり子供を作ればいいだけじゃないか？」

「そ、そうですが……」

（体が持ちません……）

　のどかが恥ずかしくなって頬を染めていると、彼はそっと起き上がり、足に付いた精をティッシュで拭ってくれる。

　幸い床は汚しておらず、速水はのどかの下着を手にすると、着替えさせ始めた。

「もっとゆっくり話していたいけど、ぼんやりしていて誰か来たら大変だから。のどかの裸を見られたくない」

「はい……っ」

　のどかもすぐに服を身につけて、いつもの作業服姿になる。

　速水も乱れたスーツを整えて、髪の毛も整えた。

　互いに何事もなかったかのような姿になったものの、のどかは速水のスーツ姿を見てぼんやりしてしまう。

（かっこいい……）

　のどかがぼーっとしていると、速水がすぐに気がついて微笑んだ。

「どうかした？」

「いえ」

「じゃあ、家に帰ったら続きしよう」

　言うなり、速水はのどかに触れる程度のキスをしてくる。

「んっ……は、はい」

　のどかは胸がいっぱいになって、速水を見つめた。

　そして会議室をそっと抜け出すと、またぼんやりしてしまう。

（まだ仕事あるし、みんなに信用してもらったばかりなのに！）

　のどかはすぐに正気に戻ると、会議室前の調度品を磨き、仕事を終えてロッカールームに戻った。
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　数日後、のどかは速水とのんびり休日を過ごしていた。

雑誌を見たり、映画を見たり、二人だけののんびりした時間を満喫していたところ、速水が言った。

「仕事も落ち着いてきたし、ハネムーンに行こうか」

「は、はい」

「結婚式も、のどかはアレで良かったのか？」

　改めて言われて考えてしまう。

　あの時の結婚式は、互いの家のため、会社のための結婚式だった。

　自分がどうしたいかなんて考えることもなく、お互いが結婚した事実を周囲に知ってもらえれば良かったのだ。

　今考えると、のどかが幸せだったかといえば、それは別だ。

「でも、もう一度結婚式を挙げるとなると」

　のどかは逡巡した。

　一度豪華な式を挙げたのだ。

　また親族だけでも集めて式を挙げるなんて、流石に引け目を感じる。

「二人きりの結婚式だよ。海外で」

「海外、ですか？」

「ハネムーンも楽しみつつ、式も挙げ直す。二人の門出をもう一度仕切り直したいんだ」

　速水に言われてのどかはほっとため息を吐いた。

　そんなことをしてもらっていいのかと思いつつ、今は速水の意見が嬉しくて仕方ない。

　改めて自分たちの幸せを二人きりで味わいたいと思ったのだ。

　考えただけでも胸がドキドキと鳴り出して、嬉しくなってくる。

「式を挙げ直したいです」　

「じゃあ、どこにするか決めよう」

　速水はタブレットを出すとすっと画面を切り替えた。

　そしてすぐに海外挙式について調べ始める。

　ヨーロッパやアメリカ、ハネムーンも兼ねるとなると色々な国が候補に上がる。

　のどかは南の島での結婚式に憧れていたため、候補はハワイやモルディブ辺りになってくる。

「行ってみたいホテルとか、式場とかある？」

「うーん」

　タブレットを見ながらのどかは考えた。

　ハワイには何度か行ったことがあったが、モルディブには行ったことがない。

　しかも、挙式は小島で行われて、神父と船を運転するダイバーだけで、あとは二人きりの時間が過ごせるそうだ。

「モルディブに行ってみたいです」

　のどかが小さな声で言うと、速水は頷いた。

「じゃあ、予約を入れないとな。俺の休みがどれくらい取れるか聞いてみる」

　そう言って、秘書に連絡を入れた。

　野中は、あの一件以来、社長秘書から外されていた。今は別の女性が速水のスケジュールをきっちり管理している。

　野中は解雇こそされなかったものの、社長秘書の担当を外されてからは、別の役職を任されていた。

　とはいえ、社長の一件は見逃せるものではないと、仕事ぶりを見て、その後については決めていく方針となっている。

　野中がまた公私混同なことをしてきた場合、もはや速水の会社にいることは出来ないだろう。

　速水は身辺が整い、のどかとの仲も深まったと感じて挙式の提案をしてくれたのかもしれない。

　新しい秘書は休日の連絡にも関わらずすぐに対応し、速水は休みを四日間取ることが出来た。

「となると、あまりのんびりした旅行にはならないかもしれないが、それでもいいか？」

「はい。行ってみたいところですから」

「じゃあ、予約してみよう。挙式も予約して。現地ガイドも頼まないといけないな」

　速水は手際よく色々と予約を取っていく。

　のどかはそれをぼんやり見守り、速水との幸せを噛み締めた。

「ドレスはどうしましょうか」

「じゃあ、今度ドレスを買いに行こうか」

　速水の提案にのどかは嬉しくなって頬を綻ばせた。

　そして、さらに一ヶ月後。

　二人は予定していたモルディブにいた。

　速水は英語が堪能で、空港での手続きはすんなり通りすぐに宿泊先のヴィラへと向かえた。そこはプライベートバルコニーがあって、海と繋がっているような部屋だった。

　他のヴィラとも離れていて、プライベートも確保されている。

　室内も白を基調にしたソファやベッドで南の島に来たという感じだ。

　そして荷物の整理を終えて着替えると、二人で浜辺を歩くことにする。

　浜辺は夕焼け色に包まれて、日本では見れないような綺麗なオレンジ色の夕日が沈んでいくところだった。

「綺麗」

　のどかが呟くと、速水がそっと抱き寄せてくる。

「のどかと二人きりで来れるなんて嬉しいよ。結婚したばかりの時は結婚生活がどうなるのか心配だった」

「そうだったんですか？」

　のどかは驚いて速水を見た。

　彼はそんな素振りを見せたこともない。

「世間知らずなお嬢さまという感じだなという印象もあったけど、同時に純粋で可愛くて。だけど、結婚に対しては古風な考えがあってさ。俺と二人で生活することになって、二人で抱き合うことになった時、子孫繁栄のためですか？　って聞かれたらどうしようかなって」

「私、そんなに子孫繁栄って言ってますか？　もう言いません……」

　学校や親から教えられた通りのことを口にしていたとはいえ、あまりに無知だったことは今では顔から火が出るほど恥ずかしい思い出だ。

「そんなことはもういいんだ。のどかは本気で信じて頑張ってたんだから。俺は少し寂しかったけど、いつか自分に心を開いてくれるだろうなって信じてた」

　速水は恥ずかしそうに言う。

　彼はのどかのお願いを逆手に取って、丁寧にセックスについて教えていったのだ。

　心を開かないわけがないが、それでも不安な時もあったのだろう。

　速水はゲームはやり込んでいても、実際の女性を育てるのは難しいと思ったろう。

　のどかは速水の手をぎゅっと握り、甘えるようにもたれた。

「今日は日本と違う時間が流れるんですね」

「そうだね」

　のどかは夕焼けを見つめながら、速水の体温を感じてうっとりしてしまう。

　速水はのどかをそっと抱き寄せると、そのまま抱きしめキスをしてくる。

「……っ」

「部屋に戻ろう」

　のどかはキスをされただけでも蜜が溢れそうで、目を潤ませた。

　速水はヴィラに戻ると、すぐにのどかが着ていたワンピースを脱がしてしまう。

　そして窓辺に立たせると、速水もすぐに裸になった。

　のどかは窓に手を突かされると、後ろからすぐに胸を揉みしだかれる。

「あっああっ！」

「のどかっ」

　速水の熱っぽい声を聞いて、今日は眠る時間もなく愛されるかもと予感してしまう。

　こんなに情熱的なのは初めてかもしれない。

　先端を摘まれたり扱かれたりして、のどかはすぐに甘い声を上げる。

「あっあっあっ！」

　すぐに先端を尖らせてしまうと、のどかは蜜が溢れて止まらなくなってくる。

　腹の奥がジンジン痺れるようになってきて、すぐに熱が欲しくなってきた。

「速水……さ……ぁ」

　のどかが自分でも信じられないほど甘えた声を出してしまうと、速水はすぐにのどかを振り向かせてキスをしてきた。

「んんんっ」

「のどか、止められない」

「私もですっ」

　初めてのどかは自分の中の欲望が弾けてしまうのを感じた。

　それまでは速水にされるがままだったが、まるで箍が外れたように速水のことが欲しくてたまらない。

　ムニムニと胸を揉まれていると、のどかは息を乱して悶えた。

「あっああっ！　速水さんっ」

　速水は熱心に胸を揉むと、今度は後ろから蜜芽を摘んでくる。

「あああああっ！」

　すぐにグチュグチュと卑猥な音を立てて弄られてしまうと、のどかは頭がくらくらしてくる。

　丁寧に捏ねられてしまうと、それだけでも果てそうになる。

「あっあああ！　イッちゃっ！」

「我慢しないでいい、のどか」

　速水にそう言われ、のどかは意識を朦朧とさせてしまう。

　指先は丁寧に蜜芽を捏ねたり摘んだりして、さらには秘丘を往復してくる。

「あっああああ！」

　すぐに果ててしまうと、蜜が溢れ出した。

　のどかは力が抜けそうになるが必死に堪えて足に力を入れる。

　すると速水は指を三本いきなり挿入してきた。

「あっあああっ……ああっ！」

「ナカはとろとろだな」

　速水の熱っぽい声を聞きながらのどかの頭の中も蕩け切っていた。

　グチュグチュと音を立てて掻き混ぜられると、のどかはまたすぐに果ててしまいそうで懸命に堪えてしまう。

「あっああっ！」

　たわわな胸を揺らしながら、速水の指先に翻弄される。

　すると速水は内壁を擦り上げて、のどかの弱い部分を何度も刺激してくる。

「だっ……ダメェ！　またぁ！」

「何度も何度もイク姿が見たいんだ」

　速水の声に、のどかの胸がドキドキと鳴る。

　自分が蕩けた姿をたっぷりと見たいなんて、速水はこれまで言ってきただろうか。

　まるで二人の関係の総仕上げと言わんばかりで、のどかは嬉しさが余計に込み上げてくる。

　速水が抜き差しを速めると、卑猥な水音が部屋に響いた。

「あっああああ！」

　のどかは一気に頂きを昇り詰めて、また果ててしまう。

　がっくりと頽れそうになると、速水が抱き止めてくれた。

　のどかは懸命に立ち、速水を見つめる。

「最後まで、してくださいね」

「のどかがおねだりしてくれると思うと、俺も幸せだ」

　速水の言葉にのどかは本当に二人が深く繋がっているんだと思うばかりだ。

　のどかが懸命に窓に手を突くと、速水が熱を蜜口にあてがってくる。

　体を震わせると、そのまま熱が挿入された。

「あっああああっ！」

　今までに感じたことがないくらいの快感にのどかは声が枯れるんじゃないかと思うほど声を上げていた。

　熱を受けただけなのに、速水との一体感が以前とはまるで違う。

「のどかのナカ。蜜で滑ってるけど。締まって……気持ちいいな」

「そ、そうですか？」

「もっと深いところまでいいか？」

　言うなり、一気に奥まで突き上げてくる。

「ふあっああっ！」

　のどかは最奥を突かれて、体がふわりと浮くんじゃないかという感覚になった。

　腹の中にはたっぷりと男根が咥え込まれて、ジンジンと疼きが止まらない。

「あっあっ！　速水さんっ！　速水さんっ！」

「動くぞ」

　速水が静かに言うと、今度は抜き差しが始まる。

　のどかは息をするのもやっとの状態で、最奥を突き上げられた。

「あっああああ！」

　ズンズンと突き上げられると、子宮が刺激されているような気分になる。

　内壁がずりずりと擦り上げられて、また一気に頂きを昇り詰めてしまいそうになる。

　すると、速水が後ろからのどかの胸を揉みしだいてくる。

「ふあっあああっ！」

　のどかは小刻みに果てて、体を震わせる。

「あっあっあっ！　イッちゃ……。何度も……何度もっ！」

「こんなに乱れたのどかを見れるのは……幸せだ」

　速水が抜き差しを速めると、隘路がキュッと閉まりさらに熱を咥え込んだ。

　のどかは体を震わせながら、耐えきれなくなって窓に体を押し付けてしまう。

　胸が変形して窓に押し付けられて、さらに卑猥な格好になってしまう。

　しかし、速水は欲情していて、さらに突き上げを速めるばかりだ。

「あっあああっ！」

　のどかはもう限界だと体を戦慄かせた。

　すると速水も息を荒くしてのどかのことをうわ言のように呼び始める。

「のどか……のどかっ！」

「速水さんっ！」

　その刹那、たっぷりと白濁が注がれて、のどかは体をブルブルと震わせる。

「あっああああ！」

　たっぷりの精が足を伝い落ち、絨毯を汚してしまう。

　のどかは思い切り果ててしまうと、ぐったりして窓にもたれた。

　すると速水がそのまま抱き起こして、窓を開ける。

　そして海に続くプライベートバルコニーにのどかを運び出す。

　眼前には海が広がり、周りには他のヴィラが立っている。

　バルコニーには椅子が置いてあり、のどかはそこに座らされた。

「続きしていいかな」

「は、はい……」

　のどかはうっとりと言うと、足を思い切り開かされる。

　そして、蜜口に熱があてがわれ、すぐに挿入し直された。

「あっああっ！」

「声は気にしなくていい。他とは離れてるから」

「は、はい……」

　そう言われても、野外でのセックスには慣れていないとのどかは胸を高鳴らせてしまう。

　速水は一気に最奥まで突いてきて、奥を刺激してくる。

「あっああっ！　またっ……すぐにイッちゃっ！」

「蕩け切って可愛いよ、のどか」

　速水はのどかを堪能するように、腰を使いつつ、たわわな胸を丁寧に揉んでくる。

　椅子がギシギシと音を立てて鳴り、二人が動く度に軋んだ。

　息を切らしていると、速水が足を持ち上げて指先に強引にキスしてくる。

「きゃっ……」

「このまましばらく繋がって、外でしてようか？」

「でも……」

　のどかは夜景と夕焼けの間のような風景をチラ見しながら、この淫猥な時間を堪能したいと思ってしまう。

　素晴らしい風景も素敵だが、速水との時間も大切だった。

　以前から子作りセックスをしているのに、子供はまだ出来ない。

　こんな風に楽しみながらセックスしていられるのもいつまでか分からないし、子供が出来ないことが苦痛になる時もあるだろう。

　だから、こんな風に心も体も満たされる時間は本当に最高に幸せなのだ。

「のどか、顔がとろけてる」

　速水に言われてのどかは言った。

「幸せですから」

「じゃあ、何度もしていいか？」

「いっぱいください」

　のどかがおねだりすると、速水は待っていたとばかりに腰を使ってくる。

　たわわな胸が揺れて、最奥を何度も刺激されると、またすぐに果てそうになってしまう。

「あっあっあああっ！」

　すぐに果てそうになってのどかは嬌声を上げた。

　すると速水もすぐに切なそうな声をあげる。

「くぁっ」

　その瞬間、一気に熱が爆ぜて白濁が注がれる。

「あっああっあっ！」

　のどかは全て受け止めると、体を震わせる。

　速水は上に覆いかぶさると、息を乱してのどかに強引にキスをしてくる。

「止められない」

　速水の欲情に、のどかは胸を高鳴らせつつ、その後もそのままプライベートバルコニーで速水の熱を何度も何度も受けた。

　速水との情熱的な夜が明けて。

　昼になると二人はモルディブ領内の小島にいた。

　ガイドに案内されながら、その小島にウェディングドレスとフロックコート姿で降り立ち、ハートの形をした木の前で神父に愛を誓うのだ。

　速水は恥ずかしそうにのどかを見つめながら、神父に言われるままにキスをしてくる。

　昨晩の熱が思い出されそうなほどの熱っぽいキスを受けて、のどかは苦笑した。
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　指輪は嵌めていたが、速水はこの日のために別の指輪を用意してくれていた。

「のどか、指輪気に入って欲しいな」

　知らぬ間に用意されていた指輪に驚きつつ、のどかはおずおずと手を出した。

　速水は薬指に一粒ダイヤ入りのプラチナのリングを重ねると、嬉しそうに笑みを見せた。

「綺麗です」

「以前贈ったものは、ダイヤが多くて重そうなデザインだったから、こういうシンプルなのもいいかなと思って」

「私はこちらの方が素敵だと思います。仕事もしていきたいと思っていますので」

「そうだね。仕事中にいちいち指輪を取るのも面倒くさいだろうから」

「でも、どちらも素敵です。仕事をしていても、外せそうにありません」

　のどかが言うと、神父が言った。

「ツヅケテモイイデスカ？」

　神父は片言の日本語で言うと、聖書のくだりを読んでいく。

　病める時も健やかなる時も……。

　のどか達は出会った時と今では全然違う心持ちでその言葉を聞いていた。

　お互いを思い合い、支え合おうという新たな思いを胸に神父の言葉を静かに聞いていた。









エピローグ






　それから二年後。

　のどかには一才になる子供が出来ていて、育児に追われていた。

「野々花ののか、ごはんですよ〜」

「う〜う〜」

「おうどん好きだね〜」

　娘の野々花はすくすく育ち、ぷっくりとした体つきで愛らしい表情をいつも見せていた。

　顔はのどかに似ているような気がしたが、目元は速水に似ているような気もする。

　のどかは娘にご飯を食べさせながら、自分も残りモノを食べたりしてなんとか日々を過ごすような、そんな毎日を過ごしていた。

　一時は速水から心配されてベビーシッターを雇おうと言われたのだが、のどかは自分の子供はしっかり育てたいと、断った。

　けれど速水はそれではのどかの体力が持たないだろうと、週二日でベビーシッターを呼んで息抜きはしている状況だ。

　のどかはこれで良いのだろうかと思いつつも、自由な時間は速水とデートをしたり、一人で映画を見たり自由に過ごしている。

　そんなことをしていたお陰か、なんとか育児を乗り切れている。

　速水も育児には協力的で、野々花にご飯を食べさせてくれたり、手が空くと家事をしてくれたりと、二人で協力して家事をしている。

　それでものどかは慣れない育児に振り回されていて、決して楽とは言えない。

（速水さんが理解ある人だからなんとかなってるけど……）

　のどかはご飯を食べさせながら、ぼんやり思った。

　あれからも友人達とは連絡を取り合っているが、一人は家を飛び出してしまった。

　その理由は、育児を全く手伝わずに仕事をしていて、それどころか女性と遊んでいたことが判明したからだ。

　互いの家のためと結婚したのに、彼女はあまりに不義理だと家を飛び出して、現在は実家に身を寄せているそうだ。

　離婚は避けられないそうで、父親は怒り心頭だと聞いている。

　他にも、育児に興味がなさそうだとか、手伝ってくれるけど気分次第だとか、どの家も苦労しているようだった。

（みんな年上だから、感覚の差もあるかもしれない）

　自分達の世代と、結婚した相手の世代の感覚のズレもあるかもしれないと、のどかは少し感じていた。

　働いて家を守るというタイプがまだ残る世代の年上の男性と結婚したため、育児に協力的というのはまだ難しいのかもしれない。

　そんな中で速水は協力的な態度だったため、有難いと思えてならなかった。

　結婚前には速水が育児にも協力的だなんて想像も出来なかった。

　そんなことは結婚前に予測するのは不可能だろう。

　速水は結婚前に女性と付き合っていたし、それだけ見たら遊び人だと思える。

　けれど、きちんと関係を清算し、のどかと向き合う姿勢を見せてくれたこと、そして家庭を大事にしてくれることなどは、結婚してよく分かった。

　友人達もお見合い結婚という点では同じだから、当たりハズレがあるのかと思うと、のどかもたまたま幸せになれただけと思えてしまう。

　速水がもし、女性関係を清算出来ずにいたらのどかは本当に最低な結婚生活を送っていた。

（大変だけど、これも幸せなんだろうな〜）

　のどかはそんなことを思いながら、速水の帰りを待っていた。

　今晩は夕飯を食べる頃には帰宅すると言っていたのだ。

　のどかは時計を見ると、速水がそろそろ帰宅してもいい頃だと思い、そわそわしてくる。

　速水の分の食事を別に作っているが、簡単なものしか出来なくなってしまった。

　のどかは速水とゆっくり食事に行けたらと思いつつ、野々花をベビーシッターに預けて速水と二人きりの時間を取るのは申し訳ない気もしていた。

　すると、ドアが開いて速水が帰宅してくる。

「おかえりなさい」

「ただいま」

　速水はにこやかに微笑むと、野々花を見て頬を突いた。

　野々花が手で払い退けると、速水はくすくす笑う。

「俺のことは嫌いだよな」

「あんまり一緒にいないからです」

「のどか、明日は一緒に食事に行かないか？」

　急に言われて、のどかは嬉しくなった。

「私もさっき同じこと考えてて。でも……」

　のどかはその先を言えないでいた。

　すると速水がすぐにスマホを操作してレストランを見せてくる。

「このレストランで食事したいなと思って。息抜きにいいだろ」

「……じゃ、じゃあ。行きたいです」

　のどかが言うと、速水がすぐに予約してしまう。

　心の中では野々花に申し訳ない思いでいっぱいになりつつも、息抜きは大切だと言い聞かせて、その晩は速水も交えて三人でゆっくりと夕飯を食べた。

　翌日、速水とのどかは都内のレストランで食事を楽しみ、談笑していた。

　野々花の話をしたり、今後どんな風に育てたいかも話したりして、話は尽きない。

　のどかは妊娠をきっかけに辞めてしまった、清掃のパートもまたいつか戻りたいことも話していた。

「パートをしながら野々花を育てるのか？」

「大変だけど、働くことで息抜きしてる気がして」

「そういうものか？」

「私は働いたことがほとんどないから、職場に恵まれてるならそこで働きたいなと思っています」

「いいけど。野々花の幼稚園は受験しないといけないから、その用意もあるぞ」

「あ……」

　そう言われて、のどかは自分が母親になったのだと痛感する。

　野々花は私立幼稚園に入れると決めていて、そのための用意を二歳児辺りからしなければならなかった。

　ぼんやりしていると、乗り遅れてしまう。

「野々花を育てるのに手一杯ですよね」

「そうなってくと思うけどな」

　速水の言葉に、のどかは肩を落とす。

　自分がようやく認められた仕事を諦めないといけないのかと。

　のどかが落ち込んでいると、速水が言った。

「別に、落ち込むことはないよ。のどかは俺との時間をもっと増やせばいいだけだから」

「どういうことですか？」

「そろそろ二人目が欲しいかなって」

　言われて、のどかは頬を染めた。

「そんなこと……」

「もう体は平気なんだろ？」

「は、はい……」

　速水に熱っぽく見られて、のどかは顔を逸らした。

　触れられていたことはあるが、体を重ねることは一年近くなかった。

　出産後から最低半年はセックスはしないで欲しいと言われていたからだ。

　半年どころか、野々花のことで頭がいっぱいで体を許せる状況ではなく、一年何もせずに過ごしてしまった。

　もちろん、速水がそんな状況を我慢出来るはずもなかったわけだ。

「この後、いいね？」

　のどかは小さく頷くと、恥ずかしさが増して食欲がなくなりそうになる。

　食べていたデザートが喉を通らなくなりそうだ。

（久しぶりすぎて、何をどうしたらいいのか忘れて……）

　頬を染めていると、速水が苦笑した。

「そんなに恥ずかしがることないだろ？」

「でも……」

　のどかがなんとか食べ終えると、速水はすぐに立ち上がってしまう。

　いつもはその後にのんびり話したりするのだが、待ちきれないという感じだ。

　のどかは後を追うと、すぐに会計を済ませて近くのシティホテルに向かう。

　速水がさっさとチェックインを済ますと、のどかは恥ずかしくなって俯いて速水の後についた。

　久しぶりに感じる恋人のような気分に、自分がどんな風に見えているのか気になってしまう。

（どうしよう。ちゃんとメイクしたと思うけど。そういえば、まだ体重が戻ってなかった）

　のどかは以前より少し太ってしまい、それを気にして速水に裸を見せられないでもいた。

　速水は気にしないと言っていたが、のどかは気になってもダイエットをする暇もなく、たるんでしまった体格が情けなくて仕方なかった。

　部屋に到着すると、のどかは緊張してどきどきと胸が鳴ってしまう。

　ドアが開くと、速水がすぐに後ろから抱きしめてくる。

「きゃっ」

「ひさびさに抱きしめた気がする」

　速水に言われて、のどかは余計に緊張してしまう。

　そのままもつれるようにベッドに押し倒されるとのどかは狼狽えた。

　しかし、速水は変わらず、手際良く服を脱がしてくる。

「ま、待ってくださいっ」

「待てない」

　速水に止められないとばかりにすぐに全裸にされてしまうと、のどかは恥ずかしくなって身を捩らせた。

　しかし、瞬く間に裸になった速水が覆い被さってくると、キスをされる。

「んっんっ」

　甘い声をあげてしまうと、のどかは忘れかけていた熱が再燃してくる。

「ふああっあっ……」

「キスだけでも蕩けてるみたいだ」

　速水に言われて、のどかは潤んだ目で見つめてしまう。

　今までずっと育児に追われていたのだ。

　改めて二人目が欲しいと言われると、のどかもまた熱が燃え上がりそうだ。

「私も欲しいです……」

「子供はたくさん欲しいって言っただろう？」

「……はい」

　速水は言うなり、膨らみを丁寧に揉みながら先端に吸い付いてくる。

「あっあああっ！」

　すぐに尖ってしまうと、先をぺろぺろと舐められてしまう。

「あっああっ！」

　久しぶりの甘い痺れに、のどかは腰をくねらせた。

　すると、速水は反対の胸を同時に揉みしだいて、刺激をさらに加えてくる。

「あっあああっ！」

　速水は楽しそうに、口元を緩めていてまだまだ余裕といったところだ。

　のどかはすでに果ててしまいそうで、息を忙しなくつくしかない。

　はあはあと乱していると、速水が秘丘を指先でなぞり、蜜芽を摘んだ。

「あっあっ！」

　それだけでも小刻みに果ててしまい、体がヒクヒクと震えてしまう。

「体は敏感だ。前より反応してる」

「私……、嬉しくて」

「どうして？」

「だって、子供が欲しいと私も思っていたからです」

　そう言うと、速水が蜜芽を弄りながら意地悪を言う。

「子孫繁栄なんて、もう言わないね？」

「……あっあっ！　言いませんっ」

　のどかは恥ずかしくなってしまうが、もはやそんな理由で子供が欲しいとは思わなかった。

　速水との温かい家庭が欲しくて、子供が欲しいと思えている。

　もちろん、その先には互いの家のための事情が絡んでくるが、それはまた別の話だ。

　のどかが腰を浮かして揺らしてしまうと、速水は指を二本挿入してくる。

「んあっあっ！」

「まだ少しキツイな」

「ひさしぶりだから……」

　そう言いつつ、速水の熱が楽しみでもあった。

　指先でもキツイのだから、もしかしたら苦しいかもしれない。

　けれど、一つになる悦びをまた味わえると思うと、高揚感が増してくる。

「あっああっ！　仁さんっ」

　速水の名前を呼ぶと、速水は指の抜き差しを速めた。

「あっあああっ！」

　のどかが果ててしまうと、速水は満足そうに笑みを見せる。

「久しぶりにしては、敏感過ぎないか？」

「そんな……こと」

　のどかは頬を染めながら、速水に言った。

　出産後の方が、体がアツく感じるような気がするのだ。

（どうして……体が変。すぐにイッちゃう）

　のどかは簡単に果ててしまう自分がおかしいのかと思う一方、制御不能になっている状態をどこかで楽しみつつあった。

　以前は体の反応が自分でも分かっているところがあったからだ。

　でも今は何をされても反応してしまう。

　すると、速水がすぐに男根を見せつけてきた。

　蜜口にあてがうと、のどかはうっとりと見つめてしまう。

　すぐに挿入されると、軽い痛みが走りつつも、最奥まで挿入された。

「あっああっ！」

　のどかは痛みを堪えながらも、快感に震えてしまう。

　速水はすぐに腰を使い出して、肌にぶつけるように抜き差しを始めた。

「あっあああっ！」

「久しぶりだから、狭いな」

「でも、凄く気持ちいいです」

　のどかがそう言うと、速水が口元を緩める。

　抜き差しがさらに速くなると、のどかはシーツを引いて自らも腰を揺らす。

　速水は息を切らせながら、最奥をズンズンと突き上げてきた。

「あっあああっ！　奥にいっぱい！」

「奥はもっと狭いっ」

　のどかは挿入されたままくるっとひっくり返されて、四つん這いの格好にさせられると、後ろから突き上げられた。

「あっああああ！」

　最奥を思い切り突かれて、のどかは快感に体を仰け反らせる。

「のどかっ！　のどかっ！」

「仁さんっ！　仁さんっ！」

　二人が吐息混じりに息を切らせて、互いに声も出なくなってきた頃だ。

　速水は声を出すのも苦しそうで、はあはあと乱れた息を漏らしながら、抜き差しを激しくしていく。

　のどかはシーツを引いて、隘路がキュッとさらに狭くなるのを感じた。

「のどかっ！」

「仁さんっ」

　その刹那、白濁がたっぷりと腹の中に注がれる。

「あっああああっ！」

　のどかが思い切り果てると、速水もぐったりと倒れ込んでのどかの上に覆い被さってくる。

　速水はのどかを後ろから抱きしめると、止めどなく精を放ち、しばらく二人は繋がったままだった。

「仁さん……」

「のどか……」

　二人でベッドに寝転がり、ぐったりしていると、のどかはなぜか胸の奥が欲望で満たされているような気がしてくる。

（どうしよう。まだしたい……）

　そう思ったものの、速水は果てたばかりで男根は元気がなくなっている状況だ。

（どうしたら）

　のどかは久しぶりのセックスに欲情してしまい、気の赴くままに速水の男根に手を伸ばしていた。

「のどか？」

「まだ、したいんです」

「でも……くぅ」

　のどかは速水が余計なことを言い始める前に、男根を口に含んで舐め始めた。

「んっんっ……これで、少し元気になれますか？」

　のどかは丁寧に男根を舐めながら、上目で速水を見つめた。

　速水は信じられないという顔をしつつ、のどかの献身的な行為に嬉しそうでもあった。

「もう少し続けて欲しい」

「は、はい……」

　思い切り口に含むと、そのまま扱き上げる。

　しかし、どうしたらいいのか分からずに上下に動かすしか出来ない。

　舌を使ってみたり、裏を舐めてみたり、考えつく限りを尽くしていく。

　すると、男根がむくむくと立ち上がる。

　口に含んでいられず、思わず吐き出した。

「あっ！」

「のどか、上手だ」

「これでまた出来ますか？」

　のどかが言うと、速水がのどかにキスしてくる。

「出来るよ。風呂場に行こう。外を見ながらしたい」

「……はい」

　言われて浴室に連れて行かれると、外が見えるジャグジーが設置されていて、昼間だが、ビル群が綺麗に見えていた。

　湯が張られていないが、速水は湯を張りながらのどかをジャグジーに入れてしまう。

　そして、自分も入ると、のどかを上に跨らせた。

「あっ！」

「これでのどかは外が見えるだろう？」

「で、でも……」

　のどかは恥ずかしいと思いつつ、速水を見つめた。

「自分で入れられるね？」

　速水に言われて、のどかは胸を高鳴らせながらそっと男根に向かって腰を下ろしていく。

　じわじわと男根が入り、のどかは喘いだ。

「あっああああっ！」

　重みで一気に最奥まで到達すると、のどかはそれだけでも果てそうになる。

　体を震わせながら、速水と見つめあってしまう。

「好きです」

「俺も好きだよ、のどか」

　言うなりキスをされ、上から突き上げられた。

「あっああああ！」

　のどかはたっぷりと甘い声を上げ、その日の帰りは久しぶりに遅くなった。

　そして二人目の子作りが始まり、のどかはまた速水からたっぷりと愛される日々が始まった。










了







あとがき




　このたびは『速水さん、一人エッチを手伝ってください』をお手に取って頂き、最後まで読んでくださりありがとうございます。如月きさらぎ一花いっかです。

　今回のお話は、フッとワンシーンが思い浮かんだことからお話を作り始めました。

　恋も何も知らない女の子が、一人エッチ手伝って！　と懇願して、相手の男性が戸惑いつつ、オーケーする。

　しかし、その男性は女の子を自分好みに育てていこうと、エッチを教え込んでいって、自分無しじゃいられなくさせたいという思惑があって……。

　とはいえ、一人エッチを手伝ってという状況を作らないといけないし、女の子はどんな子にするかは悩むところですし、相手の男性もかなり寛大な心の持ち主でありながら、性欲は旺盛という感じにしないといけないので、その辺りは、担当編集さんとやり取りしてお話を詰めていきました。

　のどかは純真無垢であった方がいいという指摘を頂いた時、確かに！　と思いまして、最後まで欲望は曝け出さないでいこうと決めて、エッチシーンも速水が優位になるように考えていったつもりです。

　二人のエッチでも、今回はギリギリまでしないということが肝だということだったので、出会って即エッチというパターンではなく、速水の好みに仕上がってからエッチという感じを目指しました。

　何も知らないのどかは、愛されないともどかしい思いをしたわけですが。

　今回は本当にエッチのタイミング、エッチの時、避妊具は絶対に、子作りは最高潮に燃え上がってからと、かなりプロット段階で考えましたね。

　エッチが大半を占めるので、楽しく読んでもらえたらいいのですが。

　このお話を書いている頃、季節は冬から春に切り替わり、早いところでは桜が咲き始めている状況です。

　のどかが新しい生活を始めたのも春頃なので、偶然にも書き終わりと同じだなと思いました。

　春が近づくと心が浮かれるというか、やっと寒さが終わって暖かくなるなという思いで安心したりしませんか？

　私は花粉症なので安心だけでもないのですが、春が好きなので暖かい陽気が増えてくると嬉しいですね。

　住んでいる地域によっては、もう暑いなんてところもあるようで、まだ雪が降っているところもあるのに、日本って縦長だから不思議だなと思う時期でもあります。

　大きな公園に桜を見に行ったりすることは最近ないんですが、梅やら木蓮やら、散歩していると道端で見られたりするのは春ならではかなと。我が家の木蓮も芽吹いています。

　それでは、今回関わって下さった関係各社の皆さま、担当編集さま、イラストレーターの龍りゅう　胡こ伯はく先生、読者の皆さま、本当にありがとうございました。

　また、会える時まで。




二〇二三年四月吉日

如月一花








トパーズノベルス

近日配信二〇二三年五月二六日配信予定








ハイランド少女とローランド王子の恋（仮）


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：ひなた翆　　イラスト：蘭　蒼史







　『リンジーを可愛いと思った。他の誰よりも君が魅力的だ。君が気にしている赤毛のくせ毛も小さい胸も愛おしい』




　　には婚約者がいるのに、レオ・ダンケルド王子が結婚のために訪れた。王女リンジーは姉に幸せになってほしくて、自分が王子の婚約者になると堂々と身代わり宣言！　姉の結婚式までにあの手この手を使って王子を誘惑しはじめ……？










転生した魔力無し悪役令嬢の運命 〜婚約者になったら予想外の幸せが待っていました〜前編


【書下ろし・イラスト五枚入り】




　著作：百門一新　　イラスト：小路龍流







　『君は美しい。それでいて、努力を積み重ねている。君の元婚約者は、実に愚かだ——俺なら、君との時間を作るのに』




　　アンジュは、魔力無し悪役令嬢だ。運命を変えようと努力するが叶わず、婚約破棄の日を迎える。すると攻略キャラでもない軍人王太子に「お前は、俺が娶る」と言われ、まさかの身体の関係を持って彼の婚約者になることに……!?










トパーズノベルス

速水さん、一人エッチを手伝ってください
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